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第一章　女性のいない世界




　内腿を生ぬるい液体が伝う感触に、あ、と小さく声が漏れた。ユニフォームの短パンの裾から、何かとろりとした液体が漏れ出てくる感触がある。

　井上いのうえ桃真とうまは、ランニング中の足を止めて内腿へと視線を落とした。短パンの裾から真っ赤な液体が自身の内腿から膝へと向かって、流れ落ちているのが視界に映る。まるで赤い蛇が太股をゆっくりと這い下りているような光景だ。

「は、ぁ？」

　咄嗟に、唖然とした声が唇から零れた。両手でまさぐるように下腹部や太股を触るが、怪我をしたような痛みはない。ただ、腹の奥がじんわりと膿んだように熱を持っている気がするだけだ。

「キャプテン、どうしたんすか」

　同じようにグラウンドを周回していた二年生の新庄しんじょうが立ち止まって、桃真へと声をかけてくる。足が速く、今年からフォワードとしてサッカー部のレギュラーになった後輩だ。

「いや、何か血が出てんだけど……」

　両手で身体を探りながら、戸惑い気味に言葉を返す。額から滴る汗をユニフォームの裾で雑に拭いながら、新庄が桃真へと近付いてくる。桃真の内腿から垂れている血を見ると、新庄は驚いたように目を丸くした。

「え、どっか怪我してんすか」

「分かんねぇよ。いきなり血が垂れてきて」

　答えながら、短パンの履き口を広げて中を覗き込む。途端、股部分が赤く染まったボクサーパンツが見えた。瞬間、サァッと血の気が落ちるのを感じた。

「うわっ、何だこれ……」

　引き攣った声を漏らすと、新庄が遠慮もなく短パンの中を覗き込んできた。だが、真っ赤に染まった下着を見た途端、新庄も表情を強張らせた。

「ちょっとコーチ呼んできます」

　そう言い放つなり、新庄が校舎の方へと向かって駆けて行く。

　グラウンドのコースに立ち止まったまま、桃真は迷子のようにユニフォームの裾を両手で握り締めた。その間にも、腹の奥で灯った熱がどんどん強くなっていく。額に脂汗がじっとりと滲んできて、次第に呼吸が荒くなっていく。まるで全身がとろ火で炙られているかのような、焦燥を伴った倦怠感だった。

　未だに内腿を伝う血は止まらず、足首まで流れ落ちた血がスパイクを汚していく。ちくしょう、先月新調したばかりだったのに。

　一体これは何だ。何かの病気になってしまったのか。

　自分でも理解できない状況に、不安で押し潰されそうになる。ついさっきまで、一ヶ月後に迫った夏の大会に向けて最終調整をしていこうとサッカー部の面々と喋っていたというのに。いつも通りだったはずの今日が突然、奇妙に歪んだ世界に変わってしまったかのようだ。

　下腹からふつふつとわき上がってきた熱が、溶鉱炉から溶け出してきた鉄のように全身を静かに這い回り始める。脂汗が流れたと思ったら、その直後に冷汗が滲み出す。体温調整が上手くできず、ユニフォームの裾を掴んだ指先が小刻みに震え出す。

　深呼吸を繰り返していると、ふと後ろから笑い混じりの声が聞こえてきた。

「おいっ！　切れ痔にでもなったのかよ井上っ！」

　小馬鹿にするように叫びながら桃真を追い抜かして行ったのは、チームメイトの田仲たなかだ。同じ三年生で、やたらと桃真を敵対視してくる面倒臭い同級生だ。桃真がサッカー部のキャプテンに選ばれた時も、裏で散々陰口を叩いていたことだって知っている。

『大した実力もねぇのに、チームメイトから慕われてるなんて理由でキャプテンに選ばれるとか、うちの部も落ちたもんだな』

　うるせぇ、そういうお前は後輩からも同級生からも嫌われ者じゃねぇか！　胸倉を掴んでそう叫んでやりたくなったのは、片手では数え切れないほどだ。

　そうしなかったのは、無駄な喧嘩をして内申点を下げたくなかったからだ。高校最後の一年をサッカー部のキャプテンとして勤め上げれば、有名サッカーチームがある大学への推薦が貰えるはずだった。小学生の頃からしがみ付くようにして必死に続けてきたサッカーを、桃真は単なる趣味や学生時代の良い思い出にするつもりはなかった。

　田仲の言うとおり、確かに桃真は自分に天賦の才能があるとは思わない。だが、努力をし続けることだって、きっと才能の一つだ。体力をつけるために雨が降ろうと一日も休まず朝晩走り込み、コンクリート壁に消えない跡が残るほどにボールを蹴り続けた。

　すべては十年以上の血の滲むような努力を報わせるためだった。そのためなら、腹立たしい奴の戯言ぐらい無視できるはずだった。

　だが、心身が不安定な時に吐き捨てられた無神経な一言に、咄嗟に頭に血が昇った。噴き上がった怒りを抑える間もなく、唇が動く。

「うるせぇ、田仲ッ！　お前は黙ってろ、ぉ――」

　突然ぐらりと視界が揺れて、言葉尻のイントネーションが奇妙に歪む。身体の糸が一斉に切れてしまったかのようだった。関節に力が入らず、身体が斜めに傾いでいく。

　身体が肩から地面へと叩き付けられる。だが、痛みも衝撃すらも感じない。目は開かれていて意識もあるのに、身体だけが神経が切れてしまったかのように動かせない。現状を把握できていない脳味噌が「あれ？」とハテナマークを飛ばす。

　瞬くことも出来ずにいると、校舎の方から新庄とコーチ、それから養護教諭が走ってくるのが見えた。下半身を血で汚した桃真を見て、養護教諭が顔を引き攣らせる。

「変異してる」

　変異？　変異って？

　その言葉の意味を聞き返したかった。だが、半開きになった唇はピクリとも動かない。次の瞬間、テレビの電源でも落としたかのように、ブツンと意識が途絶えた。
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　夢を見た。つい一週間前の、他愛のない出来事の夢だ。

　今年高校三年にあがった男子、約五十人が押し込められた講堂は、どこか饐すえた臭いがする。近頃雨続きなせいか、講堂の中はムシムシと息苦しく湿った空気で満ちていた。

　講堂に冷房機器は取り付けられておらず、暑さに耐えかねて、桃真は片手で首のネクタイを軽くゆるめた。

　視線を前方へと向けると、講堂の一番前に用意されたロールスクリーンに『はじめてのアンドロギュノス』という文字が浮かび上がっているのが見えた。薄黄色の背景に緑色の文字色、丸っこいポップ体といい、何だか幼稚園児に対する紙芝居のようにすら思える。

　生徒たちがスクリーンの文字を見て、「俺、これ見るの二回目なんだけど！」「俺は三回目！」などと叫んで、何がおかしいのかゲラゲラと笑い合っている。

　桃真は講堂の一番後ろの席を確保して、騒ぐ生徒たちをぼんやりと眺めていた。不意に、後ろから肩を叩かれる。振り返ると、同じクラスの佐久間さくまが立っていた。

「モモちゃん、もう薬貰ってきた？」

　モモちゃん、というのは桃真のあだ名だ。正直あだ名が可愛らしすぎて呼ばれる度にムズムズと背中が痒くなる。他の奴らに呼ばれたら苛付くが、佐久間だけは特別だ。

「あぁ、さっき貰ってきた」

　そう答えながら、机の上に置かれた小さなプラカップを持ち上げる。その中には、赤色の小さな錠剤が一粒入っていた。

　佐久間も桃真と同じようにプラカップを掲げながら、目を細めて笑う。

「僕も貰ってきた。ね、隣に座ってもいい？」

　こてんと首を傾げながら佐久間が訊ねてくる。途端、細い髪の毛がサラリと揺れるのが見えて、心臓がかすかに跳ねた。よっしゃ！　と反射的に叫びそうになるのを堪えながら、桃真は平静を装って答えた。

「うん、どうぞ」

　うん、なんて子供っぽい言い方だっただろうか。自分の不慣れさに舌打ちが漏れそうになるが、佐久間は気にした様子もなく、嬉しげに桃真の隣の席に腰を下ろした。

　前を向いているフリをしつつ、横目でちらりと佐久間を見る。佐久間は手のひらの中で、プラカップを弄りながら軽く両足をぶらぶらと揺らしていた。その仕草が何だか小動物っぽくて、思わず口元が緩みそうになる。

　佐久間は、クラスの中でも、いや全学年の中でも一番可愛い男子として有名な生徒だった。

　異国の血が混じっているのか、肩まで伸びた髪は色素が薄く、絵画の天使のように柔らかなウェーブを描いている。二重の瞳はパッチリと大きく、小柄で華奢な体型をしており、どこか守ってあげたくなるような儚げな雰囲気が漂っていた。性格もやや天然気味にほんわかとしていて、近付くと何だか花のような良い香りまでする。

　入学当時から、桃真は密かに佐久間のことを良いなと思っていた。佐久間も桃真を憎からず思ってくれているのか、頻繁に桃真へと喋りかけてくれている。周りからお似合いカップルとして、はやし立てられることもあった。

　もしも大学への推薦が貰えたら、その時には佐久間に告白しようと桃真は決めていた。

　佐久間がカッターシャツの首元を片手で広げながら、小さな声で呟く。

「ここ暑いね」

　佐久間の細い鎖骨から視線を逸らしながら、桃真はわざとぶっきらぼうな声で答えた。

「教室でやってくれりゃいいのにな。薬飲ませるぐらいで、何でこんな講堂に学年全員を集めるんだか」

　愚痴るように呟くと、佐久間は少し桃真へと身体を寄せてきた。肩先が触れ合って、一瞬息が止まる。そのまま佐久間は、小さな声で囁くように喋り始めた。

「薬を意図的に飲まない生徒を作らないために、一箇所に集めて飲ませるんだって。薬を飲むことを拒否したり、飲んだフリをして薬を捨てたりした人は、警察に捕まるとかって聞いたことがある」

「は、それマジ？」

「マジマジ」

　桃真の真似をするように、二度繰り返して佐久間がニコッと笑う。その笑顔にまいりそうになりながら、桃真は小声で返した。

「たかが薬飲まなかったぐらいでやりすぎじゃねぇ？」

「うーん、でも、アンドロギュノス計画って全世界で決めたことだから、それくらいの強制力が必要なんじゃない？　だって、ニュースでも言ってたよ。世界の人口はずっと激減していて、統計上でいったら、数百年後には人類は絶滅しちゃうんだって」

　絶滅という言葉を、桃真はどこか絵空事のような気分で聞いた。数百年後に人類がいようがいなかろうが、自分には関係ないという気持ちしか湧いてこない。そもそも、絶滅するならするで仕方ないと思うのだ。

「だからって、こんな怪しい薬に頼るのはどうかと思うけどな」

　プラカップを目線まで上げて、赤い錠剤を軽く転がす。転がる錠剤の向こうで、佐久間がかすかに困ったような笑みを浮かべているのが見えた。

「仕方ないよ。女の人がいないんだから」

　佐久間が口に出した『女の人』という一言に、ふと思い出す。

　小学生の頃、教師から女性という生き物について教わった。女性とは男性とは対になる性別で、男性よりも基本的に小柄な姿形をしており、そして赤ん坊を腹の中に宿して産むことができたのだと言う。

　桃真は、女性という存在を映像でしか見たことがない。桃真だけではなく、今ここにいる生徒たちは誰一人として本物の女性に会ったことはないはずだ。今現在、全世界に女性は数千人程度しか生き残っていないのだから。

　最初に異変に気が付いたのは、数百年前だった。男女の出生比率が徐々におかしくなっていったのだ。簡単に言えば、奇妙なことに男子ばかりが産まれ、女子が産まれる確率が異様に低くなった。

　その比率差は、時が経つごとに顕著になっていった。数十年後には、女性は男性の百分の一程度しか産まれず、全世界の女性の人数が猛烈なスピードで減っていくこととなった。その原因については、疫病のせいだとか新種のバクテリアのせいだとか色んな噂が流れたが、未だにはっきりとしたことは判明はしていない。

　そうして、現在では赤ん坊は男子しか産まれなくなった。争いが起こらないように、生き残った女性たちは安全な場所で隔離されて暮らしているらしいが、詳しいことは分からない。政府によって、女性に関する情報は秘匿とされていた。

　秘密にされればされるほど偶像化されていくものなのか、今では女性という存在に対して、神に向けるような信仰心を抱く者も多い。生き残った女性たちを『聖母せいぼ様』と呼んで、神のように崇めたてまつっているのだ。

　そうして、アンドロギュノス化した者のことは『聖女せいじょ様』と呼んでいるのだと言う。それを聞いた瞬間、桃真はぞっとした。正直、何もかも気色悪いと思った。

　それでも、それらは所詮どこか見知らぬ世界の出来事でしかなかった。女性が少ないという現実も、人類が数百年後に絶滅するという未来も、どこか空想じみている。それは桃真だけではなく、ここにいる生徒たち全員にとっても同じことだろう。

「だからって、アンドロギュノス化だって、数万人に一人がなるかならないかぐらいだろう？　こんな無駄なことに税金費やすんだったら、学校の全教室にエアコン設置してくれっつー話だよ」

　桃真は、投げやりな口調で言い放った。周りにいる生徒たちが緊張感なく騒いでいるのはそのせいだ。数万分の一の確率に自分が当たるだなんて、誰一人として真剣に思っていない。

　だが、佐久間はわずかに表情を曇らせて、ぽつりと呟いた。

「でも、僕はちょっと怖いな」

「怖い？」

「もし、自分がなっちゃったらどうしようって……」

　佐久間が不安げにうつむく。そのうなじの細さに、思わず咽喉が上下しそうになった。

　不安がる佐久間を慰めたいという欲求に、無意識に腕が動く。だが、桃真の腕が佐久間の肩を抱き寄せる前に、突然講堂の照明が落とされた。

　視線を前方へと向けると、スクリーンの前に講師らしき白衣姿の男性が立っているのが見えた。細いフレームの眼鏡を掛けていて、どこか神経質そうな顔立ちをしている。まるでマッチ棒みたいに、痛々しいくらい細い体躯をした男だ。目尻に刻まれた深い皺のせいで、年頃は三十代にも五十代にも見えた。

「もしかしたら初めましてじゃない子もいるかもしれませんが、皆さん、初めまして。アンドロギュノス保護官の江島えしまです」

　江島と名乗った男は、ひどく緩慢な動作で講堂を見渡した。悪ふざけするように、前方の席に座っていた生徒が「はいっ！」と手を上げる。

「俺は三回目の初めましてですっ！」

　その言葉に、講堂の生徒たちが控えめな笑い声を漏らした。微妙にウケていない。江島はちらりとも笑うことなく、その生徒を見据えて小さく頷いた。

「その通りです。つまり、『はじめてのアンドロギュノス』は三度も聞かなくてはならないほど重要な講習会ということです。皆さん、その辺りを重々心に留めて、最後まで私の話を聞いてください」

　真面目くさった江島の言葉を聞いても、やはり生徒たちの間にはだらけた空気が漂っている。だが、そんな空気を気にも止めず、江島は指示棒を伸ばすとスクリーンへと腕を動かした。途端、パッとスクリーンの画面が変わる。

「皆さん、もう御存知かとは思いますが、最初から説明しましょう。アンドロギュノスというのは、つまり『両性具有』。男性器と女性器の両方を持ち合わせている身体を持つ人間ということです。ですが、我々が言っているアンドロギュノスは女性器を持つ者というよりも、体内に子宮を宿す者です」

　スクリーンには、女性と男性の裸のイラストが表示されており、その下にアンドロギュノスの説明が書かれている。イラストを見た生徒がピューッと煽るように指笛を鳴らした。途端、周りの生徒たちがドッと笑い声をあげる。

　ふざけた空気には慣れているのか、江島は一切反応を返さず、淡々とした口調で続けた。

「まずは、なぜアンドロギュノスという存在が生まれたのか、ということについて説明します。数百年前には、男性と女性、二つの性別が同じような比率で存在していました。ですが、恐ろしい現象により、女性の数は激減し、現在では数千人程度しか残っておりません。男性何十億人に対して、女性数千人では比率が合いませんし、産まれる子供の数にも限界があります」

　江島がわざとらしい溜息を漏らす。指示棒でスクリーンの端をトンと叩くと、再び画面が変わった。

「それならば、どうやって子供を増やせばいいのか。これに関しては、皆さんも詳しいかもしれませんね。皆さんも『そうやって』産まれてきたのですから」

　画面には、球体とおたまじゃくしのようなイラストが書かれている。また生徒たちの間に細波のような笑いが広がった。

「現在は、生き残った女性たちから提供して頂いた卵子を培養し、人工授精するという方法で、政府は人口を増やしています。大体は男性同士のパートナーの片割れが精子を提供するという形を取り、仮子宮と呼ばれる人造ポットの中で赤ん坊が産まれるというのが基本ですね。皆さんは、どちらのお父さんの精子で産まれたのか知っていますか？」

　何とも不躾なことを聞くものだと呆れた。だが、そういう下品さが逆にウケたのか、生徒たちの大半はゲラゲラと声をあげて笑っている。

　実際は、男性同士のパートナーといっても、恋愛感情のある関係ではなく友人同士という場合もある。女性がいなくなったからといって、残った男性が全員、同性を恋愛対象として見れるかといったら、それは無理な話だった。

　そのため、子供を育てる家庭の減少を危うんだ政府がパートナーシップ推奨制度という法案を数十年前に成立させたのだ。パートナーと暮らし、子供を育てることによって税金を優遇されたり、補助金が与えられる。もちろん施設で生まれ育つ子もいるが、できるかぎり子供を家庭という形の中で育てようとしているようだった。

　桃真の父親たちは一応は恋愛結婚のようだった。未だに仲睦まじい二人の姿を見ていれば、それを友人という枠組みでは括れないことには自然と気付く。

　そして、桃真もどちらの遺伝子で産まれたのかというのは知っていた。本人たちに聞いたわけではなく、成長するにつれて自分の顔が父親の一人に似始めてきたことで気が付いたのだ。

　桃真の父たちは、一人が中学校の教師で、もう一人がプロの元サッカー選手だった。桃真の顔は、教師の父に似ていた。

　ある日の朝、鏡を見た瞬間に、自分の目元や口元に、教師の父の面影が色濃く滲んでいことに気付いた。その瞬間、自分の顔がひどく歪んだことを覚えている。どうしてだか、桃真が今まで死にもの狂いで頑張ってきたことを、全否定されたような気がしたのだ。

　ここ数年、教師の父とはほとんど話した記憶がない。話しかけられても、露骨に無視してきた。その度に、教師の父が寂しげな表情をしていることも知っていたが、どうしても桃真は自分の気持ちに折り合いがつけられなかった。

「人工授精で子供が産まれるのであれば、アンドロギュノスは必要ないんじゃないか、と思われる方もいると思います。では、なぜアンドロギュノスが必要なのか」

　また、江島がスクリーンを指示棒で叩く。移り変わった画面には、一本の木のような絵が描かれている。何百もの複数の枝葉に広げていた木が根本に近付くにつれ、一本の細い茎へと変わっていく様だ。

　まるで奇妙なアミダくじのような絵を指示棒でなぞりながら、江島が言う。

「インブリーディング」

　ぽつりと呟いた後、江島はやはり事務的な口調で続けた。

「つまり、近親交配です。男性何十億人に対して女性数千人の卵子では、交配する精子側の遺伝子は異なっていても、提供される卵子には同一人物の遺伝子が刻まれています。気付いてはいないでしょうが、この学校の中にもおそらく同じ卵子から産まれたという兄弟が何人かいるはずです。もしかしたら、私の兄弟もいるかもしれません」

　江島の言葉に、一瞬生徒たちが戸惑ったように辺りを見渡すのが見えた。実際この学校の中だけでも、どこか似ている顔立ちの人間は多い。

　そして、どうしても提供される卵子によって異国の血が混じり、髪や肌の色も、黒や赤や金髪など皆バラバラだ。桃真は偶然髪も目も黒く生まれたが、自分を純血の日本人だとは思っていない。よっぽど血統を重んじて、卵子を選り好みできるような金持ちでなければ、もう純日本人というものは存在していないのではないだろうか。

　江島が辺りを見渡して続ける。

「簡単に言えば、我々は少しずつ『血』が濃くなっているのです。血が濃くなればなるほど、互いが持つ『生存に不利な遺伝子』を引き継ぐ可能性も強くなります。奇形児が産まれたり、身体が弱い子供が産まれてくることもあります。そして、人工授精で産まれてくるのも、なぜか男児ばかりです。このままでは世界の人口は減少していき、いずれ人類は絶滅します」

　ついに講堂がしんと静まりかえった。もう何度も聞いた話のはずなのに、どうしてだかひどくおぞましい何かを聞いているような気分になる。

　実際、先天的に疾患を持っている子供も増えていると聞く。生まれつき身体が弱かったり、色素が足りなかったり、肉体の一部が欠如していたりと、重ねられる染色体が同じであればあるほど人間は弱くなっていく。

　江島がスクリーンを叩く。パッと画面に現れたのは、今桃真たちの目の前に置かれている赤い錠剤だ。

「そうして、十年前に開発されたのがこの薬です。『ＭＧＲ―Ⅳ』男性を両性体へと変異させる薬ですね。この薬を飲むことによって、体内に子宮に似た臓器が形成され、男性でも赤子を産むことができる身体へと変わります」

　その説明に、ぎこちなく咽喉が上下するのを感じた。なぜか嫌な唾が湧いてくる。

「『ＭＧＲ―Ⅳ』が開発された後、国連は十八歳になった男子全員にこの薬を服用させることを決議しました。いわゆる、アンドロギュノス計画ですね。十八歳と決まったのは、身体が男性として完成しきるギリギリのラインで、なおかつ変異に耐えられるだけの基礎体力があるとの判断からです。ですが、変異には激しい痛みと熱をともないます。中には変異に耐えきれず、残念ながら亡くなる方もゼロではありません」

　講堂内に静寂が満ちる。ようやく目の前に置かれた薬が、毒薬に変わるのかもしれないという事実に誰もが気が付いたのだ。奇妙な冷汗が背筋を流れて、息が詰まる。

「アンドロギュノス化した者は、その瞬間から国の所有物となります。しかし、これに関しては、それほど不安には思わないでください。身体が落ち着いた頃に卵子を提供して頂き、後は好きな場所で好きなように生活できるよう取り計らいます。勿論、家族の元へ戻って頂くのも自由です」

　安心させるように、江島が口元に笑みを浮かべる。途端、ほっとした空気が講堂内に広がった。だが、桃真の身体は強張ったままだ。

　江島の口元は笑っているが、その目は笑っていない。どこか仄暗い空洞のように、虚ろな眼差しで生徒たちを眺めている。

「アンドロギュノス化するということは勿論リスクはあります。ですが、皆さんに分かって頂きたいのは、人類を滅亡から救う救世主になれる可能性も秘めているということです。数百年後、人類が滅亡から救われた時に、貴方の名前が歴史に刻まれます。皆さんにはこの薬を飲む真の大義を理解して頂きたい。この薬が、貴方たちが、この世界を救うのです」

　まるで宗教だ。それも危険度マックスなカルト教の臭いしかしない。ただの高校生が自分の命を賭けてまで、歴史に名前を残したいと望むものか。何もかもが馬鹿げている。

　それでも、江島の最後の言葉にヒーロー願望でも煽られたのか、一部の生徒たちは高揚した表情で江島を眺めていた。

　江島は、貼り付いたような笑顔のまま言った。

「それでは、皆さん薬を飲んでください」

　飲みたくない。嫌な予感がして、舌の上がカラカラに乾いていた。

　桃真が逡巡している間にも、前方の席の生徒たちが次々と薬を飲み込んでいく。隣に座っている佐久間も、意を決したように薬を口へと放り込んでいた。ごくりと咽喉を動かした後、佐久間が気が付いたように桃真へと声をかけてくる。

「モモちゃん、どうしたの？」

「いや……咽喉が乾いて……」

　言い訳するように呟く。プラカップを握る手のひらが汗でじっとりと湿って、ひどく気持ちが悪い。

　上手い具合に、飲んだフリだけできないものだろうか。そう考え始めた時、不意に後方から手が伸びてきた。驚いて振り返ると、江島と同じ白衣姿の男が立っていた。まだ若く、見上げるほど背が高い。見ようによっては爽やかな顔立ちをした赤毛の男だ。胸につけられたネームプレートには、越川こしかわと書かれていた。

　越川は水の入ったペットボトルを差し出したまま、にっこりと笑みを浮かべている。江島と同じ、作り物の笑顔だ。

「咽喉が乾いて飲めない子のために用意してたんだ。ほら、これで飲んで」

　逃げ道を塞ぐように越川が言う。桃真は口元を引き攣らせながら、ペットボトルを受け取った。

「あ、りがとうございます」

「どういたしまして」

　越川が軽やかな声で返す。だが、越川は桃真の背後に立ったまま、その場から動こうとはしない。完全に見張られている。

　硬直する桃真を見て、佐久間が心配げな声を漏らす。

「ね、大丈夫……？」

　その声に、カッと頬が熱くなる。好きな相手に、まるで小さな子供のように心配されていることが恥ずかしかった。

　桃真はヤケクソのようにペットボトルの蓋を外すと、一息に赤い錠剤を口に放り込んだ。

『何万分の一だ。当たるはずがない』

　そう繰り返しながら。水ごと一気に薬を咽喉の奥へと流し込む。桃真が錠剤を飲み干した時には、もう背後にいた越川の姿は消えていた。

　顔をあげると、薄笑いを浮かべた江島がこちらを眺めているのが視界に映って、かすかに皮膚が粟立った。

　だが、その不快感も、一週間経つ頃にはすっかり忘れていた。内腿を血が伝い落ちてくるまでは――
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　どろどろと粘着いた熱が延々と、体内を渦巻いている。まるで全身の血液がマグマに変わってしまったかのようだった。脂汗が止まらず、着ていた服がすぐさまべっしょりと濡れそぼる。

「あ、つぃ、い、あつぃぃ、い」

　譫言のように繰り返すのも、もう何千回目だろうか。涙が止まらず、ぼろぼろと頬を伝っていく。

　ここはどこなんだろう。自分は一体どうなってしまったのか。

　誰かに訊ねたくても、熱が思考をさらっていって、上手く言葉にすることができない。

　桃真が寝かされた真っ白な部屋にはカレンダーも時計すらもなく、手慣れた中年の看護師が日に何度か点滴の針を打ちに来る以外に、時間の経過を教えてくれるものは何もなかった。

　自分の身体を思い通りに動かすことすら出来ず、桃真は永遠に続く悪夢のような時間を過ごし続けた。

　そうして、ようやく熱が和らぎ、ぎこちなくも喋れるようになった頃、看護師からすでに一ヶ月以上経過していることを教えられた。もうサッカー部の夏の大会も始まってしまっている。

「あの、父たちは……」

　両親は、どうして自分に会いに来てくれないのだろう。そもそも、自分は何の病気でここに閉じ込められているのか。いつになったら家に帰れるのか。夏の大会には参加できるのか。

　桃真が不安そうに訊ねても、看護師は何も答えてはくれなかった。ただ一言だけ「保護官の方が来るのをお待ちください」と言っただけだ。

　そうして数日後、見たことのある顔がやって来た。

「あぁ、井上桃真さん。本当に、本当におめでとうございます」

　相変わらずどこか感情をうかがわせない、胡散臭い笑みを浮かべた江島が立っていた。その後ろには、越川もニコニコと笑顔を浮かべて付き従っている。

　江島のおめでとうの意味を上手く理解できず、桃真は訝しげに顔を顰めた。

「おめでとう？」

　怪訝に繰り返すと、唐突に江島がベッドの横に膝を付いた。ギョッと目を見開いた瞬間、江島に片手を握り締められる。まるで神にでも祈るように桃真の両手を握り締めたまま、江島はどこか陶酔した口調で呟いた。

「成功です。貴女は『聖女様』に選ばれた」

　その言葉に、ぞわりと背筋に悪寒が走るのを感じた。わき上がってきた恐怖と不快感に、全身の感覚が遠くなる。

「……は？」

「成功したんです。アンドロギュノス化しました。貴女がこの世界を救うんです」

　江島の言葉は、完全に狂信者のそれだ。江島の両手に包まれた手のひらがじっとりと湿って気色悪い。嫌悪感に耐えきれず、桃真は江島の手を振り払った。動揺で、唇が小刻みに震える。

「な、なにを……」

「貴女の腹の中には、すでに完璧な形で子宮ができあがっています。たった一月でここまで臓器が形成されることは珍しいんです。貴女は我々が理想とする、この上ない聖女様です」

　これ以上は下がることがないと思っていた体温が見る見るうちに氷点下まで落ちていく。それなのに、額からは冷汗が滝のように滲み出していた。

「お……俺が、アンドロギュノス……？」

　縋るような声で問い掛ける。江島やその後ろの越川が「全部嘘です」と言ってくれることを祈っていた。だが、江島や越川の貼り付いたような笑顔は変わらない。

「その通りです。井上桃真さん改め、桃子ももこさん、おめでとうございます！」

　桃子と聞き慣れない名前が聞こえる。顔を上げると、まるで年号発表のように額縁に入った半紙を掲げる江島の姿が見えた。真っ白な半紙の上に、達筆な文字で『桃子』と書かれている。何だかひどくシュールで、ブラックな喜劇みたいに支離滅裂な光景だと思った。

「厚生大臣の直筆ですよ。宇多野大臣も桃子さんのアンドロギュノス化には大層喜んでらっしゃいます。何せ、今年の日本は適合者が少なくて、アンドロギュノス化できたのは桃子さんただ一人だけですからね。もうお一人の方は、変異の負担に耐えきれず残念な結果になってしまって……」

　わざとらしく悲痛な表情を浮かべる江島の姿に、ヒュッと咽喉が鳴りそうになる。もう一人、自分と同じようにアンドロギュノス化した高校生が死んだ、という事実に全身が震え出す。

　震える桃真を眺めて、江島が言う。

「安心してください。桃子さんは、もう安定期に入っていますので、お亡くなりになることはありませんよ」

　何も安心できない。自分の身体が、知らぬ間に見知らぬ誰かに入れ替わってしまったかのようなおぞましさがある。それに聞き覚えのない名前で呼ばれるのも気色悪くて堪らない。

「……桃子、って……」

　カラカラになった咽喉で、それだけをようやく口に出す。すると、江島が笑みを深めた。江島の目尻に刻まれた皺がグッと深くなる。それが不気味な老人のお面のように見えて、一瞬怖気が走った。

「もう貴女は、井上桃真さんではなくなりました。これからは政府管理のアンドロギュノス、桃子さんとなります」

　古来女性は名前に『子』を付ける方が多かったようなので。と、どこか弾むような声音で江島が説明する。桃真は、目を見開いたまま硬直した。

　こいつは一体何を言っているんだ。もう井上桃真ではなくなった、なんてそんな一言で、今まで生きてきた十八年間が簡単に捨てられるはずもないだろうに。

　強張った指先でシーツを握り締めたまま、桃真は掠れた声で呟いた。

「あの……父さんたち……俺の両親は……」

　桃真の問い掛けに、江島は一瞬だけ頑是のいかない子供を見るような眼差しを向けてきた。眉尻を下げて微笑みながら、言い聞かせるような口調で江島が言う。

「もう貴女にはご両親はいませんよ。政府が貴女の保護者です」

「そ、ういうことじゃなくて、俺の家族に、会わせてください」

　強張る唇を必死に動かして、出来る限り毅然とした声を出そうとする。

「言ってたじゃないですか。卵子を提供したら、家族のところに帰るのも自由だって。俺は、いま、家族に会いたいんです」

　桃真が睨み付けると、江島はあからさまな溜息を漏らした。我侭な子供の対応に手を焼いているような仕草が腹立たしい。そうして、江島は肩を竦めると、呆気ない声で言い放った。

「申し訳ない。あれは嘘です」

「……は？」

「貴女は、ご家族の元へは帰れません」

　唇が開いたまま閉じられなくなる。驚愕を浮かべる桃真の顔を見つめて、江島はなだめるような口調で続けた。

「卵子の提供というのも嘘です。実はアンドロギュノスの身体に作られた卵子は非常に不安定で、外部に取り出すことも培養することも出来ないのです」

「なっ、なら、何で……」

　それなら、わざわざアンドロギュノスを造る必要なんてないはずだ。

　桃真がわなわなと唇を震わせていると、また江島は笑みを浮かべた。顔の筋肉がすべてとろけてしまったような、たわみ切った笑顔だった。

「アンドロギュノスの体内なら赤子は育つんですよ」

　一瞬、その言葉の意味が上手く理解できなかった。だが、頭の中でその言葉の意味が理解できた瞬間、猛烈な勢いで全身が総毛立った。咽喉から、グぅ、とも、ヴぅ、とも付かない短い呻き声が漏れる。まるで首を絞められた人間の断末魔のようだと自分で思った。

　絶望と恐怖で顔面を引き攣らせる桃真に対して、江島は殊更優しい声で囁くように告げた。

「後世のためにも、優秀な人間の遺伝子を最良な方法で残す必要があります。桃子さんには、これから優秀な人材の元へ嫁いで頂き、その方の子供を産んで頂きたいのです」

　ようやくアンドロギュノスが『聖女様』と呼ばれてる意味が分かった。

　神に身を捧げる者。呼び名だけは美しいが、ただの人身御供じゃないか。

「しかも、素晴らしいことにアンドロギュノスは女子を出産することもあるんですね。そうなれば、人類の滅亡は更に遠くなる。我々としては一挙両得というものです」

　江島が語る言葉が脳を素通りしていく。理解したくないと心が拒絶しているのを感じる。

　うつむいたまま浅い呼吸を繰り返す桃真へと向かって、江島が続ける。

「桃子さん、貴女が世界を救うんです」

　その言葉は、前にも聞いた。だが、これが世界を救うなんてものか。こんなのは、ただの人柱か生け贄だ。名前も家族も奪われて、世界のためと嘯うそぶきながら、自分はモルモットにされようとしている。

　吐き気と絶望で、視界が定まらない。ぐるぐると回り続ける視界に眩暈が止まらず、数秒後、桃真はシーツへと胃液を吐き出していた。
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「やぁやぁ、貴女が桃子さんですね！　お待ちしていました！」

　巨大な館の前で、歓迎するように両腕を広げる男を、桃真は顔を上げず視線だけで見やった。

　目元を覆う前髪のせいで、恰幅の良い男の姿は黒く簾すだれがかって見える。アンドロギュノスになってから、髪の毛が伸びるのが異様に早くなった。短かったはずの髪は、今は耳を覆うまでの長さになっている。

　男の身体は横幅が広く、膨らんだ頬肉の上に細い目が乗っていた。なんだかお多福みたいな、ぷくぷくとした顔をしている。年頃は五十代前後だろうか。

　この男が自分の相手なのだろうか。そう思うだけで、また咽喉の奥から胃液が込み上げてきそうになる。三ヶ月前から、胃がキリキリと引き攣るような痛みが慢性的に付きまとっていた。

　足元が安定せず、思わず後ろへとよろける。だが、その背中にドンッとぶつかるものがあった。退路を塞ぐように、桃真の真後ろに越川が立っている。

「大丈夫ですか、桃子さん」

　わざとらしく訊ねてくる越川の横では、江島がにこにこと微笑んでいる。二人ともいつもの白衣姿ではなく、カチッとしたスーツとコートを身に付けている。それに対して、桃真はこの三ヶ月間着せられ続けた長袖の白い上着とズボンという簡素な服装だった。とうに秋も過ぎて冬に入り始めた季節には寒い格好だ。

　肩に触れてくる越川の手のひらの感触に、咄嗟に嫌悪感が込み上げてくる。越川の手を一息に振り払いながら、桃真は呻くように言った。

「俺に触るな」

　この言葉も、もう何百回、何千回と言ったのだろう。

　アンドロギュノスになったと告げられてから三ヶ月もの間、『検査』の度に桃真は、触るな、と何度も叫んだ。

『やめろ、触るなッ！　俺に触らないでくれ……！』

　だが、桃真の必死な叫びは一度として聞き入れられることはなかった。江島も越川も、癇癪を起こした子供のように桃真をなだめながら、その身を暴き尽くした。見知らぬ男たちに、身体を無遠慮に触られ、観察されることがこんなにも屈辱的で吐き気を催すものだとは、今まで桃真は想像もしたことがなかった。

　陰部へと指や器具を挿し込まれて、これならいつでも子供が孕めますね、などと望んでもいない言葉を囁きかけられることの気色悪さ。髪の毛を伸ばすことを強要され、眉や爪を整えられ、脱毛のために粘着いたクリームを全身に塗りたくられること。他人が思い描く空想の『女性らしさ』を押し付けようとしてくる身勝手さ。それらすべてが桃真には受け入れ難かった。

　気色悪さから検査の後も吐き気が止まらず、この三ヶ月間で嘔吐した回数はもう数えられない。便器にすがり付いて、子供のようにしゃくり上げながら胃の中身をすべて吐き戻す時間は、耐えられないほど惨めだった。

　そうして、身体が完全に安定したのを見計らって、とうとう『出荷』されることになった。顔も知らぬ男の元へ、その男の子供を産むために。

　越川の手を叩き落とした桃真の姿を見て、恰幅の良い男が目を丸くする。だが、その直後、パンパンに膨れた丸顔がまるでとろけるように緩んだ。

「桃子さんは、気丈な方ですねぇ。女性は元気が良すぎるくらいが丁度良いと昔の文献にも書いてありました」

「はい。桃子さんほど健康体なアンドロギュノスは珍しいです」

　江島が何とも朗らかな口調で、恰幅の良い男へと返す。恰幅の良い男は江島の言葉に嬉しそうに、自身の両手を揉んだ。

「それはそれは、大変喜ばしい。息子たちも良い歳になってきましてね、是非とも子供をたくさん産んで下さるような健康的な『聖女様』に来て欲しかったのです。ずっと政府には要望を出していたのですが、なかなか待たされましたよ」

「それは申し訳ございません。財前さんには、私どもの研究所にも随分と『お志』を頂いて感謝しております」

　恰幅の良い男を、江島は財前と呼んだ。

　お志とは、つまり寄付のことか。自分は金でこの男に売られたのかと思うと、また暗澹たる気持ちがわき上がってくる。

　江島が財前へと向かって、弾むような声で言う。

「息子さんも、とても優秀な方だとうかがっております」

「ええ、ええ。おかげさまでＩＱテストでも良い結果を出しております。わざわざ最上級の卵子を買った甲斐がありましたよ」

　聞きたくもないのに、気色悪い話が聞こえてくる。桃真はうつむいたまま、視線をちらと横へと向けた。このまま逃げ出すことはできないだろうか、と思案する。

　だが、前方には巨大な館、そして後方には遮蔽物の少ない広々とした英国風の庭が広がっている。たとえ全力で走ったとしても、逃げ切れるとは思えない。

「息子たちも桃子さんのことを心待ちにしておりますよ。我が家に来たからには『聖女様』には何一つ不自由のない生活を送って頂けますのでご安心ください」

　何一つとして安心できない。吐く直前のように、苦い唾液が舌の上に滲み出てくるのを感じる。うつむいたまま桃真が黙り込んでいると、江島が弁解するように口を開いた。

「申し訳ございません。桃子さんは、少し照れ屋な方なんです」

　一瞬、喚き散らしそうになった。何が照れ屋だ。これが照れているように見えるのなら、テメェの目は節穴だ！

「ふざけっ――」

　怒鳴りかけた瞬間、不意に背後から右肩をキツく掴まれた。越川が桃真の肩を鷲掴んだまま、顔を近付けてくる。

「どうかしましたか、桃子さん？　『良い子』にしていられませんか？」

　その言葉に、憤怒に染まっていた心臓が一瞬で萎んでいくのを感じた。指先が凍えて、唇が動かなくなる。

　この三ヶ月間で『良い子』という言葉に対して、桃真には消えない恐怖が植え付けられていた。最初は、検査の度に四肢を振り乱して、声高に江島や越川を罵った。だが、その度に痣が残るほど両腕をキツく縛り付けられて、桃真はより屈辱的な『検査』をされる羽目になった。

『桃子さん、良い子にしてください。良い子にしていれば、痛みも少なくすみますよ』

　そう笑いながら、江島と越川は、桃真を徹底的に踏み躙った。一ヶ月も経たないうちに、江島と越川には刃向かえないと、身体だけでなく心でも解らされていた。

　桃真が、家に帰りたい、せめて家族と会わせて欲しい、と何百回訴えても、それが聞き入れられることはなかった。

　そうして、同じことばかり繰り返す桃真に、うんざりとした様子で江島はこう問い掛けてきたのだ。

『どうして家に帰りたがるのですか？　桃子さんは、お父様のことを嫌っていたではないですか』

　そう告げられた瞬間、身体が強張るのを感じた。嘆くように江島が続ける。

『教師のお父様に、あんたの子供じゃなかったら良かった、って言ったことがあるんですよね？　それから、教師のお父様とは一切口をきかなくなったとか。我が子にそんなことを言われて、お父様は随分と傷付かれたことでしょうに』

　どうして、そんなことを江島が知っているんだろう。一体誰から聞いたのか。ぐるぐると思考が空回りする。

　そうして、江島は桃真が世界で一番傷付く言葉を言い放ったのだ。

『お父様がたは、貴女に帰ってきて欲しいと思ってるんでしょうかねぇ？』

　あの瞬間、踏み躙られ続けていた心がとうとう音を立てて砕けた。それから、桃真は一度も家に帰りたいと言わなくなった。

　力なくうつむく桃真を見て、財前が嬉しそうな声をあげる。

「おぉ、桃子さんは、気丈なだけでなく奥ゆかしさもある方なんですねぇ。まるで、昔日本にいたという『大和撫子』のようだ」

　満足そうに頷いて、それから財前は館を示すように腕を伸ばした。

「桃子さんのために、今夜はシェフが腕を振るって料理を作っております。着替えも用意しておりますので、どうぞお召しになってください。我が家の使用人がお手伝いします」

　そう言うなり、館の中からずらずらと何人もの男たちが現れた。年齢層はバラバラだが、皆かしこまった燕尾服を一様に身に纏っている。

「桃子さん、どうぞ中へ」

　大きく開かれた館の扉が、自分を飲み込む化物の口のように見えた。










　館の中に入るなり、桃真は有無をいわさず浴室へと連れて行かれた。風呂になんて入りたくないと訴えてみたが、使用人たちはまるでロボットのように「旦那様のご命令ですので」としか繰り返さず、桃真を浴室から決して出そうとしなかった。

　せめて一人で入らせてくれとだけ訴えて、仕方なく風呂には入ったが、風呂場から上がった直後に、また絶句するような光景が目の前に広がっていた。

「な、んだ、これ」

　自分の唇から引き攣った声が漏れる。ひくりと唇を戦慄かせながら、桃真は背後を振り返った。着替えを手伝うためなのか、背後には使用人が二人ほど控えている。

　使用人の一人は、三十代後半に見える男だった。細身の眼鏡をかけており、後ろに撫でつけられた髪は、歳不相応にロマンスグレーに染まっている。唇の薄さのせいか、その一重の鋭い瞳のせいか、男からはどこか蛇のような印象を受けた。風呂に入る前に、執事長の榊さかきと名乗られたことを思い出す。

　もう一人は見習いなのか、まだ少年と言っても良いほど若い。黒髪は下顎近くまで伸びており、首の後ろでスズメの尻尾のように一結びされている。目元には分厚い眼鏡をかけており、その奥の表情はうかがえない。

　まだ仕事に慣れていないのか、それとも桃真の裸を見ないようにしているのか、若い使用人は深くうつむいたままだ。

　硬直した桃真を見て、榊が唇を開く。

「どうかなさいましたか」

「どう、って……これ何だよ」

　そう言いながら指さしたのは、ずらっと並べられた衣装だった。どれも鮮やかな色合いで、刺繍やレースで凝ったデザインをしている。だが、それらはすべてスカート型だった。教科書で見たことがある、昔女性が来ていたような服ばかりだ。中には、ざっくりと太股までスリットが入っていたり、胸元がパックリと開かれた大胆なドレスもある。

「旦那様が桃子様のためにご用意された衣装です」

　事務的な口調で返される。桃真は腰に巻いたタオルを握り締めたまま、呻くような口調で言った。

「こんなの……着れるわけがないだろうが」

「お気に召す服がありませんか？」

「お気に召すも何も、こんなん俺が着れるもんじゃないだろうが」

「サイズはすべて桃子様に合わせております」

「そういうことじゃないッ」

　思わず語尾がキツくなる。桃真は奥歯を噛み締めて、榊を睨み付けた。

「こんなもん着るぐらいなら裸でいた方がマシだ」

　そう吐き捨てて、扉へと向かって大股で歩いていく。本気だった。自分の望まぬ格好を強制されるぐらいなら、全裸で歩き回る方がよっぽど良い。

　だが、扉へと手を掛けた瞬間、寒々とした声が聞こえてきた。

「桃子様、旦那様の機嫌を損ねるのは得策ではありません」

　その言葉に、足を止めて振り返る。榊は表情一つ変えず、言葉を続けた。

「旦那様は、表面的には笑っていても心根は冷たいお方です。旦那様がいらっしゃる間だけで結構です。耐えられないことでも耐えてください。それが結果的にご自身のためになります」

　それは忠告だろうか、それとも脅迫なのだろうか。ひくりと頬を引き攣らせながら、桃真は問い掛けた。

「耐えられなかったら？」

　榊は、相変わらず淡々とした声で答えた。

「聖女様を欲しがっている人間は、他にいくらでもいます。ここよりももっと救いようのない場所へ送られるだけです」

　執事長のくせに随分とはっきりとした物言いをするものだ。そうして、目の前の男は、ここが桃真にとって救いのない場所だと解っているのだと思った。

　風呂に入ったばかりだというのに、体温が下がって冷汗が滲み出す。扉の前に突っ立ったまま動かずにいると、ふと若い使用人が声を漏らした。

「だっ、旦那様は、あまりこの館には帰ってこられません。榊執事長がおっしゃっるとおり、旦那様がいる間だけの我慢です。お辛いとは思いますが、どっ、どうか本日の晩餐だけでもドレスをお召しになって頂けませんでしょうか」

　緊張しているのか、それとも元々吃音癖があるのか、ところどころ声がひっくり返っている。そう言うなり、若い使用人は深く頭を下げた。その姿を見て、榊がかすかに片眉を跳ねさせる。

　桃真は、数秒唇を噤んだ後、噛み砕きそうなほど強く奥歯を噛み締めた。

「何にも分かんねぇくせに、分かったようなことを言うんじゃねぇよ」

　桃真の辛さや屈辱なんて、何一つ分からないくせに、まるで味方ぶるような台詞をほざく傲慢さが許せなかった。肩をいからせたまま、若い使用人を睨み据える。眼球の奥で、憎悪が黒々とした炎のように渦巻いているのが自分でも解った。

　若い使用人がビクリと肩を震わせた後、恐る恐る桃真を見上げてくる。分厚い眼鏡越しに上目遣いで桃真を見てくる姿は、肉食獣に怯える小動物のようにも見えた。

「そっ、それでも……あなたに、ひどい目に、あって欲しくないんです……」

　唇を震わせながら、若い使用人が掠れた声で言う。その言葉に、唾棄したくなるような感情がわき上がってくる。ひどい目にはもう十分合っている。それなのに、これ以上ひどい目に合わなくてはならないというのか。

　張り詰めた沈黙の中、榊が静かな声を漏らした。

「桃子様、いかがなさいますか」

　決断を突き付けてくる冷酷な声だ。だが、何を選択しようが地獄は変わらない。それならば、自分で選んだ地獄の方がマシだった。

「……少しでも、肌が出ないやつがいい」

　か細い声で呟くと、途端ほっとしたように若い使用人が息をついた。そのまま、大量に並べられたドレスへと近付いていく。

「それなら、こっ、これはどうでしょう。色も黒ですし、ロングドレスだから、足首まで隠れます」

　拙い口調で説明しながら、若い使用人がいくつものドレスを掲げる。その姿を、桃真は力なく眺めた。










　無理やり履かされたヒールのせいで、足がひどく痛んだ。一歩進むごとに足首が左右に折れそうになるし、つま先に向かって細くなるデザインのせいで圧迫された足の指がじくじくと膿むように痺れている。

　上手く歩けずよろける度に、隣を歩いている若い使用人が甲斐甲斐しい様子で、桃真の身体を支えてくる。

「あと、もう少しですから……」

　そう言われる度に、ひどく情けない思いが込み上げてきて泣きそうになった。なぜ自分がこんな服を着て、こんな靴を履かなければならないのか。どうして望まぬ格好を強要されなくてはならないのか。

　そんな疑問が次々とわき上がってきて、今すぐ全速力で逃げ出したい心地に駆られる。だが、こんな靴を履いていては、まともに走ることすら出来ない。数ヶ月前までは、誰よりも早くフィールドを駆け抜けて、ボールを追いかけていたというのに。

　その上、コルセットで圧迫された内臓も息ができないくらい苦しい。用意されたどのドレスも腰が細い形をしており、コルセットなしでは着ることのできないデザインだった。

　ここ数ヶ月間の吐き癖のせいで、確かに以前よりかは痩せてはいるが、それでも十八歳の男子が着るには辛い代物だった。榊に容赦なくコルセットを締められて呻く桃真へと、若い使用人は何度も励ましの言葉をかけてきた。

　脂汗が滲んできた頃にようやく着れたのは、長袖の黒いチャイナドレスだった。前面には朱色のタッセルがついた飾りボタンがはめられており、黒い生地には銀糸で蓮の刺繍が縫い込まれている。背中側もファスナーではなく、腰まで黒い小さなボタンで留められていた。

　喉元まで布地があり、前から見ると露出は少ないが、スリットは太股まで入っているし、背中はパックリとＶ字型に大きく開いている。それでも、まだそれが一番布地が多かったのだ。

　更に情けないことに、ドレスの下には女性ものの黒いレース状の下着まで身に付けさせられている。薄っぺらい胸にはブラジャーというものまでつけられ、小さなショーツからは性器がはみ出しそうなほどだった。

　結果できあがったのは、女性ものの下着を身に付け、似合わないドレスとヒールを履いた滑稽な十八歳の男だった。

　スリットの隙間から覗く妖艶な黒いガーダーベルトをみた瞬間、桃真は思わず目を逸らした。二目見たら、もう何もかも耐えられなくなる気がした。長くなった前髪も後ろへと撫で付けるようにセットされて、クリアになった視界がより自分を惨めにさせた。

　足の痛みを耐えながら歩き続けていると、前方に両開きの大きな扉が見えた。扉の前で、隣にいた若い使用人がすっと立ち止まる。

「無責任なことを言うようで、本当にごめんなさい……。でも、どうか堪えてください……」

　そう言い残すなり、若い使用人はぺこりと頭を下げて去っていった。若い使用人が立ち去るのを見てから、榊が両開きの扉へと手を掛ける。

「さぁ、桃子様。参りましょう」

　その言葉を合図に、扉が開かれる。足を踏み入れると、部屋の中には長大なテーブルが置かれていた。大して人もいないのに、左右に十脚ずつ椅子が置かれている。部屋の両端には、何人もの使用人たちが彫像のように立ち並んでいた。

　そうして、上座にはニコニコと朗らかに笑う財前の姿があった。

「おぉ、桃子さん。想像したとおり、美しいお姿ですね。職人たちにドレスを作らせた甲斐がありますよ」

　満足そうな台詞に、鼻白んだ思いが込み上げてくる。これが似合っているように見えるのなら、眼科か脳神経外科に行った方がいいと忠告したくなるほどだ。

　財前の隣には、二十歳前後に見える若い男が座っていた。目は青く、鮮やかな金髪は額の真ん中で分けられている。男は、俳優のように目鼻立ちがくっきりとした派手な顔をしていた。

　ピンヒールのせいでガクガクと膝を震わせている桃真と目が合うと、金髪の男は一瞬小馬鹿にするような笑みを浮かべた。桃真の無様な姿を、鼻で笑っている。

　その瞬間、どうしようもない羞恥に襲われて、桃真はうつむいた。こんな滑稽な格好をしている自分が情けなくて堪らない。

　扉の前で立ち止まっていると、財前が立ち上がって、いそいそと金髪の男の隣の椅子を引いた。

「どうぞどうぞ、桃子さん。こちらへお座りください」

　甲斐甲斐しさを見せる財前からは、榊の言うような冷酷さは感じられない。だが、誰も信用してはならないと思った。ここにいる人間は、誰も桃真の味方ではない。

　がたついた足取りで、金髪の男の隣の席へと腰を下ろす。席につくなり、現れた給仕によって目の前に料理が置かれた。一品目から胸がムカつきそうな、分厚いフォアグラの塊が皿に乗っている。

　以前であれば高級食材を純粋に喜んでいたかもしれないが、食が細くなっている今はげんなりとした気持ちしか湧いてこない。芳しい匂いのはずが、どうしてだか生臭い臭いのようにすら感じる。

「フランスから取り寄せたフォアグラです。どうぞ召し上がってください」

　財前が誇らしげな声で言う。その声に促されて、桃真はナイフとフォークを手に取った。だが、手に握っただけでそれ以上は動かない。

　目の前のフォアグラが自分のように思えた。無理やり食い物を詰め込まれて、最後には食卓に並べられるだけの存在――

　ぼんやりと皿を見下ろしていると、不意に隣に座っていた金髪の男が、無遠慮に桃真の顔を覗き込んできた。

「初めまして、桃子さん。俺は、財前ざいぜん奏一そういち。貴女の夫です」

　当然のように『夫』と口に出されたことに、ひくりと口角が引き攣った。強張った桃真の顔を見て、奏一と名乗った男は笑みを深めた。

　そんな息子の様子を見て、財前が、ほっほっほっ、と好好爺こうこうじいめいた笑い声を漏らす。

「夫とは気が早いぞ、奏一。まだ、遙一よういちの紹介もしていないじゃないか」

「食卓にも並ばない奴を、カウントする必要はありますか」

　遙一という名前を聞いて、奏一が肩を竦めて笑う。どこか皮肉げな笑みだ。奏一の言葉を無視して、財前が桃真へと話しかけてくる。

「私にはもう一人、遙一という息子がいるんですが、少しばかり内向的な子でしてね。あまり離れの家から出てこないのです」

　説明しながら、財前が豪奢な暖炉の上に飾られた写真を示す。

　額縁に入った大きな写真には、財前と高校生ぐらいの頃であろう奏一、そして白髪に近い銀がかった髪をした小さな少年が一人写っていた。胸を張っている奏一と比べて、遙一という少年は自信なさそうにうつむいており、顔立ちも明瞭には判別できない。

　だが、それ以上に写真の左右にずらりと飾られたものを見て、桃真はビクリと肩を跳ねさせた。壁一面、鹿や狐の首の剥製が飾られている。更に暖炉の上の鍵付きの飾り棚には、黒光りする猟銃まで置かれていた。

　猟銃を凝視する桃真の姿を見て、財前が誇らしげな声をあげる。

「あぁ、私は狩猟が趣味でしてね、世界中の色々な場所に狩りに行っているんです。逃げる獲物を一発で仕留めるのは何物にも代え難い快感ですよ。機会があれば、桃子さんも是非一緒に楽しみましょう」

　胸を張る財前を見て、桃真は曖昧な笑みを浮かべた。暖炉の上に並べられた動物の首というのは、何とも悪趣味だと思う。

　ふくふくとした笑顔を浮かべて、財前が続ける。

「おおっと、話が脱線しましたね。次男の遙一は、九歳で大学を卒業した天才児でしてね。今は遺伝子や薬物の研究をしているんですが、すでに幾つもの優れた薬を発明して、我が社に莫大な利益をもたらしてくれております。あの子はね、本当に素晴らしい良い子ですよ」

　財前がニタリと唇をへしゃげるように笑って、大きく息を吐き出す。どうしてだか、その息はひどく生臭そうに感じた。

「ただね、遙一は少しばかり自分の殻に閉じこもりがちでしてね。なかなか外にも出ようとしないので、桃子さんの元気の良さを是非分けてやって頂きたいのですよ」

　財前の言葉に、奏一が皮肉げな薄笑いを浮かべる。

「自分の殻に閉じこもりがち？　あいつは、ただの引き篭もりですよ。ここ数年、離れの家に篭もって出て来ないじゃないですか」

　奏一が笑い混じりに吐き捨てる。その言葉からして、おそらく弟に対して良い感情を抱いていないのだろう。むしろ、弟を蔑んでいるかのようだ。

　奏一の言葉を聞いて、財前が朗らかな笑い声をあげる。

「まぁ、そう言うものじゃない。あの子はちょっとだけ人付き合いが苦手なんだ。誰にでも得手不得手はあるからね」

　その言葉に、奏一は憮然とした表情を浮かべた。財前がなだめるような声で続ける。

「あぁ、勿論奏一も優秀な子です。私はいくつか会社を経営しておりましてね。奏一には、私の会社の仕事を手伝ってもらっていますが、経営手腕もなかなかのものですよ。歳は、今年で二十歳はたちになります」

　桃真へと語られる財前の言葉に、奏一がわずかに満足そうに笑みを滲ませる。その誇らしげな表情は、どこか子供っぽくも見えた。百点満点のテストを見せびらかす小学生のようだ。

「私にとっては、どちらも可愛い息子たちでしてね。是非とも息子たちの優秀な遺伝子を、最善の方法で残してやりたいと思ってるのですよ」

　それが今回アンドロギュノスを迎えた理由なのだとしたら、狂った親心だ。どこの子供が、男でも女でもない作り物の人間を交尾相手に欲しがるというのだ。

　桃真は何の相槌を打つこともなく、ただ手元のフォアグラを眺め続けていた。腹の底からムカムカとした何かが込み上げてきて、今にも吐いてしまいそうだ。

　うつむいたまま黙り込んでいると、不意に剥き出しの背中に触れる指先を感じた。肩胛骨を撫でる指先の感触に、ぞわっと背筋が粟立つ。咄嗟に顔を向けると、奏一がにたにたと笑いながら桃真を眺めていた。

「やっぱりアンドロギュノスになると女性ホルモンが出るんですかね。綺麗な背中をしている」

　そう言いながら、また背中を大きな手のひらにぞわりと撫でられた。背骨を指先でたどられる感触に、瞬間的に目蓋の裏が真っ赤に染まる。

　気が付いたら、右手が勝手に動いていた。奏一の手を一息に払いのける。だが、腕を払った瞬間、奏一の短い叫び声が聞こえてきた。

「いッ……！」

　その声に、咄嗟に、あ、と唇から声が零れる。動揺のあまり立ち上がって見やると、奏一の手のひらからポタポタと赤い血が滴っているのが見えた。桃真が自身の右手を見下ろすと、そこには食事用のナイフが握られたままだった。

「あ……ご、ごめん……」

　怪我をさせるつもりはなかった。傷はそれほど深くはないのか、滴り落ちる血は少量だ。それでも、溢れる赤いしずくを見て、全身から血の気が引いていくのが解った。

　指先から力が抜けて、血に濡れたナイフが滑り落ちる。カランと床の上に転がる音が響いた直後、財前の溜息が聞こえた。

「おやおや、桃子さんは本当にお転婆な方だ」

「……これがお転婆で済む話ですか」

　血を滴らせる手にナフキンを押し当てながら、奏一が憎々しげな声で吐き捨てる。その怒りで血走った眼差しは、桃真へとまっすぐ突き刺さっていた。

　財前は口元に笑みを浮かべたまま、そっと桃真の背後へと視線を向けた。

「榊」

「はい」

　不意に、真後ろから声が聞こえた。振り返る間もなく、両腕が背後でまとめられる。ギリギリと遠慮なく肘に食い込んでくる榊の指先の感触に、咽喉から鈍い声が漏れ出る。

「いッ……！」

「昔は亭主関白という言葉があったそうでしてね。夫が家庭内で関白のように権力を持ち、妻は夫に従順に従うものだったそうです。桃子さんは元気さが有り余っていて、少しばかり夫を敬う気持ちが足りないようですねぇ」

　両腕を拘束された桃真を眺めながら、財前が蘊蓄うんちくでも語るように言い放つ。穏やかな声音に反して、財前の目はどこか屠殺される家畜を見るように冷え冷えとしていた。その眼差しに、全身が恐怖に総毛立つ。

「従順さが足りない妻を躾るためには、身体に覚えさせるのが一番良いそうです」

　財前が独り言のように呟いた瞬間、奏一の顔が残忍さを滲ませるのが見えた。虫の羽を悪戯に引き千切るような、残酷で楽しげな表情だ。

「奏一、教えてあげなさい」

　財前が囁くと同時に、背中で拘束されていた両手が縄でキツく締め付けられた。

「なっ……！」

　両腕を縛られた直後、まるで荷物のように榊の肩に身体が担ぎ上げられる。そのまま、榊は大股で歩き出した。

「お、ろせよッ！」

　引き攣った声で叫びながら両足をバタつかせるものの、榊の足取りが緩むことはない。長い廊下を通って、そのまま薄暗い部屋の中へと運び込まれた。

　巨大なベッドの上へと、無造作に身体を投げ落とされる。上半身を起こして非難の声をあげようとした瞬間、榊の冷たい声が聞こえてきた。

「忠告したはずです」

　死刑宣告のような冷たい一言に、言い掛けた言葉が咽喉の奥に貼り付く。桃真が硬直していると、扉の方から声が聞こえてきた。

「もういいぞ、榊。出て行け」

　そこに立っていたのは、左手に布を巻き付けた奏一だった。白い布には、赤い血がじわりと滲んでいる。その声に、榊は桃真を一瞥もせず、部屋から出ていった。

　榊が扉を締めると、奏一は無言で扉の鍵を閉めた。ぞっとしたのは、内鍵にも関わらず、それが鍵穴タイプだったことだ。鍵を持っていなければ内側からは扉が開けられない。

　慌てて薄暗い部屋の中を見渡す。部屋の中には、ベッド以外に何も置かれていない。そして、大きな窓には太い格子がはめ込まれていた。まるで牢獄のようだと思う。

「安心しろ。顔は好みじゃあないが、反抗的な奴はそれほど嫌いじゃないんだ」

　奏一の声に顔を向けた瞬間、身体の上にのし掛かってくるものを感じた。両肩を掴まれて、ベッドの上へと仰向けに押し倒される。見上げると、にやついた奏一が桃真を見下ろしていた。

「お前みたいな奴のプライドを滅茶苦茶にへし折ってやるのが一番面白い」

　半笑いの声が聞こえた瞬間、恐怖でヒュッと咽喉が鳴るのが解った。

　奏一の手がドレスのスリットから太股へと這い上ってくる。かすかに湿った手のひらで太股を撫でられる気色悪い感触に、桃真は甲高い声で叫んだ。

「や、めろッ！」

　ベッドの上で身をよじって、必死に四肢をバタ付かせる。手首が擦り切れるのも構わず、縛られた縄をほどこうと両腕を動かした。

　だが次の瞬間、布が引き裂かれる音が響き渡った。奏一の手によって、ドレスがスリットから胸元近くまで大きく裂かれている。剥き出しになった腹にすぅっと冷たい空気が触れるのを感じた。

　あまりのことに顔を引き攣らせる桃真を見下ろして、奏一が薄ら笑いを浮かべる。

「お前に人権があるとでも思ってるのか？　種付け用の家畜は、黙って股を広げてろよ」

　これ以上落ちることはないだろうと思っていた血の気が更に落ちて、全身が氷のように冷えていく。

　種付け用の家畜。奏一の言うとおりだ。自分はすでに人間でもなくなってしまった。もう自分には、守られるべき人権はない。どれだけ叫んでも喚いても、誰にも助けてもらえない。そして、どこにも逃げられない。

　それが解った瞬間、強張っていた全身から一気に力が抜けた。空虚さが全身に満ちて、指一本動かせなくなる。横たわる桃真を眺めて、奏一が笑みを深めるのが視界の端に映った。そのまま、股関節が痛むほど両足を大きく左右に押し開かれる。内腿を這う男の手のひらの感触に、唇が無意識に動く。

「……き、もちわる……」

　この世界の何もかもが吐き気を催すほど気持ち悪く、おぞましい。両性体を造って生き残ろうと足掻く世界、女もどきとして作り替えられた男に発情する人間、そして変わってしまった自分自身の身体、すべてが歪いびつで、醜く澱んでいる。

　そう思った瞬間、吸い込む空気ですら生臭くなったように感じた。どろりと粘着いて、息が上手くできなくなる。

　だが、奏一の手が桃真の下着を引き下ろす寸前、扉の方からガンッ！　と大きな打撃音が響いた。直後、猛烈な勢いでドアが叩かれ始める。ガンガンガンガンッ！　と狂ったような勢いでドアが叩かれている。

「なっ、何だ!?」

　唐突な音に怯んだのか、奏一が身体を起こしてドアの方を見やる。それでも、ドアが叩かれる音は止まらない。桃真はベッドに力なく倒れたまま、感情が爆発したように激しく叩かれるドアの音を聞いた。どうしてだか、その音からは、この世界すべてを破壊しようとしているような苛烈な憎悪のようなものを感じた。

　激しい打撃音を聞き続けていると、砕けていた心の奥底から、ふつふつと怒りがわき上がってきた。バラバラに散らばっていた心が、堪えようもない憎悪に沸騰し始める。なぜ、どうして、自分がこんな目に合わなくてはならない、という純粋な憤怒だ。

　奏一は、未だドアの方へと視線を向けている。その横顔を眺めながら、桃真は右足を大きく動かした。膝を深く曲げて、奏一の下腹を思いっきり踵で蹴り飛ばす。

「ぅグッ！」

　ぐにょりと踵が肉に埋まる気色悪い感触がした直後、奏一が鈍い声をあげてベッドから転がり落ちるのが見えた。

「お、っ前……ッ！」

　ベッドの下から奏一の唸り声が聞こえてくる。だが、桃真はその声に反応を返さず、後ろ手に縛られた両手に一気に力を込めた。

　わずかに縄が緩むが、それでもまだ腕を引き抜くには足りない。手首に縄が食い込み、ギリギリと音を立てて肉が抉れていくのが分かった。痛みで目の奥が真っ赤になって、噛み締めた奥歯がガギッと鈍い音を立てる。縄から引き抜こうと右腕を上へと向かって引っ張りあげた瞬間、ずりっと音を立てて手首の皮が剥けるのを感じた。

「ヴッぁ、あぁあ、ァアぁッ！」

　絶叫が咽喉から迸るのと同時に、血のぬめり気とともに右手が縄から抜ける。激痛に全身が震えそうになるのを耐えながら、桃真はベッド脇のサイドテーブルに置かれた花瓶へと右手を伸ばした。

　高級そうな花瓶を、躊躇もなく床へと叩き落とす。飾られていた赤い薔薇が、水とともに無惨に床に散らばるのが視界に映った。

　桃真はベッドの上から床へと転がり落ちると、割れた花瓶の破片を左手に鷲掴んだ。その破片を、奏一の方へと突き付けるように向ける。

　桃真の行動を見て、奏一は一瞬目を丸くしたが、すぐさまその口元に薄笑いを浮かべた。

「それで抵抗してるつもりか？　随分と可愛いことをするな」

　ハッと嘲笑う声が聞こえる。破片を握り締めたまま、桃真は荒い呼吸混じりに言い放った。

「でて、いけ」

　桃真の言葉に、ますます奏一が笑みを深める。まるっきり牙をむく子犬を眺めているような緊張感のない表情だ。

　気が付けば、ドアが叩かれる音は止まっていた。静けさが戻った部屋の中、やけに荒い自分の呼吸音が聞こえる。床に散らばった薔薇から噎せ返るような花の匂いが立ち上ってきて、また胃液が喉元まで込み上げてきそうになる。

　大きく胸を上下させる桃真を眺めながら、奏一は小馬鹿にするような声をあげた。

「馬鹿馬鹿しいな。そんなもので俺を刺すつもりか？」

「ちがう、あんたを刺すんじゃない」

　即座に否定を返す。一瞬、奏一が訝しげに眉を顰めた。その顔を見つめたまま、桃真は破片の切っ先を、自分自身の首筋へと強く押し当てた。

　その瞬間、奏一の顔が解りやすく強張った。

「や、やめろッ！」

　奏一が引き攣った声をあげるのを聞きながら、桃真は掠れた息を吐き出して奏一を睨み付けた。

「でていけ」

　小刻みに震える桃真を見て、奏一が口角をヒクリと戦慄かせる。

「そんな陳腐な脅しが通じるとでも思ってるのか？　俺が慌てふためいて逃げ出すとでも？」

　強気なことを言いながらも、奏一の口角の痙攣は止まらない。その戦慄きを見つめながら、桃真は静かに声を漏らした。

「これが脅しかどうかは、すぐに分かる。大金はたいて買った家畜が死んだ理由を、父親にどう説明するか考えてろよ」

　鈍い声で言い放つなり、桃真は首筋に押し付けた破片に力を込めた。途端、プツリと皮膚が裂けて、一筋の血が首筋を伝っていく。

　流れ落ちていく血を見た瞬間、奏一の咽喉が大きく上下するのが見えた。

「おい、馬鹿な真似はもう止めろッ！」

　狼狽する奏一へと、桃真は三度目になる言葉を漏らした。

「はやく、出て行け」

　唸るようにそう漏らすと、奏一は降参するように軽く両手を上げた。

「分かった、分かった。今日は出て行ってやる。初日だもんな、一人で寝かせてやるさ」

　強がるように言いながら、奏一が部屋の扉の方へと向かって歩いていく。そのままポケットから出した鍵で部屋の扉を開くと、捨て台詞のように奏一は吐き捨てた。

「どうせ、ここからは逃げられないんだからな」

　奏一の薄笑いを最後に、扉が閉められる。暗い部屋の床に座り込んだまま、桃真は途方に暮れた。もう奏一はいないのに、首筋に押し付けた破片から手が放せない。

　ここからは逃げられない。だが、ここにいることは耐えられない。それなら、どうすればいい。どうすれば、この悪夢のような世界から逃げられるんだ。

　思考が暗い渦へと飲み込まれていく。暗く陰った視界で見下ろすと、引き裂かれたドレスが見えた。縄から無理やり引き抜いた右手首は、滴る血で肘まで真っ赤に濡れている。

「こんなの、夢だ」

　ぽつりと呟く自分の声が、まるで受話器越しのように遠く聞こえた。

「現実じゃない」

　言い聞かせるように、唇が勝手に動く。

　あぁ、そうだ。こんなのは、ただの悪い夢だ。きっと目が覚めれば、前と同じ毎日が戻ってくる。サッカー部では田仲と小競り合って、佐久間に淡い片想いをしていて、そうして優しく話しかけてくる教師の父を無視して――

　そう思った瞬間、唇から淡い息が漏れた。

「――おとうさん」

　家に帰りたい。一度でいいから、ちゃんと謝りたい。サッカー選手の父の血を引けなかったからって八つ当たりをして、無意味な怒りをぶつけていた。どうして『あんたの子供じゃなかったら良かった』なんて、ひどいことを言ってしまったんだろう。どうして……自分は良い息子になれなかったんだろう。

　溢れ出てくる後悔に、心臓が押し潰されていく。気が付いたら首筋に当てた破片を両手で握り締めていた。は、は、と唇から浅い息が吐き出される音が聞こえる。額からは、滝のように冷汗が流れていた。

　このまま首を掻き切れば、きっとこの悪夢から覚めることができる。元の日常に戻れる。また家族に会える。ただ、この両手を一気に引けば――

　そう盲目的に思い込むほどに、目の前が暗くなっていった。視界が狭まって、小さな穴の中にどこまでも果てしなく落ちていくような感覚だ。奥歯を噛み締めて、両腕の筋肉にギュッと力を込める。

　そのまま一気に破片を首に滑らせようとした瞬間、正面から両腕を掴まれた。

「ダメだッ！」

　劈つんざくような叫び声に、桃真はハッと顔を上げた。暗く狭い視界に、泣き出しそうな少年の顔が映る。あの若い使用人だ。

　若い使用人は、震える手で桃真の両腕を掴んだまま、掠れた声を漏らした。

「しっ、死んじゃ、ダメです……」

　繰り返される言葉に、桃真は空気が抜けるような声を返した。

「死ぬ、んじゃない」

　ぽつりと、自分に言い聞かせるように呟く。

「目を覚ますだけだ」

　そう続けると、若い使用人は苦しげに咽喉を上下させた。首を小さく左右に振りながら、若い使用人が言う。

「目は、覚めないです。そんなことしたら、死んじゃうだけだ」

　真実を残酷に伝えてくる言葉に、唇がかすかに引き攣る。

「死ぬ、のはイヤだ」

　死にたいんじゃない。ただ、この悪夢のような世界から逃げ出したいだけだ。

「死にたくない、けど……これから、どうやって生きたらいい」

　唇から空虚な問い掛けが零れた。桃真の言葉に、若い使用人が悲しげに顔を歪める。桃真はうつむいたまま、小さな声で続けた。

「ここにいたら、俺でいられない……。桃子として生きなきゃいけない……。好きでもない男とセックスして、子供産むなんて……そんなん気持ち悪ぃ……」

　どうしようもない遣る瀬なさが溢れ出してきて、目が潤む。

「俺は……桃子じゃないのに……俺は、桃真なのに……」

　自分として生きることを許されず、知らない人間として生きろと命じられることがこんなにも苦痛だなんて想像もしていなかった。ただ、薬を飲んだだけで、人生が一変してしまった。それがどうしても桃真には受け入れられない。

　押し寄せてくる絶望感に、破片を持つ手がガクガクと震える。尋常ではない桃真の様子に、若い使用人が怯えた表情を浮かべる。

「と、とうまさん……」

　そう呼ばれた瞬間、不意に震えが止まった。目を大きく見開いて、若い使用人を眺める。若い使用人はほとんど泣き出しそうな表情で、桃真を見つめていた。

「もう一回、呼んで……」

　か細い声でそう訴えると、若い使用人は戸惑った表情を浮かべた。

「え……？」

「もう一回、名前、呼んで……」

　桃真の懇願に、若い使用人は躊躇うような声音でぽつりと呟いた。

「とうま、さん……？」

　数ヶ月ぶりに呼ばれた自分の名前に、心臓の奥から感情がせり上がってくるのを感じた。込み上げた感情が涙として、ぼろりと眼球から溢れ出す。桃真の涙を見て、若い使用人がギョッとしたように目を見開いた。

「だっ、大丈夫ですか……っ？」

　本当は、何にも大丈夫じゃない。だけど、自分の名前を呼ばれた瞬間、どうしてだかひどくほっとしてしまったのだ。まだ桃真という人間がこの世界に存在しているんだと思えて――

　ほろほろと際限なく涙が溢れ出して、頬を伝っていく。桃真は床へと突っ伏して背中を丸めると、小さな子供みたいにしゃくり上げた。

「もっと、呼んで……」

　泣きじゃくる桃真の姿に、若い使用人は困惑を滲ませながらも小さな声で繰り返した。

「桃真さん、桃真さん……」

　言いながら、ゆっくりと剥き出しの背中を撫でられる。先ほど奏一に触られた時は気色悪くて堪らなかったのに、温かい手のひらの感触に安堵を感じて、ますます涙が止まらなくなった。

「あの……何か僕にできることはありますか？」

　訊ねてくる声に、桃真はうずくまったまま答えた。

「……家に、かえりたい……」

　その言葉に、若い使用人が息を呑むのが伝わってくる。短い沈黙の後、咽喉を絞められたような声が聞こえてきた。

「それは……僕には……」

　それだけで答えが解った。だが、その返答が当然だとも思う。ただの使用人に逃がしてくれと訴えたところで、そんなことは叶うはずがない。桃真を逃がせば、使用人だってひどい目に合わされるのだろうから。

　桃真はよろよろと身体を起こすと、溢れる涙を手の甲でぬぐった。困り果てた表情をする若い使用人を眺めて言う。

「……ドレス、苦しいから脱がせて」

　桃真の言葉に、途端ほっとしたように若い使用人は息をついた。桃真の背中側へと回ると、破れたドレスの背中側のボタンを一つ一つゆっくりと外して、コルセットを丁寧な手付きに緩めていく。それでようやく呼吸が楽になった。

　緩やかに息を繰り返しながら、桃真は後ろへと顔を向けないまま呟いた。

「手紙、を」

「手紙？」

「家族に、手紙を送りたい」

　そう言葉にした瞬間、またぽろりと涙が頬を伝った。ぽたぽたと小さな飴玉のような涙が太股の上に零れ落ちていく。

　若い使用人は一瞬押し黙った後、桃真の背へと手のひらを押し当てて呟いた。

「はい、必ず届けます。約束します」

　はっきりと答える声に、ヒッと咽喉がしゃくり上げた。掠れた声を漏らして泣いていると、若い使用人がなだめるようにまた背中を撫でてくれた。

「あの……僕にできることは少ないけど……できることは何でもしますから……」

　だから、泣かないで。と祈るように続けられる。その慰めの言葉に、ますます胸が苦しくなった。肩越しに、涙でぼやけた視線を若い使用人へと向ける。

　分厚い眼鏡越しに、少し赤味がかったような黒い瞳が見える。パッチリとして、垂れ目がちな瞳だ。その右目の下には、小さな泣きぼくろがある。気弱な表情をしているが、間近で見ると、人形のように整った顔立ちをした少年だった。

「さっき……ドア叩いたのって、お前……？」

　先ほど奏一に襲われていた時に、ドアを叩いて気を逸らしてくれたのかと問い掛ける。

　若い使用人は一瞬唇を閉じた後、こくりと頷いた。その仕草を見て、桃真は小さな声で囁いた。

「……ありがとう……」

　桃真のお礼の言葉に、若い使用人が驚いたように目を見張る。だが、驚きの表情は、どうしてだかすぐに罪悪感を滲ませたものへと変わった。哀れむような、どこか懺悔するような眼差しで、桃真を見つめてくる。

　どうして若い使用人がそんな表情をするのか解らず、その瞳を見返しながら桃真はそっと訊ねた。

「……名前、なんて言うの？」

「え？」

「お前の名前」

　問い掛けると、若い使用人はもごもごと唇を上下させた後、掠れた声で呟いた。

「ハ、ハルです」

「ハル？」

　ハルがぎこちなく頷く。桃真は肩越しにハルを眺めたまま、小さな声で呟いた。

「ハル」

「はい」

「お腹すいた」

　桃真の気の抜けた一言に、ハルはきょとんとした表情を浮かべた後、ふっと笑みを滲ませた。ひどくあどけなくて、優しい笑顔だ。

「後でご飯もってきます。でも、その前に手当てさせてください」

　柔らかい声に、桃真は子供のようにこくんと頷いた。








第二章　我は死なり、世界の破壊者なり




　それから一週間近く、桃真は部屋の中に閉じこもった。部屋の鍵は開けられていたが、財前や奏一にはち合わせる可能性を考えると、館の中を歩き回る気にもなれなかった。

　用意されていた似合いもしない白いネグリジェを身にまとって、毎日ただ出窓に腰掛けて庭の方を眺める。時々、庭を走り回っている二匹の犬の姿も見れた。防犯用に飼われているのか、スラリとした体格のドーベルマンだ。

　もし自分が逃げ出したら、あの犬たちに身体を噛み千切られるのだろうか。そう考えると怖気が走ったが、それでも芝生の上を自由に走り回る犬たちを見ていると、羨望が入り交じったかすかな安らぎを覚えた。

　桃真が引き篭もっている間、部屋を訪れたのは、あの若い使用人のハルだけだった。

　ハルは毎日のように桃真の右手首の治療を行い、部屋に食事を運んできた。利き手である右手が上手く動かせない桃真のために、ハルが運んでくる食事はすべてフォークかスプーンで食べられるものばかりだった。それでも桃真が大きな肉に手こずっていると、ハルが食べやすい大きさに切りそろえてくれた。

　そして、両親への手紙の代筆もハルがしてくれた。何を書けばいいのか解らず、初日はハルと机を挟んで向かい合ったまま、ただ無言の時間を過ごした。一文字も書かずに数時間経っても、ハルは一言の文句も言わなかった。ただ「無理をしなくても、いいので」とだけ言葉を残していった。

　代筆二日目にして、ようやく数行の文章が綴られた。

　だが、手紙の中には一言も『辛い』だとか『耐えられない』という言葉は入れられなかった。両親を心配させたくなくて『元気にしている。心配しなくていい』と手紙に書いてもらった瞬間、涙が溢れそうになって桃真は洗面所へと駆け込んだ。

　本当は元気じゃない。心配してもらいたい。今すぐ両親に迎えにきて欲しい。小さな子供のように抱き締めてもらって、辛かったね、と頭を撫でてもらいたい。

　だが、そんなことを書いてどうなる。ただ、無闇に両親を苦しませるだけだ。反抗的だった息子の行く末まで心配させたくない。もう二度と会えないのなら、せめて最後くらいは『俺は大丈夫だから』と言って両親を安心させてあげたかった。だが、それと同時に虚勢を張る自分自身がひどく惨めで堪らなかった。

　散々泣きじゃくって、一時間後に真っ赤な目になって桃真が洗面所から出てきた時も、ハルは何も言わなかった。ただ、グラスに入れた水と冷たいタオルをそっと差し出しただけだった。

　更に数日かけて、短い手紙が完成した。その手紙を、ハルは「必ず届けますから」と約束してくれた。

「……ありがとう」

　桃真がぽつりとお礼を言うと、ハルは気弱そうな表情で微笑んで、それから小さく首を左右に振った。自分にはお礼を言われる資格なんてないとでも言いたげな仕草だった。

　今日も日課の手首の包帯交換を行いながら、ハルがおどおどとした声で訊ねてきた。

「手の調子は、どうですか？」

「まだ少し痛い」

　即座に答えると、ハルは痛ましそうな表情でそっと桃真の右手首を撫でた。壊れやすいものに触れるような手付きは、妙にくすぐったい。

「そうですか。早く、良くなるといいですね」

　小声で「痛いの痛いのとんでいけ」と呟く声が聞こえる。まるっきり子供にするようなハルの態度に、少しだけ口元に笑みが滲んだ。

「俺を何歳だと思ってんだよ」

「えっ、あ……すいません……」

　ハルが即座に申し訳なさそうにうつむく。桃真と一緒にいる時のハルはいつもこうだ。うっかり羽をむしってしまった小鳥を眺めるかのような、悲しげな表情をする。

「別に怒ってんじゃない。つか、ハルは何歳なんだ」

「ぼっ、僕は……十六です……」

　年齢を言うときですら、どことなく気まずそうな表情を浮かべる。

「ふぅん、じゃあ俺の二歳下か。いつからここで働いてるんだ？」

「……子供の、頃からです。親がここで働いていたので……」

「子供の頃から？　じゃあ、学校はどうしたんだ？」

「家の中に、家庭教師がいたので……学校には、あまり行ってなくて……」

　うつむいたまま、ぼそぼそと聞き取りにくい声でハルが言う。あまりの声の小ささに思わず桃真が顔を寄せると、その瞬間パッとハルが顔を上げた。途端、至近距離にあった桃真の顔を見て、驚いたように目を見開く。

「ぅ、うわぁっ……！」

　引き攣った声を漏らして、ハルが後ずさる。直後、後ろにあった椅子に足が引っかかって、ハルが床に盛大に尻餅をついた。椅子がころがって、ガタンッと大きな音が響く。

　床に後ろ手をついたまま、ハルがどこか呆然とした表情で桃真を見上げている。その様子を唖然と眺めてから、胸の底からわき上がってきた苛立ちに桃真は唇を真横に引き結んだ。

「……そんなに、気持ち悪いのかよ」

「……え？」

「俺のことが気持ち悪いんだろうが。アンドロギュノス化した奴なんか、近付くのもイヤってことだろう。そんなに解りやすく反応しやがって」

　噛み付くように言い放つ。憎々しげに睨み付けてくる桃真を見て、ハルがサァッと顔色を変えた。青ざめた顔を見据えたまま続ける。

「だったら、最初っからハッキリ言えよ。お前なんか気色悪ぃって、本当は世話なんかしたくねぇって」

　あまりの腹立たしさに声が上擦った。先ほどまでハルが触れていた右手首を掻き毟りたい衝動に駆られる。

「ちっ、違います。僕は、そんなつもりじゃ……」

「言い訳なんかすんなよ。味方面して、お前も他の奴らと同じじゃねぇか。アンドロギュノスなんか、ただ股開くだけの家畜だって思ってるんだろうがっ」

　刺々しい言葉が次々と溢れ出してくる。怒りのままに吐き捨てた瞬間、ハルの顔が強張った。

「そんなことはッ！」

　ハルの鋭い声に、一瞬ビクリと肩が震えた。目の前の気弱な少年が出したとは思えないほど、強く苦しげな口調だった。

　だが、すぐさまハッとしたようにハルはうつむくと、小さく首を左右に振った。

「僕は、本当に、そんなことは思ってません……」

　哀れなくらい弱々しい声で呟く。桃真が硬直していると、ハルは祈るように言葉を続けた。

「あなたのことを気持ち悪いだなんて……家畜だなんて、そんなことは一度も思ったことはありません……どうか、信じてください……」

　まるで神に懺悔するような声音だ。その悲しげな声に破裂しそうだった心臓から、ぷしゅぷしゅと怒りが抜けていくのを感じた。

　床につけられたハルの手のひらがかすかに震えているのが見える。その様を見ていると、なんだか自分が弱いものイジメをしているような気分になってきた。

　ハルに近付いて、その前にゆっくりとしゃがみ込む。

「……言い過ぎた。ごめん」

　ぽつんと呟くと、ようやくハルが顔をあげた。分厚い眼鏡越しに、零れ落ちそうなくらい大きな瞳が見える。その瞳がかすかに潤んでいるのを見て、少し胸が痛んだ。

「ハルがいて、すごく助かってる。親切にしてくれてるのに、ひどいこと言ってごめん」

　ハルの瞳をじっと見つめたまま、もう一度丁寧に謝罪を口にする。ハルはぽかんと桃真を見つめた後、首を左右に大きく振った。

「いえっ、僕の方こそ……イヤな態度を取ってしまって、すいません……」

　もごもごと呟くハルの耳が、なぜだか少し赤らんでいるのが見える。ハルは誤魔化すように両手で自身の耳を掴んだまま、言い訳するように続けた。

「とっ、桃真さんが近付くのがイヤなんじゃなくて……ぼ、僕が、あんまり人に慣れてなくて……」

「人に慣れてない？」

　オウム返しに呟くと、ハルはこくんと小さく頷いた。

「ハルは、友達とかいないのか？」

「い……いません……」

「ひとりも？」

「ひとりも……」

　不甲斐なさそうにハルが肩を落として答える。その姿を見て、不意に胸の奥底からかすかに仄暗い考えがわき上がってくるのを感じた。うつむくハルの頭頂部を見つめたまま、桃真はずいっと左手を差し出した。

「じゃあ、今から俺の友達になってよ」

　唐突な桃真の言葉に、ハルが驚いたように目を見開く。桃真は、緩く首を傾げて笑った。

「ひとりじゃ話す相手もいないし、ハルが友達になってくれたら気持ちも紛れると思うんだけど……ダメ？」

　最後は少し心細そうな声で問い掛けた。ハルはしばらく呆然と桃真を見つめた後、戸惑ったような声を漏らした。

「でっ、でも、僕は……」

「『できることは何でもする』って、ハルが言ったんじゃん」

　ハルが首を左右に振る前に、なじるように言い放つ。最初の夜に、ハルは桃真に『何でもする』と告げたのに、それは嘘だったのかと。

　桃真の言葉に、ハルはグッと言葉を詰まらせた。

「ここの人間は誰も信用できないけど、ハルなら信用できる。だって、俺のこと奏一から助けてくれたもんな。だから……ハルだけは俺の友達なってよ……」

　意図的に弱々しい声で訴えかける。途端、ハルは困惑したように視線を伏せた。その仕草を眺めながら、桃真は自分の心臓がどこか凍り付いていくような感覚を覚えた。

　信用だとか、友達だとか、そんな馬鹿げた口約束を信じているわけではない。ただ、友達という枷かせを負わせて、ハルが今後桃真にとって少しでも有利に動いてくれるようになればいいと思っただけだ。孤立無援な場所だからこそ、利用できるものは何でも利用しなくてはならない。それがたとえ、他人の同情心だとか優しさだとしても。

　献身的に世話をしてくれるハルに対して、そんな風に考える自分がひどく利己的で薄汚いものになったように思えた。腹の底から耐え難い自己嫌悪が込み上げてきて、咽喉から溢れそうになる反吐を無理やり飲み込む。

　張り詰めた緊張の後、差し出された桃真の左手をおずおずとハルが掴んだ。だが、手を握るというよりも、指先をちょこんと握り締める程度だ。

　桃真の指先を握ったまま、ハルが途方に暮れたような声で呟く。

「とっ、友達って……何すればいいんですか……？」

　間の抜けたハルの問い掛けに、桃真はほんの一瞬自己嫌悪も忘れて、小さく笑ってしまった。

「何すりゃいいんだろうな」

　サッカーは二人じゃできねぇし。と続けると、ハルは不思議そうにパチリと大きく目を瞬かせた。
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　更に三日後、朝食を運んできたハルが珍しく弾んだ声で言った。

「旦那様が家を空けられたので、少し、外の空気を吸いに行きませんか？」

　財前が出かけたことが、やけに嬉しそうな様子だ。ようやく桃真に慣れてきたのか、ハルの表情は前より柔らかくなり、吃音癖が出ることも少なくなった。

　桃真の方も、ようやく右手の痛みが引いて、元通りまではいかないが、少しずつ動かせるようになってきた。バターたっぷりのクロワッサンを噛み締めながら、桃真は眉間に皺を寄せて問い掛けた。

「家を空けたって……仕事に行ったってこと？」

　それなら、またすぐに帰ってくるのではないかと思った。財前とは初日の騒動から会っていないが、できることならもう二度と会いたくはなかった。笑いながら桃真を『躾る』ように言った財前の姿を思い出す度に、背筋がゾッと粟立ちそうになる。

　桃真の問い掛けに、ハルは首を左右に振った。

「旦那様は、一度出かけると滅多にこの家には帰ってきませんので、しばらくは大丈夫だと思います」

「しばらく帰ってこないって、どこに行ってんの？」

「さぁ……」

　珍しく投げやりな口調で呟いて、ハルは困ったように笑った。呆れ果てたみたいな、かすかな諦念が滲んだ笑顔だ。

「どこかで趣味の狩猟を楽しんでいるのかもしれませんし、他の家に帰っているのかもしれません。旦那様には、たくさんの家がありますから」

「家って……奏一とか遙一以外にも子供がいるってこと？」

「子供がいるかは解りませんが、少なくとも色んな場所に恋人はいるみたいです。ですから、この家に戻って来られるのは数ヶ月に一回程度です」

　話を打ち切るみたいに言い切ると、ハルは一瞬窓の外へと視線を投げた。それはどこか無機質で、冷たい眼差しに見えた。

　だが、すぐさま桃真へと視線を戻すと、ハルはいつも通りの気弱そうな声で言った。

「あの……桃真さんに、会わせたい子がいるんです」

「会わせたい子？」

　はいっ、と少し前のめり気味にハルが答えて、笑みを浮かべる。

　その柔らかな笑顔を見ていると妙に胸が詰まって、口に入れたクロワッサンが飲み込めなくなった。










　館の中を歩くのは、ここに来た初日以来だ。ハルが持ってきてくれたシンプルなデニムと紺色のダッフルコートを着て、どこか心許ない気分で廊下を歩く。家の構造を熟知しているのか、ハルはなるべく他の使用人たちとも鉢合わせにならないように道を選んでくれているようだった。

　ハルに案内されるままに、家の裏口から庭へと出る。途端、ひやりと冷たい空気が頬を撫でた。吐き出す息が白くなるのを見て、そういえばもう十二月なんだと、その時思い出した。

　玄関側の英国風に整えられた庭に対して、裏口側の庭はそれほど手入れがされていないのか木や藪がわさわさと覆い茂っていた。裏庭に出ると、途端ハルは活き活きした様子で桃真に話しかけてきた。

「こっちです」

　左手の袖口を軽く引っ張られて、促されるままに歩き出す。しばらく歩いた時、ふと緑の匂いに混じって鼻先にかすかな獣臭を感じた。

　顔を上げると、木々に隠れるようにして二階建ての家が建っているのが見えた。屋根は深緑色に塗られており、茶色がかった壁も相まって、なんだか絵本に描かれたお菓子の家のような印象を受ける。

　だが、その家から少し離れた場所に、屋根付きの巨大な檻が見えた瞬間、思わず足がすくんだ。

　鉄製の檻の中には、窓からよく見ていたあのドーベルマン二匹が寝そべっていた。それぞれ赤と青の首輪をしている。二匹のドーベルマンはハルの姿を見ると、即座に立ち上がり、その短い尻尾をプロペラのようにブンブンと振り回した。

　青い首輪をしたドーベルマンの一匹が大きな声で吠える。その声に桃真が身をすくませていると、ハルが小走りで檻へと近寄った。

　迷うことなく檻の鍵を外そうとしているハルの姿に、桃真は慌てて声をあげた。

「ハ、ハルッ！」

　だが、桃真が声をあげるよりも早く檻の扉が開かれてしまう。中から弾丸のように飛び出してきた二匹のドーベルマンが、即座にハルへと跳びかかった。バランスを崩したハルが、うわっ、と小さく声をあげて背中から地面に倒れる。ハルの身体の上へと、犬たちが一斉にのし掛かるのが見えた。

　その光景にヒュッと息が漏れた。即座に駆け寄って、無我夢中で犬たちの首輪を掴んで引っ張る。

「離れろッ！」

　だが、間近でよく見ると、犬たちは涎を垂らしながらハルの顔を舐め回している様子だった。その光景に唖然として、犬たちの首輪から手を離す。

　犬たちに顔周りをベトベトに汚されながら、ハルが上半身を起こす。舐められたせいで、眼鏡が顔から半ばずり落ちかけていた。

「あのっ、僕が面倒見ている犬たちです。赤い首輪の方が一号いちごうで、青い首輪が二号にごうです」

　ハルが両手で犬たちの頭を撫でながら言う。まるで機械ナンバーのような素っ気ない名前に、桃真は唖然とした。

「一号、二号？」

「あ、はい」

　問い返されて初めて異様な名付け方に気付いたのか、ハルが少しバツが悪そうに視線を伏せる。

「旦那様が、こうげっ……ごっ、護衛用で飼った犬なので……識別だけできればいいと、名前はつけられなかったんです」

　ハルが言い掛けて止めた言葉が解った。

――『攻撃用』の犬。

　一瞬ぞわりと背筋が波打つような感覚を覚える。だが、長い舌を出したまま尻尾を振り回す二匹の犬を見ても、人間を噛み千切るための機械という印象は欠片も感じられなかった。

「……撫でても大丈夫？」

　小声で訊ねると、ハルは大きく頷いた。

「大丈夫、二匹ともすごく優しい子です」

　自信に満ちたハルの声を聞いて、桃真は恐る恐る一号の頭へと手を伸ばした。一号は真っ黒なつぶらな瞳で、じっと桃真の様子をうかがっている。

　そっと一号の頭に触れる。艶やかな毛並みの奥底から、柔らかな体温が手のひらに伝わってきた。そのまま、何度も頭を撫でていると、一号が手のひらをベロリと舐めてきた。

「ふへっ」

　思わず変な笑い声が漏れてしまった。一号の頭を撫でていると、不意に隣からぐいっと手のひらの下に二号の頭が差し入れられた。自分も撫でろということらしい。

　よく見ると、一号よりも二号の方がひとまわり身体が大きい。どうやら一号がメスで、二号がオスのようだ。

　二匹の犬を交互に、わしゃわしゃと夢中で撫でる。犬たちが興奮してきたのか、舌を垂らしたまま荒い息を吐く。その熱い吐息が手に触れるのが、どうしてだか胸が詰まるぐらい嬉しかった。久々に無邪気な生き物に触れたおかげで、沈んでいた気持ちにポッと柔らかな灯火がともったようだった。

「桃真さん」

　呼ぶ声に振り返ると、顔面が、もふっ、と柔らかい何かに埋もった。ふわふわとしていて温かい毛並みが鼻先をくすぐる。

　ふはっ、と息を吐いて顔を上げると、眼前に丸々としたあどけない瞳が見えた。

「うわぁ！」

　思わず感嘆の声が漏れた。自分でも思いがけないぐらいはしゃいだ声だった。こんな声をあげるのなんて数ヶ月ぶりだ。

　ハルが両手に抱かれているのは、丸々とした身体付きの子犬だ。ドーベルマンと同じ毛色をしているが、耳は可愛らしく垂れている。

　ハルが子犬を差し出して、嬉しそうな声で言う。

「一月前に生まれた、一号と二号の子供です。他の子たちは里親に出したんですけど、この子だけは残してもらったんです」

　子犬を受け取ると、生後一ヶ月とは思えないほどずっしりとした重みを感じた。子犬は、ハッハッと息を吐き出しながら桃真を見上げている。その黒々とした瞳に、キュッと心臓を掴まれるような感覚を覚えた。

「可愛いなっ」

　唇から何のひねりもない言葉が溢れ出す。満面の笑みを浮かべてハルを見上げると、ハルは一瞬驚いたように目を丸くしてから、かすかにうつむいた。どうしてだか、その頬が少し赤くなっている。

　桃真が子犬を撫でていると、一号と二号が横から子犬をべろり舐めてきた。桃真の手までべろべろと舐められて、すぐに涎まみれになる。

　窓から見ている時は恐ろしさすら感じていたというのに、目の前にいる犬たちは、ただただ人懐っこくて愛らしかった。胸の奥から久々に込み上げてくる喜びに任せて、犬たちをひたすら撫でる。

「なぁ、どうしてこの子は耳が垂れてるんだ？　大人になると勝手に耳が立つものなのか？」

　子犬の重たげな耳を、びろんと持ち上げてハルに訊ねる。

「いいえ、断耳だんじという手術するんです」

「手術？」

「はい。ドーベルマンは生後数ヶ月経ってから耳を断つ手術をするんです。猟犬や番犬としては、掴まれたり噛まれたりする部分が残っているのは不利ですから、弱点を減らすために長い耳や尻尾をカットするんです。尻尾の方は生後数日で切ってしまうので、もうその子も短くなってます」

　そう言われてみると、確かに子犬の尻尾も短く切られていた。まだ断面からピンク色の肉を覗かせている。だが、この愛らしい垂れ耳まで切られてしまうというのは、何だか切ないものがあった。

　かすかな物悲しさを感じながらも、桃真は続けてハルに訊ねた。

「この子は何ていう名前なんだ？　三号？」

　子犬を撫でながら訊ねると、ハルは小さく首を左右に振った。

「いいえ、まだ名前は付けていないんです。良ければ桃真さんが名付けてあげてください」

「俺が？　ハルは名前を付けないのか？」

　問い返すと、ハルは一瞬痛みを堪えるように眉を顰めて、それから首を左右に振った。

「僕には名付ける権利なんてないですから」

　その悲観的な言葉に、唇が半開きになった。視線を伏せるハルを眺めてから、桃真は唖然とした声を漏らした。

「何だよそれ、意味わかんねぇ」

「……すいません、でも、僕には新しい命に名前を付けることなんてできないんです」

　ますます意味が分からない。ただ辛そうにしているハルをそれ以上問い詰める気にもならず、桃真は押し黙った。

　賢い犬たちは、桃真とハルが話し始めてからは、撫でてくれと強請ねだることもなく、大人しく傍らでお座りをして待っている。尻尾を振る子犬をじっと眺めていると、英語の授業の時にそぞろに聞いていたことを、ふっと思い出した。

　唇が無意識に動く。

「いずみ」

「……いずみ？」

「そう。この子の名前は、泉いずみ」

　唐突な桃真の名付けに、ハルが不思議そうに目をパチパチと瞬かせる。その顔を見つめたまま、桃真は緩く首を傾げて笑った。

「春と泉って、英語だと同じスプリングって書くだろ」

　そう説明しながら、桃真は緩くうつむいて続けた。

「ハルは名付ける権利なんてないって言ってるけど、一号も二号もお前にすげぇ懐いてるし、大事にされてきたのは解るよ。だからって、子犬にイズミって名前を付けるのが別に何かになるのかって言われたら困るけど……でもさ、ハルがそんな風に考える必要ないんじゃないかって思うよ」

　上手く気持ちを伝えられないのがもどかしい。もごもごと唇を動かす桃真を、ハルは真顔で見つめていた。その表情が緩んで、かすかな笑みへと変わっていく。

「……桃真さんは、すごく優しい考え方をするんですね」

　その言葉を聞いた瞬間、胸に鋭いトゲが刺さったように感じた。歪みそうになる唇を堪えて、おどけた笑みを作る。

「俺ぇ？　俺は全然、優しくないよ」

　わざと冗談めかすように答える。実際、ハルの同情心を利用するために友達になろうと言い放った自分は、最低に自己中心的な人間だと思う。胸の奥からわき上がってくる反吐じみた感情を、無理やり飲み込む。

　話題を変えるために顔をあげて、桃真は小さな家を見やった。

「なぁ、あの家は使用人たちの家なのか？」

　そう問い掛けると、一瞬でハルの顔からスゥッと色が抜けた。どこか唾棄するような、薄汚いものを眺めるような、そんな冷淡な表情になる。その表情に、桃真は息を呑んだ。

「あの離れは、遙一様のお宅です」

　離れの家を眺めながら、ハルが寒々とした声で言い放つ。その声音に背筋を戦慄かせながら、ハルが口に出した『遙一』という名前を思い出す。確か、財前が言っていたもう一人の息子の名前だ。

「遙一って、財前の息子の？」

「はい。あの人はあの家から出てきません」

　やっぱりハルらしくない、存在そのものをスッパリと切り捨てるような声音だ。

「ハルは……遙一が嫌いなのか？」

　おずおずと訊ねると、ハルは一瞬驚いたように目を見開いた。だが、すぐさま視線を伏せて、内気そうな顔に戻ってしまう。

「嫌い、というか……」

　ぽつりと呟いた後、ハルは自分自身の言葉を否定するように首を左右に振った。

「そう、ですね。僕は、あの人が嫌いです」

　はっきりとした声だった。地面を見据えるハルの目の奥には、隠し切れない澱みようなものが垣間見える。

「どうして、嫌いなんだ？」

　訊ねると、ハルは更に深くうつむいた。沈黙の後に、地面をじっと凝視したまま、ハルが唇を開く。

「あの人は、毒を作った」

「毒？」

　声がかすかに上擦る。

「そう。あの人は小さい頃に、開発途中で止まっていた不完全な薬を実用化まで押し上げたんです。父親を喜ばせるために、それが世界を良くする薬なんだと信じて……だけど、その薬は毒と同じだった」

　ハルが膝の上で両拳をキツく握り締める。そこには拭い切れない憤怒だとか悔恨といったものが滲んでいるように見えた。

「あの薬のせいで、榊執事長の弟さんも亡くなったんです」

　榊執事長という一言に、桃真は軽く目を見開いた。あの冷血そうな男に弟がいたというのも驚きだったが、弟が亡くなる原因を作った人間の元で働いているというのも意味が分からなかった。

　桃真が戸惑っている間も、ハルはゆっくりと言葉を続けた。

「その薬は、今も世界中にバラ撒かれている。それなのに、あの人は何もできないでいる。家の中に閉じ篭もって、逃げ続けてる。だから僕は、臆病なあの人が大嫌いです」

　下唇を噛み締めるハルから視線を逸らして、桃真は離れの家へとそっと顔を向けた。あの家の中に閉じこもっている遙一という男のことを思う。

　世界を良くすると思っていた薬が実は毒薬だったと判った時、どれほどの絶望に包まれたのだろう。世界や父親だけでなく、自分自身にまで裏切られた気持ちになったのではないだろうか。

　そう思うと、世間から切り離されたようなお菓子の家で暮らす男がどこか哀れに思えた。思った瞬間、唇が勝手に動いていた。

「『我は死なり、世界の破壊者なり』」

　ふと、どこかで見た言葉を思い出した。それは誰の言葉だっただろうか。

　ハルが顔をあげて、不思議そうに呟く。

「ロバート・オッペンハイマー？」

「あぁ、そうだ。その、オッペンハイマーの言葉だ」

　ロバート・オッペンハイマーは、確か核兵器を作り出した科学者の名前だ。

　スマホで授業の調べ物をしていた時に、偶然その科学者について説明が書かれていたホームページに飛んだのだ。特に興味があった訳ではないが『我は死なり』という言葉が目に入って、思わず最後まで読んでしまったことを思い出す。

「オッペンハイマーもさ、世界に使うことのできない武器を見せて、戦争を無意味にしようと思ってたんだって。だけど、人が核兵器を使う姿を見て絶望して、あの言葉を言った」

　我は死なり、世界の破壊者なり。あの言葉は、世界を素晴らしいものに変えようとしたのに、意図せず世界を壊してしまった人の悲哀の言葉だ。

「悲しかっただろうな。ただ、世界を良くしたかっただけなのに」

　たぶん遙一もオッペンハイマーも、人々の平和を願って自分の知識を使おうとしたのだ。だが、その願いは叶わなかった。世界は、人類は、自ら死へと向かって足を進めていった。誰かの祈りを踏みにじって、それを恥じることもなく。

　だから、女性はいなくなったのだろうか。自ら死にゆく世界を、ゆっくりと滅亡させるために。そう考えると、女性が少しずつ消えていったことは、残った人類に対するせめてもの神の慈愛のようにも思えた。

　だが、それならば余計は自分は何なのだろうという気持ちがわき上がった。絶滅から逃れようと人類が生み出した、男でも女でもない化物アンドロギュノス。

　鬱々と考えていると、気付いたらハルがこちらを見つめていた。眼鏡の奥の大きな瞳が、まっすぐ桃真へと向けられている。その瞳を見返しながら、桃真は小さな声で訊ねた。

「なぁ、女の人がいたら、今より良い世界になってたのかな」

　夢想するように言葉を続ける。

「ほら、時々テレビとかで学者が言ってるじゃん。女の人がもっとたくさんいれば第二次世界大戦は起こらなかったとか、世界の貧困は広がらず、人々は隣人を思いやれるようになってたとか」

　闘争心の強い男性が戦争を起こした。女性が多く生き残っていれば、もっとこの世界は素晴らしいものになっていた。と声高に訴えていた学者の言葉を思い出す。その時は、ふぅん、としか思わなかったが、実際女性たちがいたら世界はどう変わっていたのだろうか。この世界は、もっと優しいものになっていたのだろうか。

　ハルは一瞬悩むように視線を伏せた後、ゆっくりと首を左右に振った。

「きっと……何も変わらないと思います」

　それは静かな諦念の言葉だった。

　女性がいてもいなくても、世界はきっと何も変わらない。人は殺し合い、核兵器を使い、毒を作り続ける。平和を祈る人の心など考えることなく。

「じゃあ、俺って何なんだろう」

　小さく笑いが零れる。アンドロギュノスの自分は、一体何のためにここにいるのか。

「俺って、生きてる意味あんのかな」

　声は震えているのに、口元にこびり付いた薄笑いが消えない。唇の震えが指先にまで伝播してきた。震えを堪えようと、キツく拳を握ろうとした時、不意に手の甲を掴まれた。

「そんなこと、言わないでください」

　桃真の手の甲を握ったまま、ハルが縋るような声で言う。

「絶対に、生きている意味はあります。僕は、桃真さんに生きていて欲しい」

　桃真の手を包み込んでいるハルの両手が、かすかに震えているのを感じる。

「お願いです。どうか、どうか死なないでください。生きていてください」

　まるっきりビルから飛び降りようとしている人間を引き留めるような口振りだ。実際、ハルにとって桃真は自殺志願者に見えてるのかもしれない。

　震えるハルの両手を眺めながら、桃真は小さく笑みを浮かべた。

「今は、あの時ほど死にたいなんて思ってないよ」

　なだめるように声をかけると、ハルは少しほっとしたように肩から力を抜いた。桃真を見つめてくるハルの瞳は、かすかに潤んでいる。その瞳を見ていると、ふと疑問がわき上がってきた。

「どうして、ハルはそんなに俺のことを助けてくれるんだ？」

　ただの使用人にしては、ハルの献身は少し行き過ぎているように思える。こうやって桃真を外に連れ出しているのだって、財前や奏一にバレればタダじゃすまないだろうに。

　桃真の問い掛けに、ハルは一瞬、狼狽うろたえたように視線を揺らした。

「だって……僕ら友達じゃないですか」

　その言葉を素直に信じられるほど、桃真は幼くはなかった。それでも、泣き出しそうなハルの顔を見て、追求するだけの冷酷さも持てなかった。ただ黙ってハルの顔を見つめてから、そうだな、と小さな声で返した。

　視線を落とすと、イズミと名付けられた子犬が、短い尻尾をブンブンと振りながら桃真を見上げていた。なめらかな毛並みを片手で撫でながら、独り言みたいに呟く。

「耳を、切らないで欲しいな」

「え？」

「この子の耳は切らないで欲しい」

　唐突な桃真の願いに、困惑したようにハルが眉を寄せる。

「一度切られた耳も、尻尾も、もう二度と元には戻らないから。だから、痛いことはしないでやって欲しい」

　もうどれだけ願っても祈っても、自分は元には戻れなくなってしまった。だから、せめて目の前の子犬だけでも変わらないでいて欲しかった。それが自分勝手な願いだとしても。

　そっと子犬を撫で続ける桃真を見つめて、ハルは言葉を失ったように黙り込んでいた。長い沈黙の後、ハルが小さく頷いた。

「……はい、痛いことはしないです」
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　それから二週間近く、激動の初日が嘘のように、穏やかな日々が流れていった。

　財前がいない間は執事たちの人数も減らされているのか、館の中はひっそりと静まりかえっていた。それに、初日のやり取りからあまり桃真を刺激しないようにしているのか、それとももう存在自体を忘れてしまっているのか、奏一が桃真の元に訪れることもない。

　奏一が仕事に出ている間、桃真はほとんどの時間を、裏庭で三匹の犬たちと過ごした。賢く愛らしい犬たちと過ごしていると、自分の身に起こった理不尽な出来事を少しの間だけでも忘れることができた。

　そして、両親への手紙も、ハルが無事に届けてくれた。返ってきた両親の手紙には、短いながらも愛のある言葉が綴られていた。

『何も謝る必要はない』

『息子を帰すよう、政府には何度も申し立てをしているが未だに返答がない』

『桃真が自由になれるよう、諦めずに戦い続ける』

『いつでも、この家に帰ってきて欲しい』

　書き連ねられた言葉を見た瞬間、また涙が溢れた。手紙をくしゃくしゃに抱き締めて泣きじゃくる桃真の背中を、ハルは何も言わずに撫でてくれた。

　ハルは、相変わらず桃真に献身的に尽くしてくれている。つい先日は、サッカーしたいな、と何気なく呟いた桃真の一言を聞いて、こっそりとサッカーボールを差し入れてくれた。

　人目に付かない裏庭の隅っこで、二人きりでサッカーボールを蹴り合っているのだけでも、桃真は胸が弾むくらい楽しかった。初めてサッカーをするというハルは、何度かボールを蹴り損ねて盛大にころんでいた。その姿を見て、桃真は声をあげて笑った。

　だが、この穏やかな日々が現実逃避だという自覚もあった。現実は何一つ解決しておらず、いつかは悪夢へと引き戻されることが解っている。それでも一秒でもいいから、今はただ悪夢から目を逸らしていたかった。

　ただ、自分が薄氷の上に立っていたと思い知らされるのは、ほんの一瞬だ。

　その日も、桃真は犬たちと裏庭にいた。ハルは今日は外出の予定があったらしく館におらず、桃真ははしゃぐ犬たちにフリスビーを投げて遊んでいた。

「二号！」

　そう声をあげてディスクを飛ばすと、二号が風のような早さで走り出す。細い身体をくねらせて、空中でディスクをキャッチする姿はどこか神々しいまでの美しさを感じた。

　ディスクを咥えた二号が、小走りで桃真の元へと戻ってくる。ディスクを受け取ると、桃真は二号の頭を何度も撫でた。

「いい子だ。二号は足が早いな」

　声をかけると、二号は嬉しげに舌を出した。

　次に一号にディスクを投げた時、ふとイズミの姿が見えないことに気が付いた。まだ子犬のイズミは興味があるものを見つけると、すぐにどこかへ行ってしまう。

　桃真は慌てて一号と二号を犬舎に戻すと、イズミを探しに行った。鬱蒼とした裏庭を探し回るが見つからず、高い塀に沿うようにして館の表側へと向かう。

　イズミは、だだっ広い英国風の庭の真ん中に据えられた噴水の前にいた。噴水の縁に前足をかけて、たまった水をピンク色の舌でぺちゃぺちゃと舐めている。その暢気のんきな姿に、桃真は思わず脱力してしまった。

「イズミ、そこの水は飲んじゃダメだ」

　たしなめながら、まだ水を飲み足りなさそうなイズミを抱き上げる。この一ヶ月で、イズミの身体もずいぶんと大きくなった。最初に会った時よりも数キロは体重が増えている。

　ずっしりとした身体を抱き上げた時、不意に正門が開かれる音が聞こえた。視線を向けると、鉄製の巨大な門扉が左右に開かれているのが視界に映った。門扉から入ってきたのは、黒塗りのベンツだ。

　庭を少し進んだところでベンツが止まる。後部座席から降りてきたのは、スーツ姿の奏一だった。噴水の前で立ち尽くす桃真の姿を目に留めると、奏一は一瞬怪訝そうな表情になった。久々に現れた珍獣を眺めるような目付きだ。

　だが、すぐさま奏一はその口元に薄笑いを浮かべると、声高に桃真へと話しかけてきた。

「これはこれは桃子さん。わざわざ俺のお迎えに出てきて下さったんですか」

　そうでないことぐらい解っているだろうに、わざわざ嫌味ったらしいことを言ってくる。桃真は、嫌そうな顔を隠しもせずに奏一へと向けた。

　だが、奏一はその反応を気にとめる様子もなく、大股で桃真へと近付いてくる。桃真が抱いている子犬を見て、奏一がその頬を軽く吊り上げた。

「あぁ、予行練習ですか？」

「は？」

「俺との子供ができたときの」

　にやついた言葉に、ぞわりと背筋に悪寒が走った。奏一は、わざと桃真が一番嫌がる言葉を選んで口に出しているのだろう。その意図的な悪意に、心臓が不快感にざわつくのを感じた。

「あんたの子供を産むことなんて一生ない」

　唸り声混じりに言い放つ。露骨に嫌悪を返す桃真に対して、奏一は駄々を捏ねる子供を見るかのように肩を竦めた。

「それでは、家畜小屋に行く方がマシですか」

「家畜、小屋？」

　不穏な響きの言葉に、わずかに声が上擦りそうになる。怪訝そうな桃真を見て、奏一はますます楽しげに笑みを深めた。

「そう。アンドロギュノスがただ孕まされて、子供を産まされるだけの場所ですよ。狭い部屋で一日中男に犯されて、子供を孕んで出産したら、また孕むまでひたすら犯される。ただ、それだけを延々と繰り返す。主人に捨てられたり、反抗的なアンドロギュノスはそこに送られるんですよ」

　聞いた瞬間、全身の血の気が一気に下がるのを感じた。そんなのは人間ではなく、本当にただの家畜じゃないか。

　黙り込んだ桃真を見て、奏一が意気揚々とした声で続ける。

「家畜小屋送りになった者の中には、頭がおかしくなって自分で自分の腹を切り裂いたアンドロギュノスもいるとか。腹をこう縦に切り開いて、子宮を取り出したそうですよ」

　見本を示すように、奏一の人差し指が桃真の腹の前でスゥッと下から上へと向かって動かされる。その動きに下腹が震えた。自分で自分の腹を切り裂くだなんて、正気じゃない。

　そう思った瞬間、両腕から力が抜けた。腕に抱えていた子犬が地面の上へとストッと降り立つ。元気が有り余っている子犬は、そのまま裏庭の方へ向かって一直線に駆けていってしまった。

　その後ろ姿を呆然と眺めていると、不意に正面から肩を掴まれた。奏一が桃真の肩を掴んだまま、間近で顔を覗き込んでくる。

「家畜小屋に送られたくはないだろう？　俺を選べば、ずっとここに居られるように取りはからってやる」

　先ほどまでの口調から一転して、ご機嫌を取るような声音で囁かれる。奏一の手のひらが腕の輪郭を辿るように、ゆっくりと桃真の二の腕へと滑らされる。その感触に鳥肌が立つ。

　そうして、耳元に奏一のねっとりとした声が囁かれた。

「なぁ、桃子……」

　自分ではない名前を耳に吹き込まれた瞬間、沸騰するような勢いで怒りが噴き出してきた。片手を伸ばして、奏一の肩を突き飛ばす。同時に、奏一が驚いた表情で数歩後ずさった。

「俺を、桃子なんて名前で呼ぶな」

　明確な拒絶を込めて、そう言い放つ。奏一は一瞬ぽかんとした表情を浮かべた後、不意に血走った眼差しで桃真を睨み付けてきた。

「お前は、俺を選ばないつもりか」

「は？」

「遙一を選ぶつもりなのか」

　唐突に会ったこともない男の名前を出されて、怒りを覚える前に戸惑いがわき上がってくる。

「遙一？」

　名前を繰り返すと、奏一はますますその目を憎しみに歪ませた。

「あんな、ウジウジした情けない奴……たかが薬が作れるぐらいで贔屓ひいきされやがって、誰が会社や取引先の馬鹿共と交渉してお前の作ったもんを売ってやっていると思ってんだ……安全圏で引きこもってやがるくせに、天才だとかもてはやされやがって、くだらねぇ……」

　地を這うような低い声には、実の弟に対する凝り固まったコンプレックスが滲んでいた。暗く澱んだ憎悪で、奏一の瞳が青黒く濁って見える。

　奏一の目が、ふっと桃真へと向けられた。

「お前まで、俺を見下すつもりか」

　澱んだ瞳に見据えられて、一瞬桃真は後ずさりそうになった。だが、身体は凍り付いたように動かない。

「あんた……なに、言ってるんだ」

　咽喉にへばりついたみたいに、言葉が途切れ途切れに唇から零れ落ちる。

　なぜ、目の前の男はこんなことを言うのだろう。そもそも桃真を見下しているのは奏一の方じゃないか。なのに、なぜ自分が見下されているなどと勘違いしているのか。

　鬱屈で歪んだ奏一の顔を見つめていると、不意にその答えが解った気がした。

「――あんたが、自分で自分を見下してるんじゃないか」

　反射的にそう口に出した直後、奏一の顔からスゥッと表情が消えるのが見えた。奏一の顔色が真っ白になっていく。その光景を見た瞬間に、まずいと思った。

　奏一がゆっくりとした足取りで、一歩踏み出す。その静かな動作とは正反対に、強引に胸倉を鷲掴まれて、勢いよく身体を後方へと倒された。

　あ、と声をあげる間もなく、身体が後ろへ傾いていく。膝裏が噴水の縁にぶつかって、後ろへと倒れた上半身がバチャンッと大きな水音を立てて噴水の中へと沈んだ。

　冷え切った水が皮膚をサァッと舐めて、一気に全身が総毛立った。冷たい水を吸い込んだ服がベッタリと皮膚に貼り付く。言葉にならない悲鳴がブクブクと気泡になって溢れ出して、その代わりに噴水の水が口の中に潜り込んできた。

　水から起き上がろうと両腕が藻掻くものの、胸元を押さえ付けられていて浮かぶことができない。まるで子供の水遊びのように、自分の両手がバチャバチャと水面を叩いていた。

　奏一の両手は、未だに桃真の胸倉をキツく掴んだまま離されない。

　冷たくて、苦しくて、誰かに助けて欲しいのに、水面を叩くだけの両手を掴んでくれる人はいない。

　このまま殺されるんだと思った。訳も解らず、惨めに溺れ死にさせられる。

　そう思った瞬間、また怒りが体内で一気に膨れ上がった。

　水面を叩いていた両手を無我夢中で伸ばして、頭上に見える奏一の胸倉をキツく掴み返す。一瞬、奏一が怯んだように、身体を仰け反らせた。奏一の身体を両腕で強く引っ張りつつ、同時に全身の力を込めて、腹筋するように上半身を一気に持ち上げる。

　その勢いのまま、引き寄せた奏一の額に自身の額を叩き付けた。脳味噌が揺れる衝撃とともに、ガヅッと鈍い音が頭蓋骨の内側で鳴り響く。同時に、ヴグッ、とどちらのものとも付かない呻き声が聞こえた。

　全身から力が抜けて、噴水の中に再び背中から落ちる。冷たい水が全身を包み込んで、もう指一本動かせなかった。脳震盪を起こしたのか、奏一の身体もずるりと水中に倒れるのが視界の端に映る。酸欠のせいか、頭突きのせいか、意識が端っこから黒く塗り潰されていく。

　複数の人間が駆け寄ってくる足音が聞こえてきた瞬間、プツリと意識が途絶えた。










　頭痛とともに目が覚めた。目を開くなり、ヂーンと痺れるような痛みが額中心にじんわりと広がっていく。シーツの間から手を引き出して、額を片手で押さえる。どうやらコブにはなっていないようだ。額の上には、わずかにぬるくなった布が置かれていた。

　ぼやけた視覚に、見覚えのある天井が映る。おそらく気絶した後、自室に運ばれたのだろう。着替えもされたのか、服も普段着に変わっている。

　呻きながらベッドから起き上がると、即座に呆れ果てた声が聞こえてきた。

「貴方には学習能力がないのですか」

　視線を向けると、扉近くに榊が立っているのが見えた。無機質な表情で、桃真を見据えている。その機械じみた表情にわけもなく苛立って、桃真は雑な口調で返した。

「うるせぇな。殺されかけた人間にかける言葉がそれかよ」

　桃真がそう吐き捨てると、榊はゆっくりとした足取りで近付いてきた。身構える桃真の横で、サイドテーブルに乗せられた洗面器の中の布を絞っていく。

「どうぞ。布を替えてください」

　そう言いながら、榊がよく絞った布を差し出してくる。恐る恐る受け取って、桃真はよく冷えた布を額に押し当てた。冷たい布が火照った額から熱を吸い取っていくのが気持ちよい。

　小さく息を吐き出すのと同時に、榊が素っ気ない口調で呟いた。

「貴方は『石頭』だ」

「あぁ？」

「奏一様の額には、巨大なコブができていました」

　伝えられた事実に、桃真は思わず噴き出してしまった。ゴフッと変な息が漏れて、丸めた背中が小刻みに震えてしまう。

　そんな桃真の様子を眺めて、榊は淡々とした口調で続けた。

「笑いごとで済んでいるうちに、貴方はもう少し自分の身の振り方を考えた方がいい」

　冷め切った口調にまた腹立たしさが込み上げて、桃真はわざと挑発するように訊ねた。

「身の振り方？　つまり、家畜らしくしてろってことか？」

　家畜、と口に出した瞬間、初めて榊の表情がかすかに変わった。柳眉を一瞬だけ顰めて、どこか苛立ったような眼差しで桃真を見つめる。だが、その表情も一瞬だった。

「従順なフリをしていれば、今よりひどい目にあわなくて済むということです」

　ただ真実だけを告げるような言葉に、桃真は目尻を吊り上げた。

「従順なフリをする方が、溺れさせられるよりもずっと辛い時は？　それでも黙って、自分の心が死ぬまで耐えてろって言うのか」

　他人事だからそんなことがほざけるんだ、とばかりに榊を睨み付ける。榊は表情を変えないままに、呆気なく言い放った。

「耐えられないと思うのなら、貴方はもっと賢く立ち回った方がいい」

「賢く、立ち回る？」

　訝しげに問い返すと、榊は素っ気ない仕草で頷いた。

「誰を味方にするのが一番得策かを考えることです」

　榊の言葉に、桃真は顔を顰めた。

「それって、奏一を選ぶか、遙一を選ぶかってことかよ」

　桃真が問い掛けても、榊は無言のまま頷きもしない。

「奏一には殺されかかったし、遙一には会ったこともない。そんな状態で、どっちも選べるわけがないだろうが」

　そもそも、自分を孕ませる男など選びたくもない。身体の奥底からわき上がってくる嫌悪感に、ぶるりと皮膚が震える。

「ですが、いずれは選ばなくてはいけない。選ぶ権利が残されているのもわずかな時間だ。時間をかければかけるほど、貴方は残された権利さえ失っていく」

　追い詰めるように、榊が言葉を続ける。腹は立つが、榊の言うことは事実だった。決断を先延ばしにすればするほど、事態が悪化していくのは目に見えている。

　痛む額に布を押し当てたまま、桃真は深くうつむいた。自分を孕ませる男を選べだなんて、こんな最悪な選択肢があるものか。

　下唇にキツく歯が食い込む。

「遙一は……どんな奴なんだ？」

　足掻くようにか細い声で訊ねると、榊は一瞬押し黙った後、ゆっくりとした口調で話し出した。

「旦那様にとっては『金の卵をうむ鶏』。奏一様にとっては『父親の関心を独り占めにする憎い弟』でしょうか」

「金の卵をうむ、って、遙一が薬を作ったりできるからってことか？」

　桃真の問い掛けに、榊はゆっくりと頷いた。

「ええ。財前グループがここまで成長したのも、遙一様がこれまで開発した薬があってこそです。旦那様は、遙一様の頭脳を何よりも大事にしておられます。そのせいで、奏一様はどれだけ努力しようと二番手扱いですから、遙一様に対して非常に強いコンプレックスを抱いているようです」

　その言葉に、先ほどの出来事を思い出す。

『遙一を選ぶつもりなのか』

『お前まで俺を見下すつもりか』

　あの奏一の言葉は、父親の愛情を独り占めにする弟への敵対心ゆえか。

　苦々しい感情に桃真が顔を顰めていると、榊が言葉を続けた。

「御存知かと思いますが、遙一様はあの離れの家から滅多に出てこられません。お一人でずっと研究をされているようです」

「研究って？」

「この世界に女性が生まれなくなった原因についてです」

　その言葉に、桃真は顔を上げた。まじまじと榊を見つめる。

「原因が判明すれば、解決策を見つけることもできます。遙一様は、昔と同じように女性がこの世界へ戻ってくれば、人類は滅亡を逃れ、アンドロギュノスを造り出す必要もなくなるとおっしゃっていました」

「つまり、遙一は世界を救おうとしてるってことか？」

　かすかに空笑いじみた声が零れた。まるっきり絵本に書かれた正義のヒーローのようだ。だが、榊は即座にそれを否定した。

「いいえ、遙一様の場合は、ただの懺悔ざんげかと」

「懺悔？」

「自分が殺した人間の帳尻合わせをしようとされているんでしょう」

　その言葉の冷たさに、咽喉が引き攣りそうになった。そして、ふと思い出した。以前、ハルが榊について言っていた言葉だ。

「あんたの弟は……遙一が作った薬のせいで死んだのか？」

　訊ねた瞬間、榊の動きがピタリと止まった。榊は、どこか凍り付いたような眼差しで桃真を見据えている。その眼差しに、半開きのまま唇が動かなくなった。

　榊が淡々とした声で言う。

「えぇ、そうです」

「……なら、何であんたはここで働いているんだ。だって、遙一は弟の仇ってことだろう？」

　率直過ぎる桃真の質問に、榊は一瞬だけ不愉快そうに目尻を引き攣らせた。

「六歳の子供に善悪を問えますか？」

「え？」

　一瞬その言葉の意味が解らず聞き返す。だが、榊はすぐに無表情に戻ると、どこか他人事のような口調で答えた。

「誰のせいでもなく、ただの運です。私の弟は、どうしようもなく運が悪かった。貴方と同じように」

　最後の一言は嫌味だろうか。無言でねめつけると、榊はほんの少しだけ小さく息を吐いた。その小さな溜息に、初めて榊の人間味のようなものを感じて、桃真はわずかに戸惑った。

　榊が静かな声で続ける。

「ですが、貴方は生き残った。せっかくの命をドブに捨てないように」

　どこか諭すような言葉に、桃真は黙って榊を見つめた。その時、ふと気が付いた。榊は、桃真を『桃子様』とは呼ばなくなっている。

　桃真から目を逸らして、榊が呟く。

「本日は旦那様が帰ってこられます。ドレスにお召し替えください」

　その言葉に、また悪夢ような夜が訪れることを悟って、目の前が暗くかげるのを感じた。
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「これはこれは桃子さん、少し会わないうちに、ますます美しさに磨きがかかりましたねぇ！」

　初日と同じ広間に入るなり、財前の大袈裟なお世辞を浴びせられて、桃真はひどくげんなりとした気持ちになった。

　更に気分を沈ませるのは、身にまとっているドレスだ。今回のドレスも色は黒だが、鎖骨周りから腕までが花柄のレース生地になっており地肌が透けている。勿論は下着は女性ものだし、腰はコルセットでギュウギュウに絞られていて、ひどく息苦しい。

　前回桃真に『躾』を命じたことなど忘れたように、財前はニコニコと朗らかな笑みを浮かべている。財前から目を逸らして、桃真は引かれた席についた。

　見上げると、暖炉の上の壁に飾られている剥製が一つ増えていた。牙の立派なイノシシだ。ガラス製の瞳を直視できなくて、桃真はすぐさま視線を逸らした。

　桃真の隣には、ムッツリとした表情の奏一が座っている。よほど先ほどの頭突きを腹に据えかねているのか、奏一は桃真と目を合わせようとはしない。その額に赤く腫れたコブが見えて、桃真は一瞬噴き出しそうになった。

　笑いを堪えるようにうつむいた途端、目の前に食事が運ばれてきた。小さく切られたパンに大量のキャビアが乗せられている。

「ロシアから取り寄せた天然物のキャビアですよ」

　ふくふくとした声で財前が説明する。だが、輝く黒い卵を眺めていても、勿論食欲などわくわけもなかった。

「今は、それほどお腹がすいていないので……」

　言い訳のように呟いて、小さなカップに注がれたスープにだけ口をつける。野菜が溶けたスープが温かく染み込んできて、少しだけほっと息が漏れた。その間にも、次々と目の前に食べきれないほどの料理が並べられていく。

　分厚いステーキをナイフで切りながら、財前が何てことないように口を開く。

「そういえば、一週間後にパーティーを開こうと思っておりましてね」

「パーティー？」

　オウム返しに呟きながらも、イヤな予感が背筋を這い上がっていくのを感じた。うかがうように見やると、財前はたっぷりとした頬肉を吊り上げて笑った。

「桃子さんのお披露目兼クリスマスパーティーですよ。昨年よりも大勢の人をお呼びして盛大なものにしますので、どうぞ楽しみにしていてください」

　クリスマスパーティーという言葉に、そういえば一週間後はクリスマスなことを思い出した。だが、全然楽しみになれないどころか、衆人の前で見せ物になる自分を想像するだけで死にたくなってくる。だが、勿論桃真に拒否権などないのだろう。

　顔を強張らせる桃真から視線を逸らして、財前はふと奏一へと顔を向けた。

「ところで奏一、その額はどうしたんだい？」

　息子へと訊ねる声音は柔らかい。だが、その目は笑っていなかった。

　父の言葉に、奏一は挙動不審な仕草で額を片手で隠した。まるっきり０点の答案を隠す子供のような仕草だ。そのまま、かすかに上擦った声で答える。

「うっ、うっかりこけてしまって……」

　流石に桃真を殺そうとして、反撃された痕だとは言えないのだろう。だが、桃真の額もまだわずかに赤く腫れているのを見れば、隠そうとしても隠し切れることではない。

　財前は笑顔のまま、うんうん、と二度ほど頷いた後、ひどく長閑な声をあげた。

「その大きなコブは一週間で治るのかな？　そんなコブを作ったままじゃあ、みっともなくてお客様の前にはお出しできないよ」

「は、い……」

「奏一は少し抜けてるところがあるからねぇ。何度も言ってきたはずだけど、そういうところは子供の頃から治せてないのかな？」

「も、申し訳、ございません……」

「あぁ、謝らなくていいんだ。昔から言ってるだろう？　改善する気のない謝罪には何の意味もないんだって」

　声が柔らかいからこそ、その言葉の刺々しさが突き刺さるようだった。隣にいる桃真まで息苦しくなってくる。

　隣をちらりと見やると、奏一は蒼白な顔をしてうつむいていた。その両拳が太股の上で、キツく握り締められているのが見える。奏一の拳が小刻みに震えている様子を見て、かすかな憐れみがわき上がってきた。

　財前は机の上で両手を組み合わせると、ゆっくりと首を傾げた。

「奏一には、また『躾』をした方がいいかな？」

　その一言を聞いた瞬間、奏一がバッと顔を上げた。奏一の顔は哀れなほど強張って、その額からは冷汗が滲んでいるのが見えた。淡く開かれた唇が小さく戦慄いている。まるで憐憫を乞う子供だ。

「いっ、いえ……いえ、大丈夫です。その必要は、ありませんっ」

「必要かどうかは私が決めるんだよ」

　奏一の裏返った声を跳ねのけるように、財前がはっきりと言い放つ。財前の笑みは崩れない。それに対して、奏一の顔は以前の自信に満ちた面影など欠片も残っておらず、怯える子供そのものだった。

　その表情を見た瞬間、不意に堪らなくなって桃真は唇を開いた。

「あの……すいません。俺が、奏一さんにぶつかっちゃったんです」

　唐突な桃真の発言に、財前が少し驚いたように目を見張る。奏一はどこか呆然とした眼差しで、桃真を凝視していた。

「よく前を見ずに歩いてたから、廊下を曲がったところで奏一さんにぶつかちゃって、それで二人でころんでしまったんです。だから、俺のせいです。すいません」

　言い切ると同時に、ぺこりと頭を下げる。そのまま顔を上げずにいると、短い沈黙の後、財前の声が聞こえてきた。

「おぉ、そうだったんですか。それでは、仕方ないですねぇ」

　顔を上げると、財前がにこにこと笑っているのが見えた。

「奏一、レディを庇うのは素晴らしいことだが、私にはちゃんと本当のことを言わないといけないよ」

　財前がそう声をかけると、奏一はうつむいたまま「はい」と消え入りそうな声で答えた。だが、その目線がチラチラと桃真へと向けられているのを感じる。一体何のつもりだ、と問うような眼差しだ。桃真は、話を合わせろ、とばかりに奏一を横目で睨み付けた。

　財前が少しだけ首を傾げて、困ったように呟く。

「でも、折角のパーティなのに、そのコブはどうしようかねえ」

　悩ましげな財前の声に、部屋の隅で控えていた榊が不意に声をあげた。

「旦那様、仮面舞踏会にするのはいかがでしょう」

「ほう、仮面舞踏会かぁ」

「ええ。仮面をつければ、奏一様のコブも隠せますし、昨年とは趣向の異なるクリスマスパーティーにもなりますから、来訪者の皆様にも新鮮な心地で楽しんで頂けるかと」

　よくもまあスラスラとそんなことが提案できるものだ、と桃真は感心してしまった。

　榊の説明に、財前は嬉しそうに何度も頷いた。その度に下顎の肉がぷるぷると揺れる。

「いいねぇ。そうしよう」

「かしこまりました。では、そのように手配させて頂きます」

　榊が直角に礼をする。そのつむじへと向かって、財前がのんびりと声をかけた。

「あぁ、榊」

「はい」

「遙一にも、必ず参加するよう伝えておきなさい」

　財前の言葉に、一瞬だけ榊の指先がピクリと戦慄くのが見えた。だが、その戦慄きは一瞬で、すぐさま榊は抑揚のない声で答えた。

「承知いたしました」










　食事が終わった後も、財前は榊とパーティーの招待客や並べる料理について長時間話していた。立ち去るタイミングが分からず、桃真は温かい紅茶を口に含みながら、壁にかけられた時計を眺めた。もう時刻は夜の九時を過ぎている。

　桃真が時計を見ていることに気が付いたのか、ようやく財前が声をかけてくる。

「あぁ、もうこんな時間ですね。どうぞ桃子さんはお休みください」

　そう声をかけられて、ほっと肩の力が抜けた。挨拶もそこそこに立ち上がって、部屋から出て行く。高いヒールでこけないように、ゆっくりと廊下を歩いていると、不意に後ろから追いかけてくる足音が聞こえてきた。

「おい、待て」

　聞こえてきた声に、またうんざりとした気持ちが込み上げる。緩慢に振り返ると、瞳に怒りを浮かべた奏一の姿が見えた。

「さっきのは何のつもりだ」

「さっきの？」

　とぼけたフリをして言い返すと、ずかずかと近付いてきた奏一に右肩を鷲掴まれた。そのまま壁に勢いよく身体を押し付けられる。壁に当たった背中と肩が鈍く痛んで、顔が歪んだ。

「あれで俺を助けたつもりか。誰が助けてくれと頼んだ」

　噛み付くように奏一が言い放つ。その声音に苛立ちを募らせながら、桃真は奏一を睨み付けた。間近で桃真を見据えたまま、奏一が唸るように続ける。

「お前ごときが、俺を憐れむんじゃない」

　吐き捨てられた一言に、思わずハッと笑い声が漏れた。

「ガキかよ」

　桃真の嘲笑に、奏一がますます顔を怒りに歪める。その顔を見据えたまま、桃真は鈍く吐き捨てた。

「あんたが憐れまれるのは、俺のせいか？」

「あぁ？」

「あんたが自分を見下す羽目になってるのは、俺のせいか？」

　問い掛けを重ねると、奏一は憤怒の形相のまま唇を引き攣らせた。桃真が何を言おうとしているのかが分かっているのだろう。だが、それを受け入れられない。

　奏一を見つめて、桃真は短く言い放った。

「俺じゃなくて、父親と話せよ」

　そう告げた瞬間、奏一がクシャクシャに顔を歪めるのが見えた。まるで泣くのを我慢している子供のような表情だ。

「うるさい、黙れッ！」

　癇癪を起こしたように叫んで、奏一が大きく右手を振り上げる。殴られる、と思った瞬間、身が竦んだ。

　だが突然、硬直する桃真の左腕を掴んでくる手があった。ぐいっと腕を強引に引っ張られて、身体が斜めにつんのめる。

　驚いて顔をあげると、険しい表情をしたハルの姿が見えた。強張った頬肉の奥で、奥歯が硬く食い締められているのが判る。普段の柔らかな表情に対して、その表情はひどく獰猛に見えた。

　ハルのもう片方の手は、まっすぐ奏一へと伸ばされている。奏一が軽く後ずさっているのを見ると、ハルに突き飛ばされたらしい。

　奏一が驚愕の表情を浮かべて、ハルを見据えている。だが、その表情はすぐさま怪訝なものへと変わった。

「お前――」

　奏一の言葉が最後まで発せられる前に、ハルは桃真の腕を掴んだまま廊下を走り出した。

「おい、待てッ！」

　後ろから奏一の声が聞こえる。それでも、ハルは足を止めようとはしない。ヒールにガク付きながらも、桃真も必死で走った。

　廊下を何度も曲がって、ハルが目についた部屋の中へと飛び込む。カーテンが閉め切られた部屋は、電気もついておらず真っ暗だった。

「奥に、進んでください」

　小さな声で促されて、ろくに前も見えないまま部屋の奥へとグイグイと押し込まれる。不安定な足取りで進んでいくと、ぼふっと顔に柔らかい何がが触れる感触があった。慌てて両手で探ると、それは何枚もの布のようだった。どうやら部屋いっぱいに大量の服がかけられているらしい。ここは衣装部屋だろうか。

　ハルに押されて、服と服をかき分けて、何層にも布が折り重なった内側へと潜り込んでいく。甘ったるい花のような香りが服の間に充満していた。

　だが、数歩進んだところで長い服にヒールが絡まって、身体が前方へとつんのめった。

「ぅ、わ……っ」

　押し殺した悲鳴が漏れるのと同時に、背後から支えるようにハルの片腕が下腹へと回された。グッと下腹にかかる力強い腕の感触に、身体がかすかに強張る。

　だが、流石に桃真の体重を支えきれなかったのか、二人そろってそのまま床へ盛大に倒れた。不幸中の幸いか、一緒に滑り落ちた布のおかげで、それほど音も立たず痛みもない。

　小さく呻きながら身体を起こそうとするが、背中にずっしりとした重みが重なっていて起き上がれなかった。顔をあげた瞬間、耳元に生ぬるい息が吹きかかる。

「動かないで……」

　押し殺したハルの声が聞こえる。その普段よりも低い声に、ぞくりと身体の奥底が震えるのを感じた。密着した背中に、強く脈打つハルの心臓の音が伝わってくる。

「は、はる……」

「静かに」

　耳元へと囁かれた直後、部屋の前の廊下を走っていく足音が聞こえた。反射的に両手で唇を塞ぐ。

　息を潜めていると、余計に背中にのし掛かる存在を生々しく感じた。ハルの手のひらは、未だに桃真の下腹に添えられたままだ。手のひら越しに下腹がぢんぢんと疼くような感覚を覚える。身体の奥底が震えて、内腿が痙攣するようにピクッと小さく跳ねた。知らず体温が上がって、吐き出す息が熱くなっていく。

　おかしい。身体も心も、何かが、何もかもが、おかしい。

　心臓が激しく脈打つ音が、鼓膜の内側で響いている。その音がハルに聞こえていないかと、ひどく心配になった。

　両手で口元を押さえているうちに、いつの間にか廊下から響いていた足音は聞こえなくなっていた。

「もう、大丈夫そうです」

　そうハルが囁くのと同時に、下腹を押さえていた手のひらがするりと離れていった。だが、その感触にすら皮膚が小刻みに震える。

「桃真さん？」

　身動きしない桃真を訝しむように、ハルが肩を掴んでくる。そのまま、ぐるりと身体を仰向けにされた。暗闇にわずかに慣れた目が、頭上から覗き込んでくるハルの姿を映し出す。

　両手で口元を押さえたままの桃真の姿を見ると、ハルは慌てたように手を伸ばしてきた。

「もう大丈夫ですから、手を外してください」

　ハルがそっと桃真の両手を掴んで、口元から剥がしていく。途端、はぁっ、と唇から深い息が漏れた。酸欠になりかけていたのか、顔が赤く火照っているのを感じる。胸を大きく上下させていると、ハルが食い入るように自分を見下ろしているのに気付いた。

「とうま、さん」

　静かな湖面に、小さな石がぽちゃんと落ちるような声だと思った。心臓が細かく波打つ。

　気が付いたら、ハルの顔がひどく近くに見えた。鼻先が触れ合いそうな距離で、互いに見つめ合う。ハルが吐き出す息が唇に熱く吹きかかって、奇妙な期待に咽喉が上下した。

　は、と短く息を吐き出して囁く。

「はる……」

　声を漏らした瞬間、内腿に触れる手のひらを感じた。めくれ上がったスカートの下から、ハルの手のひらが桃真の内腿を掴んでいる。薄いタイツ越しに太股に食い込んでくる指先の感触に、身体が竦んだ。

「ぁ、っ……」

　掠れた声が唇から漏れる。その恥ずかしさに戦慄くよりも先に、ハッとしたようにハルが顔を強張らせた。その顔が見る見るうちに赤く染まっていく。

「すっ、すいませ、んっ」

　上擦った謝罪を漏らして、桃真にのしかかっていたハルが慌てて後ろへと飛び退く。途端、かかっていた服が外れたのか、大量の服がハルの頭にドサドサと落ちていくのが見えた。その光景を見て、一気に頭が覚めた。

「ちょっ……ハッ、ハル、大丈夫か」

　声をかけながら、服の山に埋もれてしまったハルへと近付く。服を一枚ずつ取り除いていくと、呆然と座り込むハルの姿が見えた。

　どこかぼんやりとした表情で、ハルが桃真を見上げてくる。その顔は真っ赤に染まったままだ。服をかぶったせいか、分厚い眼鏡がズレて膝の上に落ちていた。

　その顔を見ていると、不意に胸の奥底から突き上げるように感情が溢れてきた。愛しくて、可愛くて、触れたくて、それから触れられたいという衝動。

　佐久間に恋をしていた時に感じていたのとはまったく違う。火傷するぐらい熱くて、凶暴で、何かを滅茶苦茶に叩き潰したいような、それでいて温かくて柔らかくて、そっと優しく抱き締めたいような、相反する感情が身体の内側でぐちゃぐちゃに混ざり合って絡まっている。

　ハルの左胸へと、無意識に手のひらを添える。手のひらに強い鼓動が伝わってくるのを感じていると、ハルの唇が小さく震えた。

「桃真さん」

　また名前を呼ばれる。ハルの目が、じっと桃真を見つめていた。吸い込まれそうな、少し赤みがかったハルの黒い瞳。

　気が付いたら、互いの唇が触れ合っていた。どちらから合わせたのかも覚えていない。ただ自然に、以前からこうすることが決まっていたかのように唇を合わせていた。

　少し乾いて、柔らかい感触の唇だ。数秒触れてから、唇を離す。ほとんど同時に小さく息を吐き出して、また目を合わせた。ハルの大きな瞳を見ていると、またキスしたくなった。

　鼻先を軽く擦り合わせてから、もう一度唇を重ねる。角度を変えて、数度ついばむようにキスをしていると、不意に両肩を掴まれた。そのまま、服が散らばった床へと身体を押し倒される。

　見上げると、どこか切羽詰まったハルの表情が見えた。怒っているようにも見えるその表情からは、紛れもない欲情が感じられた。普段の気弱さが欠片も見えない雄じみた表情を見た瞬間、ぞくりと背筋が震えるのを感じた。恐怖からではなく、高揚から。

　左手を伸ばして、ハルの右頬を撫でる。親指の腹で、右目の下の小さなほくろをなぞっていると、一瞬痛みに耐えるようにハルの顔が歪んだ。そのまま、噛み付くような勢いで唇が重ねられる。

　夢中で唇を合わせて、ほとんど同時に互いの唇に舌を挿し込んだ。唾液を混ぜるように舌の腹同士を擦り合わせる。技巧など一つもなく、ただ互いの隙間を少しでも埋めるようにガムシャラに舌を絡ませた。

「ん、っ、んっ」

　柔らかくぬめった舌が絡まるのが、頭が真っ白になるぐらい気持ち良かった。お互いの唇の狭間で、ぺちゃぺちゃともクチャクチャとも付かない淫らな水音が鳴るのが堪らない。身体の上にのし掛かってくるハルの重みすら心地よくて、桃真は両腕を伸ばしてハルの背中をキツく抱き寄せた。

「っ、は……は、ぁぅ」

　ハルと呼びたいのに、もつれた舌では上手く言葉にならない。その時、太腿に硬いものが当たるのを感じた。タイツ越しに擦り付けられる硬い感触に、身体が強張る。

　その感触に、咄嗟に両手でハルの胸を突き飛ばしていた。

「ぅ、わっ」

　ハルが驚いた声をあげて、上半身を起こす。硬直した桃真をしばらく呆然と眺めてから、ようやく自分の下半身の変化に気が付いたのか、ハルがカッと頬を赤くする。

「ごめっ、ごめん、なさい、僕……」

　恥じ入るような声を漏らして、膨らんだズボンの前を隠すように落ちていた服を掻き集める。泣き出しそうに顔を歪めるハルを見て、桃真は息を呑んだ。

「ち、ちがうっ、ごめん、俺も……」

　互いに情けなく謝罪を漏らしながらも、それ以上言葉が続かなかった。何をどう言えばいいのか分からない。

　ハルとキスをしてしまった。紛れもない欲を持って。もしあのまま進んでいたら、どうなっていたのだろう。

　そう考えた瞬間、咽喉がこくりと小さく上下した。それが恐怖からなのか、それとも興奮からなのか自分でも分からない。

　可哀想なぐらい小さくなっているハルを見ていられず、桃真は片手を伸ばしてハルの背中に触れた。途端、ハルがピクリと背中を震わせる。

「ごめん、イヤだったよな……もうしないから……」

　慰めるように口に出した瞬間、ハルがパッと顔を上げた。瞳を潤ませたまま、ハルが首を左右に振る。

「ち、違います、イヤなんかじゃなくて」

「いいよ、フォローしなくて。俺だって、ハルの立場だったらイヤだもん。こんな、アンドロギュノスなんかとキスなんかするの」

　わざと笑いごとにするみたいに、空笑いを漏らしながら言う。そのまま手を引こうとすると、キツく腕を掴まれた。ハルが顔を真っ赤にしたまま、桃真へと顔を寄せてくる。

「あ、あのっ、本当にイヤじゃなくて……」

　言葉が途切れて、また間近で目を覗き込まれる。まじまじとハルを見返していると、震える声で訊ねられた。

「もっ……もう一回、して、いいですか……？」

　その声に、桃真は目を丸くした。数度瞬いてから、小さく頷く。直後、再び唇が重なってきた。数度ついばむように唇が押し付けられた後、またハルがうかがうような声で問い掛けてくる。

「しっ、舌、を、入れても……？」

　その途切れ途切れな問い掛けに、思わず噴き出しそうになった。

「そういうの聞く？」

　笑い声混じりに訊ねると、ハルは泣き出しそうに眉尻を下げた。

「ぼ、ぼくっ、こういうの、初めてで……どうすればいいか、分からなくて……」

　ひどく恥ずかしそうに紡がれる言葉に、胸の奥からじんわりと庇護欲にも似た愛おしさが込み上げてくる。ハルが可愛くて、何でもしてあげたくなるような気持ちだ。

　赤くなったハルの顔を下から覗き込んで、桃真は小さな声で囁いた。

「俺も、こういうことするの初めて」

　桃真の言葉に、うつむいていたハルが顔を上げる。その頬に滲む歓喜の色に、胸が小さく跳ねた。

「ほっ、本当ですか？」

「うん、本当」

　詰め寄るように、ハルが顔を寄せてくる。その余裕のない様子に、また笑みが零れた。

「桃真さん、モテそうなのに……」

「そうでもないよ。学校に好きな子はいたけど、全然付き合うとかなかったし」

　好きな子、という言葉を口にした瞬間、あからさまにハルの表情が曇った。しょんぼりと肩を落としてしまったハルが、か細い声で呟く。

「好きな子、いたんですね……」

　その悲しげな様子を見て、桃真は慌てて上擦った声を返した。

「でも、相手が俺をどう思ってたのかは解んないし。告白する前に、俺はアンドロギュノスになっちゃったから……」

　自分で説明しておいて、自分の言葉に落ち込んでしまった。アンドロギュノスになることがなければ、自分は今頃大学に合格して、佐久間にも告白して付き合ったりしていたのだろうか。訪れることのなかった未来を思うと、気持ちが沈む。

「そう、ですか……」

　ハルが湿っぽい声で相槌を漏らす。一気にどんよりとしてしまった空気に罪悪感を感じて、その腕を掴んで問い掛ける。

「あのさ……もっかい舌入れてみる？」

　内緒話をするみたいに囁くと、またハルの頬が赤くなった。唇を数度上下させた後、ハルがこくんと頷く。

　頷きを見てから、桃真はハルの下唇へと舌を伸ばした。ぺろりと下唇を軽く舐めると、ハルが肩を小さく震わせる。

　そのまま唇を何度も舐めていると、舌にぬめったものが触れた。唾液をまとった生温かい舌が、桃真の唇へと挿し込まれる。

　唾液を混ぜ合わせるように舌同士をぬるぬると擦り合わせながら、互いの両手をキツく握り締めた。ただ舌を絡めているだけだというのに、皮膚が震えるぐらい気持ちよかった。

「は、ぁ……きもち、ぃ……」

　無意識に言葉が零れていた。目を薄く開くと、同じように薄目で桃真を見つめているハルと目が合った。ハルの目を見ていると、胸が満たされて離れたくなくなる。

　ハルの背中へと両腕を回して、ぎゅっと引き寄せた。胸を押し付けたまま、唇を離して大きく息を吐き出す。

　桃真の背へと恐る恐る両腕を伸ばしながら、ハルが掠れた声で呟く。

「と、友達って、こういうことするんでしょうか……？」

　その声には、友達という枠組みを計りきれないといった困惑が滲んでいた。ハルの肩に額を押し付けたまま、桃真は笑い声混じりに答えた。

「さぁ、解んないな」

　なぜ自分がハルとキスしたのか、桃真自身にも説明ができなかった。自分がアンドロギュノスになったから、優しくしてくれるのがハルだけだから、偶然が重なってただの勢いでしてしまったのか、それらすべてが原因なのか。答えは出ない。

　ただ、今はっきりしていることが一つだけあった。

　ゆっくりと顔を上げると、桃真は強請るように言った。

「解んないけど、もう一回――」

　そう囁くと、あとは何も言わなくても唇が落ちてきた。








第三章　クリスマスパーティー




　完全におかしくなっている。

　上顎をくすぐるように舐める舌の感触に、ん、と小さく鼻声を漏らしながら、ぼんやりと考える。薄目を開くと、目を閉じたまま桃真に口付けているハルの顔が見えた。

　その顔を見て、まずいな、とまた頭の片隅で思う。部屋に置かれた巨大なベッドに隠れるようにして、床に座ったまま使用人の一人とキスをしている状態は、明らかに不自然だ。そう解っているのに、唇をついばむ柔らかさを感じると、頭の奥がとろりとチョコレートみたいに甘くとろけて何も考えられなくなる。

　初めて触れ合った夜から一週間、あれから毎日のようにハルとキスをしている。裏庭の木の陰だったり、カーテンの裏側だったり、周りから隠れるようにして何度もキスを繰り返していた。

　ハルとキスする理由については上手く説明できない。ただ、ハルと一緒にいると無意識に唇を目で追うようになった。あの唇に触れる機会がないかとうかがっている自分に気付いた時、桃真はひどい羞恥心に襲われた。

　だがすぐに、ハルも自分と同じだと気付いた。食事を取る桃真の唇を、ハルが食い入るように見つめていたからだ。

　互いに気付いてから、唇を合わせるまで一瞬だった。二回目のキスは貪るように始まって、すぐさま食事中だったことを思い出してそそくさと距離を取った。だが、三回目からは、ハルと目が合うだけでキスがしたくなった。

　そのせいで、この一週間だけですでに両手両足では数え切れないほど、ハルと唇を合わせている。回数をこなすうちに慣れてきたのか、ハルの舌遣いもどんどん大胆になってきていた。

　舌を舐めたり絡めるだけでなく、吸ったり噛んだりして、桃真の反応を観察する余裕もできているように見える。物覚えがいいというか、学習能力が高いのかもしれない。

「は……ぁ、る」

　口付けの合間に掠れた声で名前を呼ぶと、桃真の腰を鷲掴んでいたハルの両手が緩やかに動いた。熱い手のひらが、まさぐるように桃真の胸や内腿を這う。その感触に、身体の奥底のあらぬ場所がぢんぢんと疼いて、悶えるように腰が動いた。

　本人は無意識かもしれないが、ハルの手付きは言葉よりもよっぽど雄弁で、直接的だ。明らかにキスだけでなく『それ以上』を望んでいることが伝わってくる。

　言葉を選ばずに言えば、すごくがっついている。童貞なのは桃真も同じだが、ハルが桃真に触れる手付きには切実さというか、切迫した欲望が感じられた。

　もし桃真が自分から服を脱げば、足を開けば、きっとすぐに目の前の男に貪り尽くされる。そんな確信に満ちた予感を抱いていた。

　そして、一番性質が悪いのは、桃真自身もそれを嫌だと思っていないことだ。

　ハルに食われたい。頭から爪先まで知らない場所なんかないぐらい、唇で触れて、血が滲むほど強く噛んで欲しい。自分をハルのものにして欲しい。

　そう望んでしまう自分自身も、完全におかしくなっている。もしセックスなんかしてしまったら、お互いにタガが外れて、猿のようにヤリまくるんじゃないだろうか、と不安になるぐらいだ。

　今だって、胸を這うハルの手のひら、その親指が胸の尖りを服越しにグリッと押し潰してくる。そのまま、クリクリとほじるように爪先で弄られて、痛いような、くすぐったいような感覚に、桃真は、んんっ、と小さく声を漏らした。

「は、る……そこ、いやだ……」

　恥ずかしさのあまり途切れ途切れに漏らすと、ハルは初めて自分の仕草に気付いたようにパッと桃真から両手を離した。見る見るうちにハルの顔が真っ赤に染まっていく。行動自体は大胆なのに、身体を離すとすぐに初心うぶな少年に戻ってしまう。

「すっ、すいません……」

「別に、怒ったわけじゃないから」

　そう言いながら、少し皺の寄った服を両手で直す。変な気恥ずかしさからハルと目を合わせないまま、桃真はぽつりと問い掛けた。

「ハルってさ……俺としたいの？」

　桃真の直接的な問い掛けに、ハルは一瞬きょとんとした表情を浮かべた後、ふあッ!?　と奇妙な声をあげた。

「し、ししし、したいって……」

「……セックス、ってこと」

　ハルの挙動不審な様子に、桃真まで恥ずかしくなってくる。学校で猥談している時は、セックスなんて恥ずかしげもなく口に出していたのに。

「キスしてる時、ハルすげぇ俺の足とか胸とか触ってくるから、したいのかなって、思ったんだけど……」

　うつむいたまま、おずおずとした声で続ける。ハルは二、三度はくはくと唇を上下させた後、震える声を漏らした。

「す、すす、すいません……気持ち、悪かったですか……？」

「気持ち悪くなんかないけど、ただ……」

　ただ、の後が続かなかった。自分が何を言おうとしていたのか、それを思った瞬間、顔面が燃えるように熱くなった。真っ赤になった桃真を見つめて、ハルがパチパチと大きく瞬く。

「ごめん、今の、気にしなくていいから」

　上擦った声でそう返しながらも、変な汗がじわりと滲んでくるのを感じた。

　胸の奥で訊ねようとしていた言葉がぐるぐると渦巻く。

――ハルって、俺のことが好きなの？

　そんなことを訊ねてどうするのだろう。たとえハルに好きだと返してもらったとしても、自分はどうするのか。アンドロギュノスになった自分が、まるで普通の人のように誰かと想い合えるだなんて、そんな希望は抱いてはいけないのに。

　無意識に、口元に諦念の笑みが滲む。桃真は、話題を変えるように呟いた。

「なぁ、そろそろ着替えなくて大丈夫か？」

　自分から口に出したものの、ハンガーにかけられたドレスを見ると、またげんなりした気持ちがわき上がってきた。

　今夜のパーティーのために用意されたドレスは、肩口から鎖骨にかけてがＶ字型に大きく開いたシックなデザインをしている。胸元には金糸で薔薇の刺繍がされており、光沢のある黒いスカートはゆったりと広がっていた。その裾はウエディングドレスのように、やや床に引きずるような形をしている。上質の生地を使っているのか、ドレスは黒というよりも漆黒に近く見えた。

　そのドレスの横には、カラスの羽で作られたような黒い目隠し状の仮面が飾られている。その仮面にも所々に金粉がまぶされていて、光に当たるとキラキラと輝いて目を引く。

「こんなん珍獣みたいじゃん」

　自嘲するように呟くと、慰めるようにハルが桃真の背を撫でてくれた。

「旦那様からの紹介さえ終われば、後はそれほど長く会場にいなくても大丈夫だと思います。何かあったら、榊執事長に声をかけてください。彼がきっと上手く取りはからってくれます」

　安心させるようにハルが言う。その言葉に、桃真はうつむいていた顔をハルへと向けた。

「ハルは、会場にいないのか？」

　ぽつりと問い掛けると、ハルは一瞬だけ狼狽したように目を瞬かせた。

「僕は……会場にはいませんが、桃真さんに何かあればすぐに駆けつけます」

「本当に？」

　念を押すように訊ねてしまうのは、自分の甘えだと解っていた。桃真の甘えを見抜いたように、ハルがふっと笑みを浮かべて答える。

「はい。約束します」

　迷いなく答える声に、桃真はハルの手をぎゅっと握り締めた。そのまま、沈黙が流れる。

「……はる」

　心細く呟いて、ハルをじっと見上げる。ハルはすぐに、桃真の望みを把握したように顔を寄せてきた。

　柔らかく触れてくる唇の感触に浸りながらも、胸の奥で仄暗い不安がじわじわと膨らんでいく。

　誰かに気付かれる前に、この関係は止めなくてはいけない。買われたアンドロギュノスと使用人の一人がキスをするような関係になっていることが万が一にでもバレれば、自分だけではなくハルまでひどい目に合わされる。それこそ桃真が想像もできないような、取り返しのつかない事態になるのが解り切っていた。

　それなのに、唇に触れる温度を感じる度に、あともう少しだけ、と祈るように囁く自分の声が聞こえて、胸が苦しくなった。










　パーティーは、館内の大広間で行われるようだった。

　夕暮れ頃から招待客がやってき始めたのか、外から何台もの車の音が聞こえてきた。出窓から外を見やると、着飾った男たちが館の中へと入る姿が眼下に見えた。その姿は正統派なタキシードであったり、軍服紛いの気取ったスーツ姿の者もいる。中には女性ものの豪奢なドレスを着ている者も見て取れた。

　ドレスを着ている者は皆、髪の毛を長く伸ばしており、体付きもどこか華奢で、背丈も低かった。その上、女性を模すように胸に膨らみまで作っている。その姿は、教科書に載っていた女性そのもののように見えた。

　男性の中でも女性のような姿をする人がいることはテレビで観て知っていたが、こうやって間近で見るのは初めてだった。きっと今でも女性が生きていたら、こんな姿をしていたんだろうなとぼんやり考える。

　それに比べて、と自分の身体を見下ろす。体付きだって華奢ではないし、背だって低くない。漆黒のドレスを身にまとった極普通の十八歳の男の身体だ。ぺたんこな胸を触って、大きく溜息が零れる。

　決して女性になりたいわけじゃない。それでも、他人の見世物にされるのであれば、せめて笑われない姿になりたかった。

　出窓に腰掛けたまま、赤く塗られた指先をぼんやりと眺める。マニキュアを塗ってくれたのはハルだ。だが、そのハルも今はこの部屋にいない。せめてパーティーに出るまでは傍にいて欲しかったが、仕事があると言って出て行ってしまったのだ。

　ハルがいないと、途端に心細くなる自分がひどく弱っちく思えた。これでは親に依存している子供そのものだ。実際、自分はハルに依存し切っている。最初は利用してやろうと思ったのに、今ではハルがいないと不安で堪らない。

　出窓に座ったまま、スカートで覆われた両膝を抱える。逃げ出したい。でも、逃げられない。この悪夢のような世界からの逃げ出し方が解らない。

　目元が潤みそうになった時、扉を叩く音が聞こえた。開かれた扉から、榊が顔を覗かせる。

「お時間です。参りましょう」

　その言葉に、桃真は片手に仮面を握り締めて、のろのろと出窓から降りた。










　大広間の扉を開いた瞬間、光の粒がパァッと目の奥で弾けたような感覚を覚えた。まるで昼間と見紛うほど、パーティー会場はまばゆい光で満ちている。

　パチパチと瞬いて、目を光に慣らす。ようやく視界が明るさに慣れるのと同時に、こちらをじっと眺めている何百もの視線に気が付いた。会場に溢れるほど入っている客たちの眼差しが、桃真へとまっすぐ向けられている。

　食い入るような視線に気付いた瞬間、ひくりと口角が戦慄きそうになった。咄嗟に榊の後ろに隠れようとするが、榊に無言でねめつけられた。

「一礼してください」

　そう促されて、逃げ出しそうになる足を踏みとどめて、会場へと視線を向けた。

　部屋の奥にはまるでお伽噺の世界のような大階段が据え付けられていて、その下はダンスホールになっている。ホールの端には舞台がもうけられており、楽団が生演奏を披露している。反対側の壁際には、軽食が取れるように幾つもの長テーブルが用意されていた。その上には所狭しと豪華な料理が並べられており、周囲では使用人たちが忙しなく動き回っている。

　会場の様子を眺めてから、桃真はぎこちなく一礼した。途端、ワァッと大きな歓声と拍手が聞こえてきた。

　桃子様や聖女様と呼ぶ声に混じって、お世辞のつもりなのかお美しいと感嘆する声まで耳に届く。その声に、ひどく苦々しい気持ちがわき上がってきて、胃の奥がじくじくと痛むのを感じた。

　そのままうつむいていると、黒いタキシードを着た財前がこちらへと歩いてくるのが見えた。肉がみちみちに詰まったタキシード姿の財前は、何だか太ったペンギンみたいに思える。財前の顔には、まるでオペラ座の怪人のように顔面の左半分を覆う銀色の仮面が付けられていた。

「おおおお、桃子さんっ、まるで海から上がってきたミューズのように神々しく、誰もが見惚れてしまうお姿ですね。ここに画家がいれば、貴女の姿を描かずにはいられないでしょう。私もとても誇らしいですよ」

　いつもながら本気なのか冗談なのか解らない声を掛けてくる。桃真が引き攣った笑みを返すと、財前は当然のように桃真の手を掴んできた。べったりと湿った手のひらの感触に、皮膚が粟立ちそうになる。

「招待客の皆様に、桃子さんをご紹介しますね。ご安心ください、どの方も素晴らしい紳士ばかりですよ」

　自分よりも背の低い財前に手を引かれながら、覚束なく歩く。その間も、好奇に満ちた眼差しやひそひそと囁く声が全身に突き刺さるようだった。

　財前は招待客のもとに桃真を連れ回して、ひたすらペチャクチャとお喋りをし続けた。見知らぬ男たちに、値踏みするように全身を見られるのは耐え難い時間だった。皆仮面越しに、珍獣でも見るようなニヤついた眼差しで桃真を眺めている。桃真はただただ心を無にするように、じっと足下を見つめ続けた。

　財前に媚びを売っているつもりなのか、男たちが口々に桃真の容姿を褒め称えるのもひどく気持ちが悪かった。

「財前さんが聖女様をお迎えしたのは存じておりましたが、まさかこんなにも美しい方とは思いもしておりませんでしたよ」

　中世貴族のような緑色の衣装を着た老齢の男が、あからさまに桃真を褒めそやす。その言葉を真に受けているのか、財前は口元を満足げに緩めていた。

　財前の嬉しげな様子を見て、老齢の男が意気込んだように続ける。

「聖女様は、やはり肌艶が違いますね。きめ細かくて、まるで肌が発光しているようですよ。うちの家内も高い化粧品を買ってエイジングケアとやらに励んでいますが、聖女様とは比べものになりません」

　うちの家内というのは、おそらく老齢の男の横に立つドレス姿の青年だろう。還暦は過ぎているであろう皺だらけの老年男性に対して、青年はどう見積もっても二十代にしか見えなかった。

　青年はスカートが左右に大きく広がったロココ調の赤色のドレスを着ていた。老齢の男の緑色の衣装といい、クリスマスカラーのつもりだろうか。

　仮面越しにも、青年が美しい顔立ちをしているのが判った。編み込まれたミルクティー色の長い髪の毛が、華奢な肩に緩く掛かっている。

　青年は桃真と比較されたことに一瞬ムッと顔を顰めたが、すぐさまその唇に柔らかな笑みを浮かべた。

「あら、貴方ったら私なんかが聖女様の美しさに適うはずがないじゃありませんか。比べるのも野暮というものですよ」

　そう返す声音まで、男のものとは思えないほど高く柔らかい。

「おお、そうだなぁ。財前さん、大変失礼しました」

　老齢の男が大袈裟な仕草で頭を掻く。その様子を眺めながら、財前は変わらずふくふくとした笑みを浮かべて言った。

「いえいえ、東堂夫人のお美しさはかねがねお伺いしておりますよ。本日は仮面に隠されていて、大層残念なことです」

「ふふ、お褒めのお言葉ありがとうございます。ですが、大輪の薔薇の前では、私の姿なんてぺんぺん草も同然ですわ」

　おほほ、とわざとらしい笑い声が聞こえる。まるっきり幼稚園児が貴族ごっこでもしているような、三文芝居じみた会話だと思った。

　居心地の悪さに桃真が身をかすかに捩らせた瞬間、不意に二の腕にひやりとした手が触れてきた。息を呑んで視線を向けると、東堂夫人と呼ばれた青年が桃真の腕にそっと手のひらを添えていた。

「どうかなさいました、桃子様？」

「あの……お手洗いに行きたくて……」

　誤魔化す言葉が思い付かず、苦し紛れに呟く。桃真の言葉を聞くと、東堂夫人は軽く小首を傾げて言った。

「あら、では、私もご一緒しますわ」

「いえ、俺はひとりで――」

　断ろうとした瞬間、突然財前が興奮した様子で割って入ってきた。

「どうぞどうぞ、お二人で行くべきですよっ。女性たちの多くは、友人たちと連れ立って手洗いに行っていたと文献で読んだことがあります。おお、素晴らしい。まさかこんなところで女性たちの仲睦まじい姿を見ることができるとはっ」

　感動に打ち震えている財前の姿に、思わずドン引きしそうになる。ただトイレに行くだけだと言うのに、何がそんなに嬉しいのか。

　財前のお墨付きを貰えたことで、もう承諾は取れたものと思ったのか、東堂夫人がするりと桃真の腕に絡み付いてくる。

「それでは、行きましょう。桃子様」

　拒絶することもできず、桃真は罪人のような足取りでよろよろと歩き出した。

　その時、再びワァッと大きな歓声が聞こえてきた。驚いて立ち止まると、ちょうど会場の扉から二人の男が入ってくるのが見えた。

　一人は、奏一だ。シャンパンゴールド色のタキシードを着て、その目元には金色の仮面を付けている。仮面が大きめなのは、おそらく額のコブを隠すためなのだろう。周りの招待客へと挨拶するように、奏一が軽く頭を下げているのが見える。

　そして、奏一の斜め後ろには、真っ白な燕尾服を着た少年が立っていた。その目元には、白鳥の羽で作ったような純白の仮面が付けられている。

　その少年を見た瞬間、桃真は驚きに目を見張った。着ているものだけでなく、少年の髪色まで真っ白だったからだ。奏一と一緒に入ってきたということは、おそらく白髪の少年が遙一なのだろう。遙一はうつむいたまま、誰とも視線を合わそうとしない。

　だが、遙一はふっと視線を上げると、何かを探すように辺りへと視線を彷徨さまよわせた。その眼差しが桃真へと向けられた瞬間、一瞬息が止まるような感覚を覚えた。遠目からでも判るぐらい、遙一の目は赤かった。まるで白兎のようだ。

「アルビノ？」

　無意識に唇から声が零れていた。

　遙一は桃真と視線が合うと、慌てたように視線を揺らして、再びうつむいてしまった。塞ぎ込むようにうつむいた遙一へと、招待客たちが我先にと近付いていく。遠くからでも、遙一が作った薬を褒めたたえる声や、次は自分の会社と共同開発して欲しいと訴える声が聞こえてくる。

　その光景を見ていると、榊が言っていた『金の卵をうむ鶏』という言葉を思い出した。皆が鶏のご機嫌を取ろうと必死になっている。

　ぼんやりとその様子を眺めていると、耳元に柔らかな声が聞こえてきた。

「桃子様の旦那様がたは人気者ですわね」

　笑いを含んだ声音に、咄嗟に東堂夫人の腕を振り払いそうになった。

「旦那なんかじゃない」

　東堂夫人をねめつけながら、唸るように呟く。途端、東堂夫人は口角に笑みを滲ませた。じっと桃真を見つめた後、潜めるような声で訊ねてくる。

「なぁ、本当にトイレ行きたい？」

　そう問い掛けてくる声は、先ほどまでの高い声音とは正反対な、カラッと乾いた男性の声だった。その声に軽く目を見開きながらも、桃真は首を左右に振った。

「じゃあ、こっち来いよ」

　有無を言わさず絡まった腕をぐいっと引かれる。連れて行かれたのは会場から続いているバルコニーだった。まだパーティーが始まって間もないためか、広いバルコニーには他に誰の姿もない。

　ガラス戸からバルコニーに出た瞬間、冷たい風が皮膚を撫でた。ドレスの薄い生地越しに、冬の空気が全身に染み込んでくる。

「さむっ」

　東堂夫人が両腕を軽くさすりながら呟く。バルコニーの奥まで進むと、東堂夫人は石製の手すりに背を凭れ掛けた。そのまま、胸元から銀のシガレットケースを取り出すと、煙草を一本指先に摘んで桃真へと視線を向けてくる。

「お前も吸う？」

「……まだ十八なんで吸えないです」

　そう断ると、東堂夫人は小馬鹿にするように口角に笑みを浮かべた。

「真面目ちゃんだな」

　すげぇ苦労しそう、と他人事のように呟いて、東堂夫人が煙草に火を付ける。その慣れた仕草は、気品のある女性の姿とは正反対に、どこか崩れた男臭さを感じさせた。冬の空気に混ざって、紫煙の匂いが漂ってくる。

　真っ白な紫煙を空中へと向かって吐き出すと、東堂夫人はうんざりした声で言い放った。

「あー、沁みるぅ。ずっと吸いたかったんだよ。あん中、ジジイ共の加齢臭と香水のせいでくっせえだろう」

　煙草を摘んだ東堂夫人の指先が会場へと向けられる。視線を向けると、ダンスホールで何人もの招待客たちが踊り始めているのが見えた。皆ダンスに夢中になっているのか、バルコニーへと視線を向けている人はいない。

　煌びやかなホールの中で、男性と女性の姿をした男性が踊る光景を見て、どうしてだかひどい気味の悪さを感じた。失ったピースの代わりに違う形のピースを無理やりねじ込んでいるような、そんな不快感が皮膚をざわつかせる。

「くさい、っていうか……」

「ていうか？」

「気味が悪い」

　あけすけな桃真の言葉に、東堂夫人は一瞬目を丸くした後、ぶはっと大きく噴き出した。背中を丸めてゲラゲラと笑い声をあげている。

「無口なのかと思ったら、案外言うねぇ」

　笑いながら東堂夫人が、煙草を挟んだ指先で器用に自分自身を指さす。

「俺も気味が悪ぃ？」

　その言葉は嫌味には聞こえなかった。ただ、純粋に面白がっているような声音だ。

　桃真は慌てて首を左右に振ると、たどたどしく言った。

「あなたのことじゃなくて……」

　上手く言葉にできなくて、言葉が咽喉の奥で詰まる。東堂夫人は答えを待つように、煙草を吸いながら横目で桃真を見つめてきた。その眼差しから視線を逸らして、桃真は再びダンスホールへと視線を向けた。

　煌びやかな舞台、豪華絢爛なドレス、楽しげに踊る人々。完成されているようで、何もかもが歪な、つぎはぎだらけの世界。女性がいないからじゃない。この世界が壊れていることを直視せず、誰もが目を逸らし続けているからだ。

「みんな見ないフリをしてるから、だから気味が悪い」

　そうぽつりと呟いた瞬間、東堂夫人は、ふっ、と紫煙を吐き出しながら小さく笑った。

「やっぱり真面目ちゃんだなァ。本当のことを言ったら『おしまい』じゃん」

「おしまい？」

「都合の悪い真実を言う奴は、爪弾きにされる」

　たわむれるように言い放って、東堂夫人が煙草の灰をピンと指先で弾く。その暗喩じみた仕草を見て、かすかに顔が歪んだ。

「じゃあ、本当のことは何も言わずに、周りに媚びへつらって、へらへら笑ってりゃいいのか」

　噛み付くように言い返すと、東堂夫人はわずかに肩を竦めた。その口元に淡い笑みが浮かぶ。手のかかる弟でも眺めているような表情だ。

「俺は、もっと上手に生きろって言ってんだよ」

「上手く生きる？」

　無言で見据えていると、東堂夫人が自身の隣を示すようにぽんぽんと手すりを軽く叩いた。その仕草を見て、警戒しながらも手すりへと近寄る。手すりに緩く背を凭れ掛けた途端、東堂夫人が桃真の肩へと猫のように寄りかかってきた。

「もうお前も俺も戻れないんだから、この世界で生きていくしかないんだよ。この世界だって、開き直って生きてみれば案外悪くないと思えるかもしれない。だろ？」

　それは諦めの言葉というよりも、先生が生徒に優しく諭すような声音に聞こえた。その声に、込み上げていた怒りがゆっくりと鎮火していく。ちらと視線を向けると、東堂夫人は煙草を一吸いしてから呟いた。

「こんな世界なんだから、しぶとく、図々しく生きねぇと」

　そう続けられた言葉は、自分でも予想外に心臓に染み込んできた。しぶとく、図々しく生きる。その言葉に、どうしてだか少しだけ気持ちが落ち着くのを感じた。

　冷えた肩に東堂夫人の体温がじわりと染み込んでくるのを感じながら、桃真は緩く息を吐き出した。

「あの、東堂さん」

「ナオ」

「え？」

「ナオコって呼ばれてるけど、本当はナオ」

「ナオさん」

　そう呼ぶと、ナオはにっこりと笑った。二十代の青年らしい、溌剌とした笑顔だ。

「ナオさんは、今がイヤじゃないんですか？」

　無神経な質問だと自分でも思ったが、問わずにはいられなかった。へにゃりと眉を下げた桃真を見ると、ナオはおかしなものを見たように目を細めた。

「まぁ、女のフリして爺さんに抱かれるのは最悪だけど、そう悪いことばっかでもないよ」

　不思議そうに桃真が首を傾げると、ナオは耳元にそっと唇を寄せてきた。紫煙の苦い匂いが強くなる。

「あいつが死ねば、遺産は全部俺のものだからな」

　無邪気に言い放たれた言葉に、桃真は一瞬ギョッと目を見張った。だが、ナオはニヤニヤと楽しげな笑みを崩さない。

「遺産目当ての関係ってやつ？　俺みたいな奴は、あの中にもたくさんいるよ。女みたいな見た目の男を連れ歩きたがる金持ちジジイはたくさんいるからな」

　ナオが顎で会場の方を示す。確かに女性のドレスを着た美しい男性たちは、皆年輩の男性とペアになっている。全員ではないだろうが、何人かは遺産目当てでパートナー関係を結んでいるのかと思うと、中々凄まじいものがあるなと思った。

　じっと会場を見つめていると、腕に擦り寄ってきたナオが猫撫で声で囁いてきた。

「俺のこと軽蔑する？」

　試すような声音に、桃真は緩く首を左右に振って答えた。

「いや……なんか、むしろ安心したかもしれない」

「安心？」

「みんながみんな、イヤな思いをしてああいう格好してるわけじゃないって解って」

　そう呟いた瞬間、ナオはどこか驚いたように目を見開いた。その直後、また大きく噴き出す。

「そ、そこぉ!?　ちょっと視点がおかしくなぁい？」

　笑い声混じりに言われて、桃真はムッと眉を顰めた。

「自分が望んで、望んだ姿をするのはいいけど、自分が望んでないのに、無理やり違う何かに変えられるのは辛いことだから、そういう人がたくさんいなくて良かったって、思って……」

　上手く言葉にできないのがもどかしい。

　自分が自分でいられない、自分じゃないものに勝手に変えられていくのがどれほど苦しいことか知っている。だから、他の人も無理やり強いられているのでなければ良かったと単純に思っただけだ。

　桃真の拙い説明に、ナオは鼻がかった笑い声を漏らした。

「そうだよ。俺だって超美人だろォ？　どんな美女が生き残ってても、俺が一番にモテる自信あるぜぇ」

　語尾を上げながら、ナオが両腕をくねっと動かしてセクシーなポーズを取る。そのわざとらしいポージングに、桃真は小さく噴き出してしまった。

　そのまま笑い声を漏らしていると、不意に口元へとぐいっと煙草の吸い口が近付けられた。赤い口紅がついた吸い口を見つめていると、ナオが柔らかな声で囁いてきた。

「お前、もっと悪いこと知った方がいいよ」

　小さな子に言い聞かせるような声音に、桃真はナオの瞳をじっと見つめた。

「悪いことって、煙草とか？」

「煙草とか色々もろもろオールトゥゲザー」

　その言い方が面白くて、思わず、ふくく、と変な笑い声が漏れてしまう。桃真の笑い声を聞いて、ナオも、くふふ、と笑い声を漏らす。

　そのまま煙草を咥えようと顔を寄せた瞬間、不意に突き刺すような声が聞こえてきた。

「何をしてるッ！」

　唐突な怒声に、ビクッと肩が震える。視線を向けると、バルコニーの扉の前に立っている遙一の姿が見えた。遙一は射るような眼差しで、ナオを見据えている。

「は……何？」

　思わず唖然とした声が唇から零れていた。遙一から声をかけられたのも初めてだというのに、なぜ突然怒鳴られなければならないのか。

　桃真が硬直していると、荒い足取りで遙一が近付いてきた。そのまま、二の腕を乱暴に掴まれて、ナオから引き剥がされる。

　その様子を見て、ナオが笑いながら唇を開いた。

「あらあら、嫉妬深い旦那様ですねぇ」

　先ほどと同じ、女性のように高い声だ。揶揄やゆするようなナオの言葉に、遙一はますます不機嫌そうに眦を尖らせた。

　だが、それ以上何も言わずに、踵を返して歩き出した。腕を掴まれた桃真も、無理やり引っ張られていく。

「おい、何なんだよっ！」

　会場から引っ張り出される桃真の姿に、招待客たちがざわついているのが聞こえる。夫婦喧嘩か？　などと聞こえてきた声に、カッと頬が熱くなるのを感じた。

　会場から出ても、遙一の足は止まらない。長い廊下を進んで、人気のない階段を黙々とのぼっていく。だが、階段を上がる途中で、右足からヒールがすっぽ抜けた。

「ちょっ、なぁ、靴が……」

　慌てて遙一の背中に声を掛けるものの、遙一は振り返ろうともしない。その姿に腹立たしさが込み上げて、桃真は遙一に掴まれた腕を一気に振り払った。途端ハッとしたように、遙一が振り返ってくる。

「何なんだよ、お前っ！　何か言えよッ！」

　階段の踊り場に佇たたずんだまま、桃真は自身の仮面を剥ぎ取って、まっすぐ遙一を睨み付けた。遙一は途方に暮れたように立ち尽くしたまま、何も答えようとはしない。その姿に、ますます苛立ちが込み上げた。

「人のこと勝手に連れ出しておいて、言い訳もねぇのかよ」

　吐き捨てるように呟いて、踵を返す。だが、階段を降りようとした瞬間、再び腕を掴まれた。

　癇癪を起こしそうになりながら振り返ると、桃真の腕を掴んだまま遙一が深くうつむいていた。まるで子供が親に行かないでと縋っているような姿だ。

　その姿を見た瞬間、何ともいえない複雑な感情が込み上げてきた。腹が立つのに、捨て置くのも何だか罪悪感が募るといった気持ちだ。

　立ち止まったまま、桃真はぽつりと呟いた。

「お前、ほんと何なんだよ……。何か言いたいことあんなら言えよ」

　そう促すと、長い沈黙の後に、ひどくか細い声が聞こえてきた。

「……あの人のところに、戻らないでください」

「あの人？」

　小さい声で聞き取りづらいし、そもそも『あの人』というのが誰かも解らない。遙一がうつむいたままボソボソと言葉を続ける。

「……あの綺麗な人と、キスをしないでください」

　その言葉で、ようやくあの人というのがナオのことだと解った。確かに会場側からの角度では、煙草へ顔を寄せる桃真の姿は、ナオとキスしようとしているように見えたのかもしれない。

「別に、キスしようとしてたわけじゃないし」

　呟くと、首が折れそうなぐらいうつむいていた遙一がバッと顔を上げた。兎のように赤い瞳が、それは本当ですか、と訴えているのが見て取れた。

　だが、その眼差しに違和感を感じる。どうして、遙一は初対面の桃真に対して、こんなことを言ってきているのか。まるで嫉妬でもしているように。

　まじまじと遙一を見つめていた瞬間、不意に気付いた。

「は？」

　唇から勝手に声が零れる。目を見開いた桃真を見て、驚いたように遙一が後ずさろうとする。だが、今度は桃真の方が遙一の腕を掴んで引き留めた。手首をキツく握ったまま、もう片方の手で遙一の下顎を鷲掴む。

　唐突な桃真の行動に、遙一が大きく身体を震わせる。その震えにも構わず、桃真は遙一へと顔を寄せた。

　遙一が顔につけている仮面、その目元のわずかな隙間から小さなほくろが見える。右目の下にある、少し薄いほくろ。ハルと初めてキスをした時に、桃真が指でなぞった――

　そう思った瞬間、手が勝手に動いていた。遙一の下顎を掴んでいた手を動かして、目元を隠す仮面を強引に毟り取る。床に投げ捨てられる仮面を見て、遙一が「あっ」と小さく悲鳴を漏らした。

　桃真は掴んだ手首を引き寄せて、遙一の顔を間近で見据えた。仮面の下から見えた顔は、悲しいくらい見覚えがあった。髪色が違っていても、間違えるはずがない。

「ハル」

　呟いた瞬間、痛みを堪えるように遙一の顔が歪んだ。だが、その表情を見た瞬間、一気に怒りが込み上げた。なんで、どうして、お前が傷付いた顔をする。

　噴き上がった怒りのままに、桃真は右手を振り上げると、遙一の左頬を一気に張り飛ばした。手のひらに柔い肉と硬い頬骨の感触が走った瞬間、パンッと高い打擲音が鳴る。

　殴られた衝撃でたたらを踏んだ遙一が、仰ぐようにして桃真を見た。ハルが桃真を見る時の、悲しげな眼差しと同じだ。

「ふっ、ざけんなよお前ッ！」

　自分の咽喉から甲高い怒声が溢れた。唇から、フー、フー、と威嚇する猫のような荒い息が漏れ出る。言葉にできない憤怒で頭の中がぐちゃぐちゃで、体内の血が沸騰しながら全身を駆け巡っていた。

　頬を赤く腫らした遙一が眼差しを伏せたまま、震える声を漏らす。

「ご、ごめんなさ――」

　それ以上、聞きたくなかった。手を振り上げて、もう一度遙一の左頬を張り飛ばす。当たりどころが悪かったのか、今度はバヂンッと鈍い音が上がった。

　頭をガクンと揺らした遙一が床に片膝を付く。殴られた拍子に歯が当たったのか、遙一の下唇から血が滲んでいるのが見えた。その赤色を見ても、頭は醒めるどころか、ますます怒りで煮え滾っていった。

　遙一を見下ろしたまま、桃真は震える声を漏らした。

「最初っから騙してたのか。使用人のふりして、買われたアンドロギュノスを近くで眺めて、せせら笑ってたのかよ」

　衝動のまま、唇から言葉が溢れてくる。自分が吐き出した言葉に、両手がわなわなと震えた。

　勢いよく顔を上げた遙一が、上擦った声を漏らす。

「ちっ、ちが、います……僕は……」

「何が違うって言うんだよッ！」

　こんなのは完全にヒステリーだ。自分でもそう解るからこそ、余計に苦しかった。自分で自分の感情を制御できないのが苦しい。

　両手で自分自身の髪の毛を鷲掴んだまま、桃真は呻くような声で続けた。

「何にも知らない家畜が懐くのは楽しかったかよ。わぁわぁ馬鹿みたいに泣いて、縋り付いて、キスまでして……馬鹿みたいだっただろう。なぁ、笑えたか？　笑えただろ？　笑ったって言えよッ！」

　もう思考も感情も支離滅裂だ。やけくそになったように哄笑こうしょうを漏らすと、遙一の顔が苦しげに歪んだ。

「……桃真、さん」

　遙一の姿で、ハルと同じ呼び方をするのが許せなかった。噛み締めた奥歯がガギッと鈍い音を立てる。

「呼ぶなッ！　二度と、お前に桃真なんて、呼ばれたくない……」

　弾けるように叫んだ声が、徐々に尻すぼみになっていく。キツく握り締めた拳がみっともなくブルブルと震えて、咽喉がぎこちなく上下に動いた。どうしてだか、目の前の光景がぼやけている。

　遙一が目を見開いて、桃真を見つめている。その驚愕の眼差しを見て、ようやく自分が泣いていることに気付いた。両目からぼろぼろと涙が溢れ出して、頬を伝っている。

　ハルを信用して依存していた自分自身が、惨めで堪らなかった。浅はかで、なんて馬鹿だったんだろうか。誰も信じてはいけないと解っていたはずだったのに。むしろ自分の方が利用してやろうと思っていたのに。どうして自分は――ハルを好きになってしまったんだろう。

　ハルへの好意を自覚した瞬間に、何もかも嘘だと解ってしまった。与えられた優しさも温もりも、全部本物ではなかった。ハルなんていう少年は最初から存在していなかった。

　それが解った瞬間、全身が鉛のように重たくなった。目の前が緞帳でも下ろしたように暗くなって、全身の感覚が遠くなる。

　頬を伝っていく涙を力なく拭うと、桃真は片足だけ残ったヒールを床に脱ぎ捨てた。そのまま、よろよろと鈍い足取りで歩き出す。

　だが、歩き出すと同時に、手首を掴まれた。床に片膝を付いたまま、遙一が桃真の手首を握り締めている。

「行かないで」

　縋るような遙一の声に、桃真は冷めた眼差しを返した。

「離せ」

「お願いです、話を聞いてください」

「何も聞きたくない」

　頑なな拒絶を返す。だが、遙一は桃真の手を離そうとしない。

　遙一は泣き出しそうな表情で桃真を見つめたまま、小さな声で囁いた。

「好きです、桃真さん」

　悲しげな告白に、もう心は何一つ動かなかった。

　何を今更言うんだ。お前の好きなんて言葉には、何の意味もない。桃真が好きだったのは遙一ではなくハルだ。もうこの世界のどこにもいない少年だ。

「あなたが好きなんです」

　切々と訴えてくる遙一の声に、またふつりと怒りが込み上げてきた。憎悪が眼球の奥で渦巻いて、桃真の目を赤く血走らせる。

「俺は、お前なんか大嫌いだ」

　口に出した瞬間、遙一の顔色がふっと白くなるのが見えた。その顔を見据えたまま、鈍い声で続ける。

「もう二度と、お前の顔なんか見たくない」

　そう吐き捨てると同時に、遙一の手から力が抜けた。するりと滑り落ちていく手へ視線も向けず、桃真は遙一に背を向けて歩き出した。










　どこへ続いているかも解らない暗い廊下を、ぼんやりと歩いていく。カーペット越しとはいえタイツしか履いていない素足が冷えて、爪先が鈍く痛み出していた。

　目からは惰性のように涙がほろほろと零れている。時折手の甲で拭うものの、涙が止まる気配はない。

　時間が経つにつれて、遙一を殴った手がぢんぢんと痺れてきた。手のひらを見やると、薄闇でも赤く染まっているのが判る。だが、遙一はもっと痛かっただろうと思う。二度も同じところをぶったから、明日には青紫色の痣になるかもしれない。

　そう思うと、また思い出したようにボロッと大粒の涙が零れ落ちた。

　先ほどの自分の行動や言葉が繰り返し頭を過ぎる。

　遙一を殴ってしまった。言い分を聞かず、一方的にひどい言葉を浴びせかけた。思い出せば思い出すほどに、自分自身の行動に死にたくなってくる。

　本当は解っていた。たとえハルが遙一だったからといって、ハルに与えてもらった優しさがなかったことになるわけじゃないって。

　ハルは、桃真を気遣ってくれた。ハルは、誰よりも優しくしてくれた。ハルは、あんなにも愛おしく触れてくれた。それだけで十分だったはずなのに。

　それなのに、たったひとつの嘘で、何もかもが信じられなくなった。

　嗚咽が咽喉に詰まって、唇が震える。薄暗い廊下で立ち止まって、桃真は迷子のようにしゃがみ込んだ。

　嘘をつかれたことが許せなかったんじゃない。ただ自分は、ハルの口から全部嘘だったと言われるのが怖かったのだ。労りも、優しさも、キスすらも、嘘だったんだと言って欲しくなかった。だから、自分から嘘だと決め込んで、責め立てた。その方が、自分が傷付かないから。

　そう解った途端、堪らない自己嫌悪がわき上がってきた。

「クソサイテー、じゃん……」

　唇から勝手に独り言が零れていた。

　アンドロギュノスになった自分が嫌いだ。似合わないドレスを着ている自分が嫌いだ。それ以上に、自分が傷付きたくないから他人を傷付ける自分自身が、反吐が出るくらい大嫌いだった。

　両膝を抱えたまま、ぐずぐずと情けなく鼻を鳴らす。これからどうすればいいのか、どこへ行けばいいのか、何も解らなかった。もう頼れる相手はどこにもいない。

　そのまましゃがみ込んでいると、突然背後から男の声が聞こえてきた。

「どうしました？　ご気分でも悪いんですか？」

　振り返ると、二人の若い男が暗がりに立っているのが見えた。招待客なのか、二人ともシンプルなタキシードを着ていて、顔上半分を黒い仮面で隠している。

　男たちの口元に浮かんだ薄ら笑いを見た瞬間、背筋がぞわりと隆起するのを感じた。

「い、え……大丈夫です」

　口早に答えて、立ち上がる。だが、足を進めようとした瞬間、目の前に大きな影が立ちふさがった。縦にも横にも大柄な男が、桃真の行く先を遮るように立っている。その男も、背後にいる二人の男と同様のタキシードと仮面をつけていた。

「靴も履いていないじゃないですか。それでは、さぞかし足が冷たいでしょう。私が抱きかかえて差し上げますよ」

　大柄な男がにやついた声をあげる。後ろを見れば、二人の男がゆっくりとした足取りで迫ってきているのが見えた。

　前も後ろも塞がれたと思った途端、皮膚がすぅっと凍えた。

　流石に、目の前の男たちが親切心から声をかけてきたのではないことぐらい解る。おそらく桃真が想像するよりも、まずい状況になっていることも。動悸が激しくなって、上手く呼吸ができずに咽喉が引き攣る。

　どうする。どうすればいい。思考が空回りして、吐き気がする。

「あ、の……気分が、悪くて……」

　両腕で腹を抱えたまま、途切れ途切れな声で呟く。途端、笑みを深めた大柄な男がぬっと手を伸ばしてきた。

「それはお可哀想に。私が温めて差し上げましょう」

　大柄な男の演技がかった声に、後ろの二人の男が仄暗い笑い声を漏らすのが聞こえた。虫を千切る子供のような、残酷さが滲んだ笑い声だ。

　大柄な男が、桃真の二の腕を掴もうとする。その瞬間、反射的に身体が動いていた。サッカーボールを蹴り飛ばすように、大柄な男の左膝頭の側面へと右足の甲を叩き付ける。右足の甲に鈍い痛みが走るのと同時に、ゴギッと鈍く嫌な音が聞こえた気がした。大柄な男が鋭い悲鳴をあげる。

　大柄な男の身体がぐにゃりと傾いで、そのまま床へと横倒しになるのが見えた。左膝を抱えて、大柄な男が言葉にならない大声をあげて喚いている。その姿を二目見ぬうちに、桃真は全速力で走り出していた。

　暗い廊下を必死に駆ける。すぐさま後ろから二人の男が追いかけてくる足音が聞こえてきた。

「逃がすなッ！」

　その言葉に、心臓がギュウッと萎縮するのを感じた。捕まったら一体自分はどうなるのか。

　ドレスの長い裾が邪魔で、片手でスカートを鷲掴んだまま無我夢中で走り続ける。階段を三段飛ばしで降りて進んでいくと、見覚えのある扉が視界に入った。裏庭へと続く扉だ。

　ほとんどタックルするような勢いで扉へと飛び付いて開く。そのまま、裏庭の森へと走り込んだ。

　走っている間も、風に揺られて草木がざわざわと音を立てているのが聞こえる。

　せめて一号と二号がいる犬舎までたどり着けば何とかなるかもしれない。一抹の望みに賭けて走り続けるが、突然何かに掴まれたように身体がつんのめった。走っていた勢いを殺し切れず、前のめりに倒れる。

「ぃっ……！」

　地面にぶち当たった四肢が痺れるように痛む。うつ伏せに倒れたまま振り返ると、ドレスの裾が藪に引っかかっているのが見えた。

　慌てて起き上がって、藪に絡まった裾を外そうとする。だが、それよりも早く二つの足音が近付いてきた。

「追いかけっこは終わりですか？」

　笑い声混じりの問い掛けに、冷汗が額に滲んだ。地面に座り込んだまま、男たちを見上げる。男たちはニヤニヤと笑ったまま、桃真を見下ろしていた。

「随分と凶暴な聖女様ですね。可哀想に、あいつの足は折れてるかもしれない」

　あいつ、というのは先ほどの大柄な男だろう。膝頭を真横から思いっ切り蹴ったのだから、骨が折れていてもおかしくない。

　嫌な汗が止まらない。尻餅をついたまま、それでも後ずさるように両足が地面を蹴り飛ばす。その時、男の一人がしゃがみ込んで、桃真の左足首を鷲掴んだ。じっとりと汗で湿った手のひらの感触に、鳥肌が立った。

「悪いことをする足は折ってしまいましょうか」

　その楽しげな声に、ヒッと咽喉が小さく悲鳴を漏らした。もう一人の男が上擦った声をあげる。

「おいっ、傷は付けるなって言われてるだろうが」

「逃げられる方が困るだろうが。両足折ってりゃ新しい家からも逃げられなくなるから丁度良いだろう」

　新しい家という言葉に、また震えが走った。桃真の左足を掴んだ男がねっとりとした笑みを向けてくる。

「新しいおうちでも可愛がってもらえると良いですね」

　嘲笑混じりの声に、咄嗟に引き攣った声が漏れた。

「や、め――」

　その時、不意に暗がりの奥から小さな声が聞こえてきた。

「一号、二号、行け」

　同時に藪が揺れる音が響いて、突然二つの黒い塊が暗闇から踊り出てきた。まるで黒い弾丸のように、男たちへとまっすぐ飛び掛かっていく。

「うわぁッ！」

　男たちが驚愕の声をあげながら、黒い塊から逃れようと身を捩る。よく見ると、それは二匹の黒い犬だった。一号と二号だ。

　一号と二号は、獰猛な唸り声を漏らしながら、男たちの腕や足に噛み付いている。

「くそっ、離せッ！」

　男たちが叫びながら、犬たちを蹴り飛ばそうとする。だが、俊敏な犬たちは振り回される腕や足を上手く避けて、男たちに攻撃を繰り返していた。

　その時、二匹の犬とは反対方向から白い影が飛び出してきた。よく見ると、それは右手に何かを握り締めた遙一だった。

　男たちの一人の首に、遙一が右手に握り締めた小さな筒のようなものを突き出す。よく見ると、筒の先端には幾つも短い針が取り付けられていた。それはハンコ注射のようにも見える。

　首を針で刺された男が、驚いたように自身の首へと手を押し当てる。だが、その直後、男の身体が地面へとバタリと倒れた。その四肢がピクピクと小刻みに痙攣しているのが見える。

「おっ、おまえっ……！」

　もう一人の男が叫び終わるよりも早く、上半身を屈めた遙一が男の太股へと筒の先端を勢いよく突き刺した。すぐさま糸が切れた人形のように、男の身体がぐにゃりと地面へと崩れていく。

　二人の男が地面へと倒れたのを見ると、遙一は立ち尽くしたまま大きく息を吐き出した。一号と二号は警戒するように、辺りをぐるぐると走り回っている。

　荒い息に肩を上下させながら、遙一が桃真を見やる。瞳孔が開いた赤い眼球を見た瞬間、無意識に身体がビクッと跳ねた。

「だ、大丈夫ですか……？　どこか、怪我は……」

　遙一がふらふらとした足取りで桃真へと近付いてくる。だが、桃真の震えに気付くと、ピタリと足を止めた。そのまま途方に暮れたように立ち尽くす。

　遙一が桃真を見つめている。その左頬は、赤く腫れ上がっていた。青紫色に変わりつつある痣を見た瞬間、桃真はぽつりと呟いていた。

「どうして、来たんだ」

　桃真の問い掛けに、遙一が悲しげに視線を伏せる。その顔を見つめたまま、桃真は続けた。

「俺、お前のこと、二回も殴ったのに。たくさんひどいこと、言ったのに」

　助ける理由も、価値もないはずだ。こんなひどい奴、見捨てるのが当然なのに。

「どうして、助けに来るんだよ……」

　助けてもらって感謝しなくてはいけないのに、まるで責めるように言ってしまう自分が嫌だった。

　呟いた瞬間、遙一が下唇を噛み締めるのが見えた。まるで懺悔するように深くうなだれたまま、遙一が呟く。

「僕が、作ったんです」

　唐突な言葉に、桃真は目を瞬いた。遙一が血を吐くような苦しげな声で続ける。

「僕が『ＭＧＲ―Ⅳ』を……アンドロギュノス化する薬を作ったんです」

　遙一の告白に、目を見開いたまま閉じられなくなった。その時、思い出した。

『小さい頃に、開発途中で止まっていた不完全な薬を実用化まで押し上げたんです』

　唇から長く深い息が漏れる。あれは『ＭＧＲ―Ⅳ』のことだったのか。桃真を地獄へと突き落とした原因の薬。それを作ったのが、目の前の少年だと思った瞬間、ようやく今までのことがストンと腑に落ちた。

　どうして、ハルが桃真を罪悪感に満ちた眼差しで見ていたのか。なぜ自分には子犬の名前を付ける権利がないと言っていたのか。

「……だから、俺に優しくしてくれたのか……？」

　訊ねると、遙一は一度うつむいた後、小さく首を左右に振った。

「最初は、そうかもしれません……。僕の作った薬のせいでこんなことになってしまったあなたに、何かできることはないかと思って……。でも、遙一だと名乗るのは怖くて……ハルのふりをしていました……」

　卑怯なことをしてごめんなさい、と泣き出しそうな声で謝る遙一の姿に、また心が深く沈んでいく。

　だが、不意に遙一は地面に膝を付くと、桃真の両手をキツく握り締めてきた。まるで神に祈るみたいに両手を掴んだまま、遙一が続ける。

「だけど、あなたを好きになったのは嘘じゃないです。キスをしたかったのも、身体に触れたかったのも、全部、全部本当です。それだけは信じてください」

　遙一の手が小刻みに震えている。冷たくなった指先から伝わってくるのは純粋な怖れだ。桃真に拒絶されることを心から恐れている。

「もう僕に、こんなこと言う権利はないのかもしれないけど……それでも、僕はあなたが好きです。あなただけが……」

　声が途切れる。そっと視線を向けると、うつむいた遙一の目からぽろぽろと涙が溢れ出しているのが見えた。青紫色になりつつある遙一の頬を、透明な涙が伝っていく。その涙を見た瞬間、胸の奥で強張っていた感情がゆっくりと溶けていくのを感じた。

　その時、遠くから近付いてくる足音が聞こえてきた。視線を向けると、館の方からイズミと榊が駆けてくるのが見える。

　イズミは走り寄ってくると、そのまま地面に座り込んだ桃真へと飛び付いてきた。長い舌にべろりと頬を舐められて、その感触に肩の力が抜けて、ほっと息が漏れる。

　榊は地面に倒れている二人の男を眺めると、露骨に眉を顰めた。

「何があったんですか」

　端的に訊ねてくる声に、桃真は一瞬言葉に詰まった。それに対して、遙一は涙で濡れた目元をぐいと拭うと、淡々とした声をあげた。

「桃真さんを攫おうとした者がいます。すぐに招待客のリストを調べてください。この男たちをパーティーに参加させた人間がいるはずです」

「この倒れてる者たちは生きてるんですか？」

　榊が倒れた男を眺めながら呟く。遙一は男たちを横目で見やると、冷え冷えとした口調で言った。

「眠らせただけで、死んではいません」

　まるで男たちが生きてるのが残念だと言わんばかりの声音に、桃真は指先を震わせた。だが、遙一はハッと表情を変えると、打って変わって弱々しい声を漏らした。

「あ、あの……すいません……」

　どうしていきなり謝られたのか解らず桃真が目を丸くしていると、遙一は小さな声で続けた。

「さっき、あなたの名前を、呼んでしまって……」

　それは、先ほど桃真が『二度と呼ぶな』と言ったからだろうか。いたいけというか、何だか腫れ物に触るような遙一の反応に、桃真は眉尻を下げたままぽつりと呟いた。

「……もう、いいよ」

　小声で言って、遙一をじっと見つめる。

「桃真って呼んでいいから……」

　そう告げると、遙一は驚いた表情を浮かべた。だが、突然サァッと青ざめると、遙一は悲痛な声をあげた。

「桃真さん、血が出てる……っ」

　視線を落とすと、転んだ拍子に破れたのか、左足のタイツから覗く肌に薄っすらと血が滲んでいるのが見えた。

　同時に、遙一の手に左足首を掴まれた。その感触に先ほどのことを思い出して、身体が恐怖に強張る。桃真の怯えを感じ取ったのか、すぐさま遙一は桃真の左足首から手を離した。

「榊さん、先に桃真さんの手当てを」

　そう言い放つなり、遙一は踵を返した。そのまま、館の方へと歩いていってしまう。その後ろ姿を、桃真は呆然と眺めた。

　榊がゆっくりとした足取りで近付いてくる。腰を屈めて桃真を見下ろすと、榊は抑揚のない声で呟いた。

「せっかくのクリスマスが台無しですね」










　遠くからパーティー会場の華やかな音楽が聞こえてくる。

　部屋のベッドに腰掛けたまま、桃真はぼんやりと窓の方へと視線を向けた。時刻はすでに九時を回ろうとしているのに、まだ音楽が聞こえてくるということは、桃真が抜けた後もパーティーはつつがなく続けられているのだろう。

　着替えた短パンの裾から伸びる左足を見下ろす。先ほど血が滲んでいた左足は、丁寧に消毒され、大袈裟なぐらい厳重に包帯が巻かれていた。

　サッカー部にいた頃は、これぐらいの擦り傷はいつものことだった。適当に絆創膏を貼るか、面倒なときはほったらかしにしていることだってあったのに。そう思うと、何だか切ないような苦々しいような心地が込み上げてきた。

　ベッドへとうつ伏せに倒れて、枕へと顔を埋める。喚きたいような衝動を堪えていると、不意に扉が叩かれる音が聞こえた。視線を上げると、丁度部屋の中へと入ってくる榊の姿が見えた。

「怪我の方はいかがですか」

「もうそんなに痛くない」

「それは良かったです」

　ちっとも良かったと思っていなさそうな口調で言う。桃真がベッドに座り直すと、榊は淡々とした口調で続けた。

「貴方を攫おうとした首謀者が判明しました。最近財前グループが買収した山本製薬の社長です。おそらく本日のパーティーで、貴方も山本に顔合わせされているとは思いますが」

　その言葉に、先ほどのパーティーのことを思い出す。確か財前に連れられて挨拶回りをしていた時に、そんな名前の男もいたような気もするが、姿までは思い出せない。

　桃真が微妙な表情をしていることに気付いたのか、榊が言葉を続ける。

「山本は自社を買収した財前に恨みを抱いていました。それに、山本自身も聖女信仰の強い人間です。それで今回のパーティーに紛れて、貴方を盗み取ろうとしたようです」

　お粗末な犯罪だ、とばかりに榊が小さくため息を漏らす。

「山本と倒れていた二人の男、それから廊下を這いずっていたもう一人の男も捕らえました」

　榊の言葉に、桃真は、そう、と煮え切らない相槌を返した。

　そのまま黙り込んでいると、榊が部屋のテーブルに置かれているティーセットへと近付いた。手早くティーポットへと茶葉を入れ、お湯を注いでいく。その姿をぼんやりと眺めていると、数分も経たないうちにベッド近くのサイドテーブルに湯気をくゆらせるティーカップが置かれた。

「カモミールティーです。静穏効果がありますので、飲んでください」

　気遣いとも取れる榊の言葉に、桃真は思わず目を見開いた。まじまじと眺めていると、榊がわずかに不愉快そうに片目を眇めた。

「何でしょうか」

「いや……だって、あんたが優しくしてくれるなんて初めてだから……」

　ティーカップを手のひらで包み込むように掴む。少し黄色がかった液体に鼻先を近付けると、柔らかなカモミールの匂いを感じられた。一口飲み込むと、お腹がじわりと温かくなって、強張っていた肩から力が抜けた。

「ありがとう……」

　そうぽつりと漏らすと、今度は榊の方が目を大きく開いた。

「驚きました。貴方からお礼を言われるのも初めてです」

　まるで意趣返しのように言い返されて、桃真は眉根を寄せた。

「普段はあんたが嫌味ばっかり言うからだろうが」

「嫌味ではなく、ただ事実を言ってるだけです」

「そういうのが嫌味臭いんだよ」

　また嫌味の応酬をしていると思うと、ひどくうんざりした。この話は終わりだとばかりに首を大きく左右に振ると、榊は途端口を閉じた。かすかなバツの悪さを感じながら、カモミールティーをゆっくりと飲んでいく。

　カップの中身が半分ほどになったところで、桃真は口を開いた。

「……ハルは、どこにいるんだ？」

　桃真の問い掛けに、榊は訝しげに眉を顰めた。

「ハル？」

　榊は、遙一がハルと名乗っていたことを知らないのか。ティーカップを両手に包んだまま、ぼそぼそとした声を漏らす。

「遙一、のこと」

「あぁ」

　合点がいったように榊が相槌を漏らす。榊は考え込むように自身の下顎を指先で触った後、小さく頷いた。

「先ほど見た時には、旦那様にご事情を説明されていたようです」

「そっか……後でここに来る？」

「来て欲しいんですか？」

　単刀直入な榊の問い掛けに、一瞬桃真は言葉に詰まった。桃真がグッと咽喉を鳴らすと、榊は呆れたように声を漏らした。

「貴方も、遙一様も、素直ではない」

「何だよそれ」

「貴方がたが互いに想い合っているのは端から見て一目瞭然なんですよ。それなのに、何をゴチャゴチャと小難しく悩んでいるフリをしているのか」

　あけすけを通り越して無神経にすら感じる榊の言葉に、桃真は一瞬唇をぽかんと開いた。まさか、榊からこんな感情的なことを言われるだなんて想像もしていなかった。

　慌てて唇を閉じて、低い声で呟く。

「でも、遙一は、俺に嘘をついてた」

　桃真の苦々しい声に、榊が素っ気ない口調で返してくる。

「だから、何ですか。彼が貴方に何かひどいことをしましたか」

「ひどいことは、されてないけど……」

「それなら別に良いじゃないですか」

「よくは、ないだろ」

　言い返すと、榊は面倒臭そうに肩を竦めた。

「では、貴方は遙一様を選ばずに、好きでもない人間と子供をつくる方がマシだと言うんですか？」

　また逃げ場を塞ぐような言い方をしてくる。下唇を噛み締めて、桃真は榊を睨み付けた。

「なんで、あんたは遙一を庇うんだよ。あんただって――」

　そこから後は言葉を続けられなかった。

――あんただって、自分の弟が殺されたのに。

　口ごもった桃真を榊がじっと眺める。口に出されなくても言葉の続きが解ったのか、榊は小さく息を吐き出して言った。

「もう貴方も予想はついているとは思いますが、私の弟は十八になった時に『ＭＧＲ―Ⅳ』を飲み、肉体の変異に耐え切れずに命を落としました」

　榊の言葉に、わずかに目を見開く。桃真が言葉を失っていると、榊は静かに続けた。

「最初は遙一様を恨みましたし、いつか機会があれば復讐してやろうとも思っていました。ですが、今はそうは思っていません」

「……どうして」

　ぽつりと零された桃真の問い掛けに、榊は過去を見つめるようにかすかに目を細めた。

「前も言いましたが、あの薬を作った時、遙一様はまだ六歳でした。自分の作ったものがどんな用途で使われ、どんな結果を起こすかも正しく理解できずに、ただ父親に言われるがままに薬を完成させたのです」

　その言葉で、以前榊が言っていた言葉を思い出した。

『六歳の子供に善悪を問えますか？』

　思い出した瞬間、唇から、あぁ、と小さく空気が抜けるような声が漏れた。榊が淡々とした声で続ける。

「自分が作った薬で私の弟を殺したことが解った時に、遙一様は自分の命で償うと言ってきました。もう貴方の弟は戻ってこないけど、せめて死んでお詫びしたいと」

　そう言うと、榊は面倒くさそうに肩を竦めた。

「死ぬのは勝手ですが、それでは解決にならない。本人の意志ではないとはいえ、遙一様が完成させた薬は今もなお人を殺し、誰かの人生を捻じ曲げている。遙一様の命一つが消えたところで、釣り合いが取れません。もし命で償うというのなら、あの方には数百回は死んで頂かなくてはならない」

　ひどく事務的な榊の言葉に、桃真はわずかな寒気を覚えた。そのまま、じっと眺めていると、榊は軽く肩を竦めた。

「だから、お伝えしました。死ぬ代わりに、今まで死なせた何百倍もの人間を救ってくださいと。そのために生きてくださいと」

　素っ気ない口調で呟いた後、榊はその薄い唇にかすかに笑みを滲ませた。

「私は、あの方を信じてるんです」

「信じてる？」

「私にこの世界は変えられない。ですが、遙一様にはこの世界を変えることができる」

　その言葉は、榊らしくないほど夢見がちに思えた。まるでヒーローに助けを求めているような台詞だ。もしかしたら、それは祈りの言葉なのかもしれない。この世界を救って欲しいという祈りの。

　桃真が目を丸くすると、榊は硬質な声で言った。

「遙一様を選ぶのなら、貴方も覚悟を決めた方がいいです」

「覚悟って……」

「この世界を変えたいと思っていない人間もいます。そういう人間にとって、遙一様や貴方は排除すべき存在にもなり得るということです」

　榊の言葉は、寒々しいほどに端的だった。小さく息を呑んだ瞬間、扉が叩く音が聞こえた。榊が足早に向かって、大きく扉を開く。

　部屋へと入ってきたのは、財前、奏一、遙一だった。桃真が殴り飛ばした遙一の左頬には、今は真っ白なガーゼが貼られている。三人が部屋に入るのと同時に、榊は一礼して部屋から出て行った。

　桃真の姿を見るなり、財前は芝居がかった悲痛な声をあげた。

「桃子さん……！　とんだ目にあわれましたね、ご無事で何よりです……！」

　おおお、と呻きながら、財前が指先で自身の目元を拭う。だが、その目元には勿論涙の影などは見えない。

　財前のわざとらしい仕草に引き攣った表情を向けていると、不意に財前の背後から二つの人影が室内へと入ってきた。その二人の姿を見た瞬間、桃真は目を剥いていた。

「桃子さん、お久しぶりです。お可哀想に、とても怖い目にあわれたようで心中お察しします」

　いかにも社交辞令な慰めを口にしているのは江島だった。その後ろには、相変わらず愛想笑いを浮かべている越川の姿もある。着替えずに来たのか、二人とも白衣姿だった。

「な、んで、あんたが……」

「それは勿論、大事な聖女様がならず者に襲われたという緊急事態ですから、アンドロギュノス保護官として様子を見に来たのです。あぁ、ご安心くださいね。桃子さんを攫おうとした山本と実行犯の三人の男共ですが、全員明日には終身刑が可決されます」

　のどかな口調で漏らされた、とんでもない処罰に桃真は身体を強張らせた。唇をあんぐりと開いて、空気が抜けるような声を漏らす。

「しゅ、終身刑？」

「ええ、そうです。アンドロギュノスは、国だけでなく世界的な重要財産ですからね。危害を加えた者は、即刻終身刑か死刑と法で決められています」

　今回のような場合は死刑でも良いと思うんですけどねぇ？　と江島が薄笑いを浮かべて目を細める。

　その斜め後ろで、奏一が青い顔をしてうつむいているのが見えた。奏一もおそらくそんな法律など知らなかったのだろう。そうでなくては、桃真を噴水に沈めようとしたはずがない。

　顔を歪めていると、不意に江島がすたすたと遠慮ない足取りで近付いてきた。

　ベッド中程へと後ずさる桃真に構わず、ベッドへと片膝を乗り上げた江島が桃真の下顎を掴んでくる。まるで動物でも触るような遠慮ない手付きに、身体が大きく震えた。

「良かった、お顔に傷は付いていないようですね」

　顔を左右へと強引に傾けられながら、舐め回すように確認される。そのまま、細く長い江島の指が身体のあちこちを辿るように這わされる。まるで蜘蛛が身体の上を這っているような感覚に、桃真はぞわりと皮膚を粟立たせた。

　そのまま硬直していると、江島の手のひらに太腿を鷲掴まれた。息を呑んだ桃真の顔を見下ろして、江島が笑みを深める。

「では、あの男たちに乱暴されていないか『検査』しましょうか」

　その一言に、以前江島や越川にされた『検査』という名の屈辱的な辱めを思い出して、反射的に身体が強張るのを感じた。

　イヤだと訴えるようにぎこちなく首を左右に振るが、江島は桃真の反応に構うことなく短パンの履き口へと手をかけた。江島の後ろからアタッシュケースを持った越川が近付いてくる。

　その時、江島の後ろから鋭い声が響いた。

「検査する必要はありません。桃子さんは暴行を受けてません」

　声をあげたのは遙一だった。ひどく苛立った表情で、江島を見据えている。一瞬手を止めた江島が振り返って、にたっと崩れた笑みを浮かべた。

「ええ。ですが、万が一のことがありますから」

「必要ないと言ってるんだ」

　強い口調で遙一が繰り返す。だが、江島は遙一を無視して、首を捻るようにして財前へと視線を向けた。

「検査をしなくては、財前さんもご不安ですよねぇ。もし桃子さんが乱暴されていて、お腹にクズ共の子供を宿すなんてことになっていたらと思うと……」

　いかにも心配で堪らないという声音で、江島が言う。その薄気味悪い言葉に、財前は、うぅーん、と小さく唸り声を漏らした。

「そうですねぇ。もしも、ということもありますからねぇ」

　財前の同意を得られると、江島は、ええ、ええ、と頷きながらニッコリと破顔した。明らかな愉悦を滲ませた笑顔に、全身が総毛立つ。

　だが、江島が桃真の下腹を押さえようとした瞬間、それまで黙っていた奏一が声をあげた。

「桃子さんが別の男の子を宿すことはありませんよ」

　場の緊迫感にそぐわぬ、どこかのんびりとした声だった。江島が見やると、奏一は面倒臭そうな表情で肩を竦めた。

「桃子さんのお腹には、もう俺の子がいますから」

　その言葉に、桃真は目を見開いた。唇を半開きにしたまま奏一を凝視する。奏一は桃真を見もせず、ゆっくりと言葉を続けた。

「貴方がたに妙な検査をされて、俺の子が流れでもしたらどうしてくれるんですか。うちの妻に、これ以上ストレスを与えないで頂きたい」

　奏一の警告に、江島は一度大きくパチリと目を瞬かせた。その仕草ですら、爬虫類が瞬きをしたような不気味さがある。

　江島はゆっくりと桃真から手を引くと、打って変わって明るい声をあげた。

「それはっ！　それはおめでとうございます！」

「おめでとうございます、桃子さん」

　江島に続いて、越川まで祝福の声をあげる。二人の男が拍手を打ち鳴らす。桃真はベッドに座り込んだまま、呆然と拍手の音を聞いた。

　室内に視線を巡らせると、感極まったように両手で口元を覆う財前と、顔色を真っ青にした遙一の姿が見えた。

「おおおおっ、奏一、それは本当かいっ！　なんて素晴らしいっ！　私はおじいちゃんになるんだね……！」

　財前の浮かれた声に、頭がますます混乱していく。財前が興奮したように、隣に立つ遙一の肩を強く叩く。その勢いに、遙一の身体がヤジロベエのようにふらふらと前後に揺れるのが見えた。

「奏一の子が産まれたら、次はお前の番だよっ！　あぁ、きっと遙一の子なら頭がよい子が産まれるだろうねっ！」

　財前の意気込んだ声に対して、遙一は死人のように床を見つめたまま、何の反応も返さなかった。代わりのように、奏一が顔を引き攣らせている。

　拍手を止めると、江島はゆっくりと桃真の顔を覗き込んできた。貼り付いたような笑みを浮かべたまま、江島が小声で囁く。

「どうか安静になさってくださいね。何かあったらすぐにご連絡ください。私は貴女の味方ですよ」

　一体、どの口で『味方』なんてほざいているのか。

　桃真が黙り込んでいると、江島は桃真の下腹をトンッと人差し指で指した。

「自分で腹を裂くのは随分と苦しいですからね」

　まるで脅しのような台詞に、頭のてっぺんから一気に血の気が落ちる。江島は意味深な笑みを浮かべて、ゆっくりとベッドから降りていった。

「それでは、本日は帰らせて頂きます。お身体を大切に」

　短い挨拶を残して、江島と越川が去っていく。ほとんど同時に、遠くから聞こえていたパーティーの音楽が止まった。

「おぉ、そろそろパーティーの閉幕の時間だね。私は挨拶に行ってくるが、奏一は桃子さんが落ち着くまで一緒にいてあげなさい。妊娠中の女性というのは、情緒不安定になりやすいものだと文献にも書いてあったからね。お前がちゃんと支えてあげるんだよ」

　早口で言うなり、財前が小走りで部屋から出て行く。いつの間にか遙一の姿も部屋から消えていた。

　財前の姿が見えなくなるなり、奏一は不愉快そうに大きく息を吐き出した。両腕を組んで、桃真を見下ろしてくる。その傲慢な眼差しを見返しながら、桃真は掠れた声で呟いた。

「……なんのつもりだよ。あんたの子供ができてるって……」

　桃真の反論を、奏一がフッと鼻で笑う。明らかな嘲笑の仕草に、コメカミの辺りがじんわりと熱を帯びるのを感じた。

「そうでも言わなきゃ、あいつらは納得しなかっただろう？　それとも何だ。俺たちの目の前で『検査』されたかったのか？」

　上から抑え付けるような口調で言い放つ。その言葉に桃真はグッと咽喉を詰まらせた。唇を曖昧に上下させた後、か細い声で呟く。

「それは、確かに助かったから……そこのところは、ありがとう……」

　ぼそぼそと聞き取りづらい声で告げると、奏一は一瞬だけ意外そうに片眉を跳ね上げた。桃真をまじまじと眺めた後、奏一が素っ気ない声で言う。

「これで前の借りは返したからな」

「借り？」

　借りが何のことを示しているのか解らずオウム返しに呟くと、奏一は、察しが悪い奴め、とばかりに顔を歪めた。それ以上聞き返すこともできず、桃真は軽く両手をあげて数度頷いた。

「解った。借りは返してもらった」

　これでいいだろう、とばかりに言い返すと、奏一はゆっくりと頷いた。そのまま、奏一が声を潜めて言う。

「それと……あいつらには、絶対にあのことは言うなよ」

　また曖昧な言い方をする。桃真が困ったように眉を寄せると、奏一は気まずそうな声で続けた。

「噴水でのことだ」

　その言葉に、ようやく合点がいった。確かに江島や越川に、奏一が桃真を殺しかけたことがバレれば、奏一も罰せられてしまう。

　悪戯がバレないかビクビクしている子供のような奏一の姿を見て、ふっと笑みが零れた。

「もうタンコブは治ったのか？」

　問い掛けると、奏一は不愉快そうに目尻を引き攣らせた。

「調子に乗るな。俺はまだお前を許したわけじゃないからな」

「それを言うなら、俺だってお前にやられたことは忘れてねぇからな」

　反射的に言い返して、互いに睨み合う。だが、いがみ合うのも馬鹿馬鹿しくなって、すぐさま同時に大きく息を吐き出した。

「とりあえず、どうするんだよ。子供がいるなんて言って……」

　そうぼやくと、奏一は他人事のように肩を竦めた。

「実際に子供を作ればいい」

　その言葉に、またギクリと身体が強張った。目を見開く桃真を見て、鬱陶しそうに奏一が首を左右を振る。

「俺はお前とヤる気なんてない。セックスの最中に頭突きなんてされたら最悪だからな」

　心底嫌そうな様子からして、奏一は桃真とどうこうなろうとはもう考えていないのだろう。初日の自殺未遂事件と頭突き事件のことを考えると、そりゃそう考えるのも当然だろうとも思う。

「それに――」

　ぽつりと呟くと、奏一は突然その表情をふっと消した。どこか無感情な眼差しで床を眺めたまま呟く。

「子供ができようが、俺は父さんにとって二番手のままだ」

　それは静かな諦めのように聞こえた。ぼんやりと床を眺める奏一を見ていると、少しだけ胸が締め付けられた。

「……関係ないと思う」

　無意識にそんな言葉が零れていた。奏一が怪訝そうに桃真を眺める。その視線を見返したまま、桃真はぽつぽつと言葉を続けた。

「あんた優秀な人間なんだろ？　親に二番手に思われてようが、たぶんあんたの中身には何の関係もないよ」

　慰めているのか、突き放しているのか、自分でもよく判らない言葉を吐く。桃真が気まずそうに見やると、奏一はパチパチと大きく瞬いて唇を開いた。

「そんなこと、お前に言われなくても解っている」

　フォローしたのが阿呆らしくなるぐらい、憎たらしい言葉が返ってくる。だが、桃真が眉を顰めると、奏一は口元にふっと淡い笑みを浮かべた。その笑みは、今まで見た奏一の笑顔の中で一番柔らかかった。

　だが、続けられた言葉は、やはり奏一らしかった。

「お前がどうなろうが勝手だが、俺を面倒ごとには巻き込むな」

　たった今面倒ごとを起こした張本人のくせに、よく平然と言えるものだと思う。

　そう言い切るなり、奏一は言うべきことは言ったとばかりに部屋から出て行った。静けさを取り戻した部屋の中で、桃真は大きく息を吐き出すと、ベッドの上に倒れ込んだ。








第四章　もう逃げちゃだめなんだ




　今日も日課のように届けられたプレゼントの箱を眺めて、桃真はげんなりと溜息を漏らした。桃真の目の前のテーブルに箱を置きながら、榊が抑揚のない声で言う。

「可愛らしいよだれかけを見つけられたそうです。男の子か女の子かまだ判らないので、色は黄色にしたとおっしゃられていました」

　するすると箱にかけられたリボンがとかれて、中から黄色いよだれかけが取り出される。よだれかけの端っこには、可愛らしいクマのキャラクターが刺繍されていた。ニッコリと笑顔を浮かべているクマのキャラクターを見つめて、桃真は片手で額を押さえた。

「もうよだれかけだけで何枚目だよ」

「これで五枚目です」

　平然とした声で返される。部屋の片隅へと視線を向けると、そこには大量のプレゼントの箱が積み上げられていた。

　妊娠発言から一週間が経って、いつの間にか大晦日も過ぎて、正月を迎えていた。その間、初孫フィーバー状態の財前から毎日のように赤ちゃん用品の贈り物が届いている。よだれかけを始めとして、おくるみにオムツケーキ、気が早いことに七五三の着物まで届くほどだ。一日一個ならまだいいが、日に数個届く時もあって、その度にひどく憂鬱な気持ちにさせられる。

「もう贈ってこないように伝えて欲しいんだけど」

「それは御自身でおっしゃってください」

　けんもほろろに言い返される。よだれかけが丁寧に箱へと収められて、部屋の片隅に積まれていくのを力なく眺める。

「あの人、まだこの家にいるのか？」

「いいえ、旦那様はお出かけになられています」

「いつ戻ってくるんだ？」

「さぁ、私は存じ上げません」

　やっぱり取り付く島もない。財前がいつ戻ってくるかは解らないが、戻ってきた時に一緒に医者でも連れて来られたら堪ったものじゃない。嘘がバレた時にどうなるのか、奏一だって考えていない訳ではないだろうに。

　下腹にもやもやと渦巻く不安を感じながら、桃真は榊へと声をかけた。

「あのさ……」

「はい」

「ハル……遙一は元気なのか？」

　パーティーの日から、遙一はパッタリと桃真のところへは来なくなってしまった。それが余計に桃真の不安を煽った。もしかしたら、二度と遙一は桃真に会わないつもりなのかもしれない。自分から拒絶したにも関わらず、いざ実際離れていかれるとひどく寂しかった。

　自分の身勝手さに肩がずんと重たくなるのを感じながら、縋るように榊を見やる。

「私は存じ上げません」

　先ほどと同じ言葉を返される。こいつには血も涙もないのか。せめて一つぐらい優しい言葉は掛けられないのかとジト目で見やると、榊は淡々とした声で続けた。

「気になるのなら、御自身で確かめられたらどうですか」

「は？」

「遙一様のいらっしゃる場所はご存知でしょう」

　榊の言葉は端的だった。その言葉に、ふと裏庭の家が脳裏を過ぎった。

「行って、いいのか？」

「行かなければ後悔するのでは？」

　まるで桃真の心を見透かしたように榊が答える。そのまま。スタスタと扉へと向かって歩いていってしまう。扉から出る直前、榊が呟いた。

「私から見たところ、貴方がたはどちらも言葉足らずです」

　嫌味なのか忠告なのか解らない言葉を残して、榊は部屋から出て行った。

　言葉足らずはあんたも一緒なんじゃないか、という言葉を飲み込んで、桃真はゆっくりと立ち上がった。










　裏口から外に出ると、途端に凍えるような空気が吹き付けてきた。慌ててダッフルコートの前を掻き合わせながら、首を竦めるようにして裏庭へと足早に向かっていく。

　歩き始めてすぐに、雪が降り始めた。空を仰ぐと、灰色の空からはらはらと小さな雪が落ちてくるのが見える。

　随分と冷えるはずだ。こんな寒くて、犬たちは大丈夫なんだろうか。

　そう思いながら、まずは犬舎の方へと進んでいく。だが、犬舎を覗き込むと、中は空っぽだった。

　緩く首を傾げてから、離れの家へと向かう。一歩進むごとに、気持ちがどんよりと沈んでいった。

　もし話もしたくないと追い返されたら。二度と顔も見たくないと吐き捨てられたら。

　それはすべて自分が遙一へと吐いた言葉だ。同じことを言い返されたところで自業自得だ。そう解っていても、拒絶された時のことを想像するだけで目がじんわりと潤みそうだった。こんな情けない自分を自覚する度に嫌気がさす。

　うだうだと悩んでいる間に、離れの家に到着していた。玄関には、チャイムらしきものも見当たらない。仕方なく大きく息を吸い込んでから、扉を拳で二度叩く。だが、中から返事はない。聞こえなかったのだろうかと思って、今度は少し強めに三回叩いた。しばらく待つも、やはり中から声は返ってこない。

　もしかしたら不在なのだろうかと思って立ち去ろうとした時、室内から聞き覚えのある鳴き声が響いた。

「イズミ？」

　ワンッと伸びやかな鳴き声は、イズミのものだ。玄関扉に耳を近付けると、フローリングを駆けてくる犬の足音が聞こえてきた。反射的にノブへと手を掛けると、すんなりと扉が開いてしまった。

　開いた扉の内側から、短い尻尾を千切れそうに振り回したイズミが飛びかかってくる。

「わっ、イズミ！　ちょっと落ち着け！」

　なだめながら、その頭や身体をわしわしと撫でさすってやる。イズミは長い舌をだらりと垂らしながら、嬉しそうに荒い息を吐き出した。勝手に玄関を開けてしまったことに罪悪感を覚えつつも、どうしたらいいか解らず、ごろんと玄関の床に転がったイズミの腹を撫でる。

　ひとしきり撫でられると満足したのか、イズミはすっくと立ち上がると、そのまま家の奥へと入ってしまった。桃真はしばらく唖然と玄関に立ち尽くしたが、覚悟を決めて靴を脱いで、室内へと足を進めた。

　家の中はひどく静かだった。見たところ、家の中は少し広い一軒家ぐらいで、特別変わったところもない。そうっと廊下を歩いて、イズミが向かった部屋を覗き込む。そこはリビングのようだった。エアコンがきいているのか温かい空気が満ちており、部屋の端には犬用の毛布やクッションが積まれている。その上で、ぐで～っと寝転がっている一号と二号の姿が見えた。一号と二号の間に挟まるようにして、イズミも毛布の上に転がる。

　リラックスした犬たちの様子を見て、思わず口元が緩む。だが、リビングを見渡しても、人の姿は見えなかった。

　二階にいるのだろうかと思って、階段の方へと向かう。だが、階段を見て、桃真はパチリと大きく瞬いた。上へと向かう階段、そして下へと向かう階段がある。

「地下もあるのか」

　独り言を漏らして、数回首を左右に傾げる。しばらく考えてから、桃真は下へと向かう階段を降りていった。地下へと降りる階段はひどく長かった。どこか深い場所へと落ちていくような怖気を覚えながら、一歩一歩ゆっくりと下っていく。

　階段を降りきった先には、鉄製の分厚い扉が鎮座していた。可愛らしい家の外観に反する、重厚感のある扉をじっと眺める。桃真は意を決して、体重をかけるようにして重い扉を開いた。

　真っ白な蛍光灯に照らされた部屋は、まるで科学室のようだった。広いテーブルが並べられており、その上に用途も解らない巨大な機械が幾つも置かれている。管で繋がれたビーカーや試験管の中には、何なのか解らない液体が満ちていて、時折ぷくぷくと気泡をあげていた。

　うっかり当たって壊してしまわないかビクつきつつも、テーブルの間を通って部屋の奥へと進んでいく。地下室は、一階よりも数倍広い構造になっているようだった。所々が透明な間仕切りで仕切られていて、まるで迷路のようにも感じる。

　覚束なく進んでいると、壁際に置かれた巨大な机の前に突っ伏している人影が見えた。机の上には山のように資料らしき紙が積み上げられている。その紙に半ば頭を埋めるようにして、遙一が眠っていた。

　以前見た時よりも髪の毛はボサボサに乱れていて、閉じられた目の下には色濃いクマが浮かんでいる。

　疲れ切っている様子の遙一を起こすわけにもいかず、部屋の端っこにあった背もたれのない椅子を持ってきて遙一の隣に座る。そのまま、じっとその寝顔を眺めた。

　ハルの時から思っていたが、やっぱり遙一の顔立ちは吃驚するぐらい整っている。銀がかった白い髪といい、真っ白な肌といい、特注のビスクドールのような作り物じみた美しさを感じる。今はまだ幼さを残しているが、きっと後数年経てば輝くような美青年になるんだろう。

　桃真が殴った左頬には、もう湿布が貼られておらず、痣ひとつない丸っこい頬に戻っている。そのことに安堵しつつも、消えない罪悪感で胸がじくりと痛んだ。

「……ごめんな」

　ぽつりと呟くものの、寝ている相手に言ってどうするという気持ちもわき上がってくる。そのまま、ぼんやりと遙一の寝顔を眺めていると、白い睫毛がかすかに戦慄いた。

　薄っすらと開かれた目蓋の下から、寝呆け気味な赤い瞳が覗く。ゆっくりと遙一が瞬いて、隣に座る桃真を見つめた。

「……とうま、さん？」

「うん」

　小さく頷いて答える。そのまま、黙って見つめていると、数度瞬いた遙一が勢いよく身体を起こした。その拍子に椅子が大きく動いて、遙一の身体が床へと転がり落ちる。

「え、ええっ!?」

　同時に、二人とも同じような悲鳴をあげていた。床で尻もちをつく遙一を唖然と見下ろす。遙一も信じられないものでも見るような眼差しで、桃真を見上げていた。

「だ、大丈夫か……？」

　桃真が手を差し出すと、遙一は一瞬ビクッと身体を震わせた。その仕草を見て、咄嗟に手を引っ込める。前にこっぴどく殴ってきた相手に手を差し出されても、安心して掴めるわけがない。

　かすかに胸が痛むのを感じながらも、掠れた声で呟く。

「……ごめん、勝手に家に入って……」

　小さな声で謝罪を漏らすと、遙一はブンブンと首を左右に振った。

「い、いえ、それは全然、気にしなくても……」

　歯切れ悪い返事をしながら、遙一がふらふらと立ち上がる。そのまま力が抜けたように椅子に腰掛けて、呆然と桃真を見つめてきた。

「あの……どうして、ここに……？」

　恐る恐る訊ねられた言葉に、桃真はわずかに眉を寄せた。咄嗟に不貞腐れたような口調で返してしまう。

「だって……お前が来なくなったから」

　まるで責めるように言ってしまう自分自身が嫌になる。それなのに、どうしても止まらない。下唇を噛んだまま、桃真は泣き出しそうな声で続けた。

「なんで、俺に会いに来ないんだよ」

　俺のことが好きだって言ったのに。あれは嘘だったのか。そう思うと、顔がくしゃりと歪んだ。

　桃真の問い掛けに、遙一は唖然としたように唇を半開きにした。だが、その表情が悲しげに歪む。

「だって――」

　そう呟くなり、遙一は押し黙った。数十秒待っても、続きの言葉は出てこない。ただただ、重苦しい沈黙が流れる。

　何なんだろうと思う。自分たちは一体何をしているのか。この沈黙や押し問答に何の意味がある。ただ、無駄にお互いの溝を深めているだけじゃないか。悔しいが、言葉足らず、という榊の忠告は正しい。

　そう思った瞬間、桃真は呟いてた。

「もう、俺もお前も本当のこと言おうよ」

　唐突な桃真の発言に、遙一は怪訝そうに目を瞬かせた。

「本当のこと……？」

「そう本当のこと。本当の気持ち」

　本当の気持ち、と伝えた瞬間、一瞬遙一の身体が小さく震えたように見えた。手を伸ばして、遙一の両手を掴む。遙一の手は、氷のように冷たかった。冷え切った手のひらを暖めるように包みながら、大きく息を吐き出して呟く。

「あのとき、二回も殴ってごめん。大嫌いって言ってごめん。顔も見たくないなんて言って、ごめん」

　一つ一つ謝罪を重ねていく。その度に、遙一の顔がくしゃくしゃに歪んでいくのが見えた。遙一がうつむいて、首を左右に振る。

「違う。謝るのは、僕の方です。僕のせいで、桃真さんはこんな目に合うことになったんですから」

　深い悔恨を滲ませた遙一の声に、桃真は小さく頷きを返した。

「確かに、時々は考えるよ。もしアンドロギュノスにならなかったら、きっとサッカーだって辞めてないし、今頃大学にも合格して、好きな子に告白してたんだろうなって」

　桃真の言葉に、遙一が痛みを堪えるように唇を噛み締める。その表情を覗き込んで、桃真は続けた。

「でも、そんなこと考えたって意味がないんだ。俺の身体はもう戻らないし、ハルのことを好きになった俺の気持ちも変わらない」

　ハッとしたように遙一が顔を上げる。驚きに見開かれた瞳を見つめたまま、問い掛ける。

「なぁ、ハルと遙一、どっちで呼んだらいい？」

　遙一が唇を数回はくはくと上下させた後、掠れた声で呟く。

「よ、遙一って、呼んで欲しいです」

「うん、遙一。好きだよ」

　そう告げた瞬間、青ざめていた遙一の頬がポッと赤くなった。頬の赤みが見る見るうちに顔全体へと広がっていく。最終的に耳たぶまで真っ赤に染めた遙一を見つめて、桃真は小さな声で訊ねた。

「遙一は、もう俺のこと好きじゃないか？」

　不安が込み上げて掴んでいた手を離そうとした瞬間、ぎゅうっと逆に握り締められた。遙一が真っ赤な顔をしたまま、もつれた声をあげる。

「すっ、好きです！　桃真さんが、好きっ、です！」

　勢い込んだせいか、声のトーンがめちゃくちゃだった。素っ頓狂な遙一の声に、ぶっ、と思わず噴き出してしまう。だが、同時にわき上がってきたのは、紛れもない安堵と歓喜だった。

　ぶるぶると震えている遙一の手を感じながら、桃真は和んだ声を漏らした。

「じゃあ、両想いだな」

「は、はいっ」

「遙一と俺は、恋人ってことでいい？」

　口元を緩めて訊ねると、遙一は恥ずかしそうに視線を伏せた。だが、嬉しそうだった表情が一瞬で曇っていく。思い詰めたように床を見つめたまま、遙一が呟いた。

「でも……桃真さんのお腹には、兄さんの子供が……」

「あぁ、あれ嘘だから」

　桃真のあっけらかんとした声に、遙一が勢いよく顔を上げる。

「俺が検査されないように、奏一が嘘ついたんだよ。俺が奏一と子供できるようなことするわけないじゃん」

　お前のこと好きなのに。と言葉を続けると、再び遙一の顔が喜びに色付いた。その解りやすい反応に、桃真の方まで嬉しくなってしまう。

「恋人になる？」

　もう一度訊ねると、遙一は大きく頷いた。

「はいっ、よろしくお願いします！」

　幼稚園児みたいな元気いっぱいの返事に、不意に堪らなくなって桃真は遙一の身体を抱き締めていた。遙一が驚いた声をあげるのも構わず、その首筋へと顔を押し付ける。

「はぁ……めちゃくちゃ嬉しい」

　独り言みたいに呟くと、遙一の腕がそっと背中へと回ってきた。ぎゅうっと抱き寄せられて、耳元に囁かれる。

「僕も嬉しいです。桃真さん、好きです。大好きです。僕には貴方だけです」

　稚拙で単純な告白の言葉に、胸がいっぱいに満たされる。ふ、ふ、と息を吐くようにして笑いながら、グリグリと鼻先を遙一の首筋へと擦り付ける。だが、ぎこちなく遙一は顔を逸らした。

「あの、桃真さん……」

「んー？」

「あんまり近いのは、ちょっと……」

「何だよ、嫌なのかよ」

　拗ねたように訊ねると、遙一はまさかとばかりに首を左右に大きく振った。

「こ、ここ数日、地下にこもってたから、お風呂に入ってなくて、だっ、だから、臭いが……」

　言いづらそうに遙一が呟く。言われてみれば、確かに以前よりも汗の匂いが強い気もしたが、元々体臭が薄いのか、気になるほどではない。

　わざと耳近くに鼻を押し付けて息を吸い込むと、遙一が、わぁ、と小さく声をあげた。

「かっ、かがないでくださいっ！」

　遙一が少し目を潤ませて、桃真の胸元を押し返してくる。遙一の泣き出しそうな顔を見ていると、悪戯心がムクムクとわき上がってきた。

「この家に風呂ってあるの？」

「あ、はい、二階に」

「一緒に入る？」

「え？」

　遙一がきょとんと目を丸くする。その瞳をぐっと近くで覗き込んで、内緒話みたいに小さな声で囁きかける。

「一緒にお風呂入りたい？」

　繰り返した途端、遙一の顔がまた茹だったようにカーッと真っ赤に染まっていった。変な形で固まった両手がわなわなと震えているのが見える。

「はっ……」

「は？」

「は……いりたいです……」

　湯気が上がりそうなぐらい赤くなりつつも、遙一が答える。その返事を聞いた瞬間、桃真は遙一の手を掴んで、勢いよく立ち上がっていた。そのまま遙一を引っ張って、階段の方へと向かっていく。

　ほとんど駆け足で長い階段を登っていく。風呂場の場所が判らず、二階で立ち止まっていると、今度は遙一の方が桃真の手を引っ張ってきた。

　何だかお互いにセッカチな感じだなと思うと、思わず笑いが込み上げてきた。

　脱衣所まで来ると、もう耐え切れなくなって性急に唇を合わせた。すぐさま舌を捻じ込んで、夢中で絡ませる。ぬるぬると舌を擦り合わせて、身体の前面を互いに押し付ける。途端、硬いものが太腿に当たって、唇から笑いが零れた。

「はっ……遙一、もう勃ってる……」

　からかうように呟くと、遙一は一瞬恥じるように視線を伏せた。だが、すぐさま悔しそうな表情で桃真を見つめてくる。

「だって……好きな人に触ってるから当然じゃないですか」

　そう言い切るなり、再び唇が重なってきた。粘膜から唾液をこそげ取るような強引な口付けに、背筋がぞわぞわと震えるような感触を覚える。

　上顎を舌先でくすぐられながら、桃真は遙一の服へと手を伸ばした。シャツを引っ張ると、同時に遙一も桃真の服を毟り取るように脱がせ始める。くちゃくちゃと音を立てて舌を絡めながら、互いの服を剥ぎ取っては、床へと放り投げていく。

　最後の一枚を床へと投げ捨てるのと同時に、二人そろって風呂場に飛び込んだ。

「うわ、さむっ！」

　暖房がきいていた室内に比べて、風呂場は凍えそうなぐらい寒かった。興奮で熱していた身体が一瞬で冷えるのを感じていると、すぐさまミスト状のシャワーが頭上から降り始めた。

「すぐ温かくなりますから」

　そう言いながら、遙一が桃真をシャワーの下へと引き寄せる。ふんわりと全身を包み込んでいく温かいミストにほっと息を漏らしていると、再びキスされた。今度はついばむようなバードキスだ。口付けの合間に、笑い声混じりに訊ねる。

「なぁ、身体洗ってやろうか？」

　額に貼り付いた遙一の前髪を掻き上げながら聞くと、遙一は火照ったような顔をしたままコクンと小さく頷いた。

　ボディソープを手に取って、軽く手の中で泡立ててから遙一の胸へとぺたりと押しつ付ける。胸から首筋、耳の裏まで丁寧に泡を広げて、手のひらで優しく擦っていく。その度に遙一がくすぐったそうに鼻から息を漏らした。

「気持ちいい？」

　小さく訊ねると、遙一はまどろんだように目を細めた。

「はい……」

　小さな子みたいな声が可愛くて、もっと色々してあげたくなる。手のひらを胸から下腹へと這わせると、遙一の身体がぴくんと跳ねた。

　視線を落とすと、下腹につくぐらい反り返った遙一の陰茎が見えた。肌の色と同じく全体的に薄い色をしているが、興奮のせいか膨らんだ先っぽは少し濃いピンク色に染まっている。あまり弄ったことがないのか、何だか初々しい感じのする性器だが、その太さや大きさは桃真のものよりも一回り大きかった。遙一の可愛らしい顔立ちと性器の大きさのギャップに、唇から無意識に声が零れる。

「でっか……」

　ぽつりと呟くと、遙一はまたカッと頬を赤らめた。

「す、すいません……」

「別に、謝ることじゃないから」

　正直、怒りはないが、かすかな悔しさはあった。二歳も年下の少年に性器の大きさで負けているというのは、何だか沽券に関わる。だが、今更そんなこと言っても仕方がないのだけれども。

　複雑な気持ちを覚えながらも、そっと泡のついた手を遙一の陰茎へと伸ばしていく。指先で先端を確かめるように触ると、ピクッと陰茎が跳ねた。その反応が可愛くて、手のひらで先端を覆うようにしてそうっと泡を広げていく。

「ぁ、とっ、とうまさんっ」

　もどかしい刺激に腰を引き気味にしながら、遙一が上擦った声をあげる。その声に機嫌を良くして、桃真はもう片方の手で陰茎をゆっくりと扱き始めた。途端、遙一が、ひぐっ、と咽喉を詰まらせる。

「これ気持ちいい？」

　耳元に訊ねながら、強弱を付けて陰茎を扱いていく。先端の鈴口周りを指先で弄くると、丸められた遙一の背中がビクッと大きく跳ねた。遙一が涙目になりながら、掠れた息とともに呟く。

「ぼっ、僕だけしてもらうのは、いやですっ……桃真さんも、一緒に……」

　訴えかけてくる声に、桃真はわずかに眉尻を下げた。

「でも、俺……」

　困ったように呟きながら、自分自身の股間を見下ろす。桃真の性器は、勃ち上がる気配もなく、しょんぼりと萎えたままだ。どこか途方に暮れたような桃真の様子を見て、遙一が呟く。

「アンドロギュノスになると、男性器の射精機能がなくなることは知っています」

　遙一の言葉に、わずかにうつむく。遙一の言うとおり、身体が変異してからは、どれだけ刺激を与えても陰茎が勃起することはなかった。その事実が、何だか自分が完全に男ではなくなってしまったように思えて、苦しかったこともある。

　気まずそうに押し黙っていると、遙一が泡だらけの身体をぴったりとくっ付けてきた。そのまま、遙一の手が桃真の尻へと回される。尻をやんわりと掴む手のひらの感触に、一瞬身体が震えそうになった。

「でも、ここでなら快感は得られるはずです」

　そう呟きながら、遙一の指先が尻の狭間へと這わされる。その指先に後孔をじわりと押されて、咽喉から掠れた悲鳴が漏れた。

「わ、ぁ！」

　桃真の悲鳴に驚いたように、遙一の手がパッと離れる。その顔が見る見るうちに罪悪感に歪んでいくのが見えた。

「ごっ、ごめんなさい……あの、桃真さんがイヤなら触らないので……」

　後悔に満ちた声を聞いて、咄嗟に桃真は遙一の手を掴んでいた。

「ごめん。驚いただけで、イヤじゃないから」

「でも……」

「遙一にされることなら、何にもイヤじゃない」

　そう繰り返し言葉を重ねる。うつむきがちな顔を覗き込んで、その濡れた鼻先に軽くキスをして言った。

「好きに触っていいから……」

　囁いた瞬間、遙一の目が鈍く光ったように思えた。再び背中側へと回された手が尻へと這わされて、後孔へと触れてくる。その感触に江島たちにされた検査を思い出して、かすかな怖気がわき上がってくるのを感じながらも、桃真は恐怖を抑えるように緩く下唇を噛んだ。

「桃真さん、怖い時は怖いって言ってくださいね」

　なだめるような遙一の声に、うん、と答える。同時に、ぷちゅ、と濡れた音を立てて遙一の指が後孔へと入ってきた。何もされていないのに、すでにそこが濡れていることに頬が熱くなる。

「濡れてる……アンドロギュノスになると、愛液が分泌されるっていうのは本当だったんですね」

　まるっきり観察するみたいなことを言ってくるのが憎たらしい。

　意趣返しに遙一の陰茎を両手で鷲掴んで、ぐしぐしと上下に強く扱くと、途端遙一が素っ頓狂な声をあげた。

「あ、ちょっ……桃真さんっ……！」

　非難の声を無視して、クッキリと浮き上がった裏筋を親指の腹でこすってやる。とぷとぷと鈴口から大量に溢れてくる先走りを見て、思わず唇に笑みが滲んだ。

「遙一だって、すげぇ濡れてんじゃん」

　意地の悪い声で囁くと、遙一の潤んだ目が悔しそうに桃真を睨み付けてきた。やり返すように、後孔へと入っていた指が奥深くまでググッと沈み込んでくる。浅いところで指を抜き挿しされて、その刺激に膝頭が震えた。

　腰をくねらせそうになりつつも、遙一の陰茎を掴む両手を上下に動かす。その動きに合わせるように、後孔に入れられた遙一の指も動かされた。お互いの性器を愛撫しながら、時折唇を合わせる。

　指が二本に増やされても、圧迫感はそれほど感じなかった。かすかな異物感と妙なもどかしさ、下腹が疼くような感覚を覚える。

「ぁ、ん……な、んか、変な感じ……」

　そう囁くと、愛液を掻き混ぜるようにバラバラに動いていた二本の指が腹の内側をゆっくりと擦り始めた。その何かを探るような動きを怪訝に思った次の瞬間、指が何か痼りのようなものに触れるのと同時に、背筋に電流が走った。

「ヒッ、あぁあっ!!」

　目の前が真っ白になって、咽喉から甲高い悲鳴が零れる。膝から崩れそうになった桃真の身体を遙一が慌てて支えて、ゆっくりと床へと下ろしてくれる。浴室の壁へと背を押し付けたまま、必死に呼吸を繰り返していると、遙一がそっと訊ねてきた。

「ここ、気持ちよかったですか？」

「……きもちぃ、っていうか……頭んなか、が、まっしろになる、かんじ……」

　荒い息混じりに答えると、遙一が唇に笑みを浮かべた。優しいとは違う、何だか楽しそうな笑顔だと思った瞬間、少しだけ皮膚が震えた。

　遙一の手が再び後孔へと伸ばされる。戦慄く後孔に再び二本の指が潜り込んできて、先ほどの場所を指の腹でぐりぐりと抉られた。

「ぅんァ、ゃ、アぁッ！」

　ビリビリと下腹の辺りで電流が炸裂しているようだった。駄目だ、と訴えるように首を大きく左右に振るのに、遙一はそこを嬲るのを止めようとしない。むしろ抉るように指先でグンッとそこを刺激されて、桃真は引き攣ったように背筋を反り返らせた。

「ぁ、あ、ぁ、ダ、ダメ、だめ……ぇ」

　譫言のように零しながら、腰を捩らせて身悶える。あまりの刺激に両足を閉じようとすると、強引に膝頭を掴まれて開かれた。悶える桃真の姿を、遙一が目を見開いて凝視している。その食い入るような視線に、皮膚が燃えるように熱くなった。

　いつの間にか後孔に差し込まれた指が三本になっていた。溢れ出した愛液のせいで、指が抜き挿しされる度にぐちゅぐちゅとあられもない水音が上がる。

「よぉ、いちっ……ゃ、ヤだッ、へんっ……へんなの来ぅ、から……ぁ！」

　三本の指で腹を掻き回される度に、ぞわぞわと下腹の辺りから妙な感覚が這い上がってくる。それが恐ろしくて、首を左右に打ち振る。

　だが、遙一は桃真の訴えに耳をかす様子もなく、胸の尖りに吸い付いてきた。硬く尖り切った乳首が熱い舌にぬるぬると擦られる感触に、ひぐっ、と咽喉が奇妙な音を漏らす。

「ぁあ、ぁッ、ゃ、ァぁあッ！」

　後孔と乳首を同時に弄られて、自分のものとは思えない嬌声が咽喉から迸る。三本の指で後孔を突き上げられながら、乳首をキツく吸われるともう堪らなかった。快感に悶えて、両足の踵が風呂場の床を滑る。

　そうして、グンッと指先で痼りを押し上げられた瞬間、背筋が反り返った。

「あァぁアぁ、あァぁあァ、ぁッッッ!!」

　全身がガクガクと大きく跳ねて、後孔に入っていた指をキツく締め付けるのを感じた。両足が言うことをきかず、ビクビクと痙攣しながら宙を蹴り飛ばす。目の奥が白く点滅して、何もものを考えられない。

　両足を開ききったまま下腹をひくひくと震わせていると、後孔からゆっくりと指が引き抜かれた。

「桃真さん、ベッドまで歩けますか？」

　切羽詰まった声が聞こえてくる。目を開くと、息を荒げた遙一の姿が見えた。限界が近いのか、時折ピクッと跳ねながら、先端から大量の先走りを垂らしている陰茎も見える。

「……う、ん……ちょっと、手ぇ、かして……」

　ほとんど朦朧としたまま手を伸ばす。その手を掴まれて、ゆっくりと身体を起こされた。そのまま、遙一の助けを借りて立ち上がる。

　遙一ももう限界だろうに、桃真の身体を支える手付きは優しい。濡れネズミのまま風呂場から出て、廊下をよろよろと歩いていく。

　二階の奥の部屋に入ると、セミダブルぐらいのベッドが見えた。普段遙一が眠っている場所なのか、少しシーツがよれている。

　ベッドへと腰を下ろすと、すぐさま身体を押し倒された。唇を奪われて、舌を絡めながら遙一の手が身体を這う。胸から腰を伝っていく両手に、性急に膝を左右に押し開かれた。

「ぁ……ん、ぅ……も、挿れて、ぃ……から……」

　口付けの合間にそう訴えると、遙一の顔がグッと歪んだ。耐えるように下唇を噛み締めたまま、遙一が唸り声混じりに呟く。

「今挿れたら、すぐ出ちゃいそうです……っ」

　どこか悔しげな声で告げられた内容に、思わず唇に笑みが滲んだ。緩んだ笑みを浮かべて、遙一の背中へと両腕を回す。

「いい、よ……俺の、中に、出して……」

　耳元へとそっと囁いた瞬間、遙一の奥歯の辺りからガギッと鈍い音が聞こえた。同時に、内腿がキツく鷲掴まれる。大きく足を広げられたせいで、わずかに股関節が痛む。だが、眉を顰めるよりも早く、後孔に硬いものが押し付けられた。そのまま、ぐぶっ、と先端が体内へと潜り込んでくる。

「あ、ぁああぁッ！」

　ずぶずぶと体内へと押し込まれていく熱いものに、無意識に逃れるように腰が蠢く。だが、その動きを押さえるように腰が両側から掴まれた。そのまま、逃れることもできず、奥まで串刺しにされていく。

「ぃ、ぁあ、ぁ、ぁ、あ……」

　空気が吸い込めず、咽喉から酸欠間近のような声が漏れる。背筋を仰け反らせて、後頭部をシーツへと擦り付けていると、体内の一番奥に、ぐにゅ、っと先端が当たるのを感じた。途端、遙一が短い呻き声を漏らす。

「ぅぁ、あッ」

　声の直後、腹の中の陰茎が盛大に痙攣した。同時に、腹の奥へと熱いものが勢いよく注がれる。陰茎ですら届かない奥を更に拓かれて汚される感覚に下腹がビクビクと跳ねて、唇から力の抜けた声が溢れる。

「ん、ぁ、あ、あ……」

　随分と溜めていたのか、遙一の射精はひどく長かった。桃真の身体を両腕で絡め取るように抱き締めたまま、射精の間も奥へ奥へと精液を注ぐように、グッ、グッ、と腰を押し付けてくる。絶頂を長引かせるような動作が堪らなくて、口の端から涎がだらしなく垂れた。

　ようやく射精が終わると、再び唇が重ねられた。口角から垂れた涎を舐め取られて、咥内へと舌を捻じ込まれる。

「ぁ、ふ、桃真さん……っ」

　口付けの合間に、遙一が上擦った声をあげる。驚いたことに、一回射精したにも関わらず、桃真の腹の中に収まったままの遙一の陰茎はガチガチに勃ち上がったままだった。

「ご、ごめんなさい……すごく、きっ、もちよくて……」

　止まらない。と短く呻くように呟いた後、遙一の腰が再び動き出した。愛液と先ほど吐き出した精液のぬめりを借りて、滑らかに腰が打ち付けられる。

　技巧も何もない、ただ奥を目指して突き上げるような、直線的で直情的な動きだった。それなのに、その単純で荒々しい動きに遙一の興奮を感じて、ますます熱が上がっていく。

「ひぁ、んっ、ああッ、あっ、んッ！」

　陰茎が奥へと押し込まれる度に、腹の中で愛液と精液が混ざり合ったものが、ぶちゅぶちゅ、と粘着質な音を立てた。その音に耳まで犯されているような気分になる。

　先ほど指で擦られた痼りを、張り出したカリ首でゴリゴリと弄られると、また目蓋の裏が真っ白になった。そこを強く擦って欲しくて腰をくねらせると、遙一が把握したようにグンッと痼りを先端で押し上げてくる。

「ぁぅう、あッ……そこっ……そこ、ぉ……！」

　強請るように遙一の首筋へと頬を擦り寄せると、小さく笑い声が聞こえた気がした。桃真の期待に応えるように、ゴツゴツと何度も痼りを小突かれて、桃真は背を弓なりに反らせて悶えた。

「ああぁ、ぁ、あぁ、すご……すご、ぃ、ぃ……よぅ、いち……もっとぉ……」

　普段だったら絶対に言わないような卑猥な言葉が、口から勝手に溢れ出してくる。頭の中がもやがかっていて、気持ちいいことしか考えられない。

　痼りを散々嬲った後、遙一の陰茎がまた一番奥まで押し込まれた。行き止まりに、ぶちゅうっ、と先端を押し付けられた途端、電流のような快感が走って、全身が跳ねた。

「ここは？　気持ちいいですか？」

　遙一が訊ねてくる。だが、桃真はピクピクと全身を痙攣させたまま、何も答えられなかった。遙一が陰茎を根本まで突き刺したまま、奥を叩くように小刻みに律動を繰り返す。まるでもっと奥まで入りたいと強請るような動きに、桃真は首を左右に振って叫んだ。

「あ、ぁ、……き、もちぃ……きもちい、ぃ……から、ぁ！」

　そう叫んだ瞬間、遙一が大きく腰を引いた。ずるるるっと陰茎が先端まで引き抜かれて、次の瞬間、一気に奥まで叩き付けられる。ぐぼっと奥の奥まで先端が突き刺さる衝撃に、咽喉から濁った音が漏れた。

　そのまま、激しい律動が再開される。奥を遠慮なく拓いていくような突き上げに、桃真は甲高い叫び声をあげた。

「ぁ、ぁアぁ……ッ！」

　太い陰茎が抜き差しされる度に、腹の奥から痺れるような快感が込み上げる。ずっと絶頂に達しているような感覚に、桃真は耐えられずに遙一の背へとしがみ付いた。

「っ、あ、ぁ、ぁんっ……よ……い、ちッ……よぅ、いち、ぃ……ッ！」

「とうまさん……とうま、さんっ」

　お互いに名前を呼び合いながら、必死に身体を抱き締めあう。両足をキツく遙一の腰に絡めた瞬間、ビクッと体内の陰茎が震えた。再び奥へと吐き出される感覚に、下腹が痙攣する。

「ぁ、あ……でて……ぅ……」

　あまりの快感に舌が回らない。射精が終わるまで四肢を遙一の身体に絡ませていると、ふっと遙一の身体から力が抜けた。そのまま、桃真の身体の上にぐったりとのし掛かってくる。

「と、うまさん……」

「……ぅ、ん？」

「頭がおかしくなるぐらい……きもちよかった、です……」

　素直な感想に、噴き出してしまいそうになる。小さく笑い声を漏らした後、遙一の耳元に囁く。

「おれも、すげぇきもちよかった……」

　そう告げると、遙一が上目遣いに見つめてきた。どこか甘えるような目付きだ。

「まだ、してもいいですか？」

　わざわざ訊ねてくるくせに、遙一が桃真の中から性器を引き抜こうとする様子はない。まだしっかりと芯を残した陰茎の感触に、桃真は笑い声混じりに呟いた。

「もっと、しよ」

　そう囁いた途端、遙一の唇が重なってきた。










　ベッドで三回、風呂場で一回、もう一回ベッドに戻って二回したところまでは覚えている。だけど、そこから後はもう数を数えることもできず、タガが外れたように身体を重ね合った。所々で水分補給は行ったが、それも数分程度で、すぐさまどちらかが相手の身体に飛びかかって、わずかな休憩も中断された。

　若さと有り余る精力に任せた狂乱は、深夜まで続けられた。気が付いたら、窓から見える空が真っ暗になっていて、その頃には二人とも精せいも根こんも尽き果てて、しっとりと濡れそぼったシーツの上に転がっていた。

　ぜぇぜぇと息を漏らしながら、霞む目で天井を見上げる。

「い……生きてる、か……？」

　桃真がガラガラな声で訊ねると、隣に転がっている遙一がほとんど蚊の鳴くような声を返してきた。

「はい……桃真さんは、大丈夫ですか……？」

「腰と股関節が、真っ二つになったぐらい痛ぇ……。遙一は、大丈夫か……？」

「……僕も……あそこが、ヒリヒリしてて……」

　あそこ、というのは散々桃真の中に出し入れしたモノのことだろう。かくいう桃真も、長時間広げられていた後孔が閉まり切らず、大量に吐き出された遙一の精液をとろとろと溢れさせ続けている。両足は未だに何かが挟まったように、がに股のまま閉じられない状態だ。

「セックスって、すごいな……」

　感慨に浸るように呟く。こんな人間に我を忘れさせるような行為があるなんて、凄まじいと思う反面、少し怖いとも思う。触れても触れても際限がなくて、もっと欲しい、もっと奪って欲しいと願ってしまう。欲望に果てがない。

　首を動かして、隣にいる遙一を見やる。情事の余韻を残した、とろけた遙一の眼差しに、またくすぶるような欲望がわき上がってくる。

「あー……すげぇ、したくなる……」

　直球な言葉を零すと、遙一が情けなく眉を下げた。

「僕、もう腰が動きません……」

「俺は、明日歩ける気がしない」

「すいません」

「俺もごめん」

　お互いに微妙な謝罪を漏らす。そのまま見つめ合っていると、同時に笑いが噴き出した。背中を小さく震わせながら、声を上げて笑う。

「めちゃくちゃしたなぁ」

「はい、めちゃくちゃしました」

「初めてだったのに」

「初めてだったのにです」

　合いの手みたいに挟まれる遙一の言葉が面白くて笑いが止まらない。くすくすと笑っていると、ふと遙一の顔が近付いてきた。そのまま、ちゅっ、と短いキスが落とされる。真っ白な睫毛を見つめていると、遙一が淡く微笑んだ。

「好きです、桃真さん」

　その幸せに満ちた声音に、またじんわりと胸の奥が温かくなる。遙一の瞳を見つめたまま、桃真も笑みを浮かべた。

「うん、俺も好き」

　答えると、遙一はぎゅっと目を細めるようにして笑った。ふふ、と息を吐くような遙一の笑い声が聞こえて、愛おしさに胸が爆発しそうになる。

　遙一の頭を抱き締めて、桃真はその頭にぐりぐりと頬を擦り付けた。

「遙一、すっげぇ可愛い」

「桃真さんの方が、ずっとずっと可愛いです」

　バカップル丸出しな会話をして、その馬鹿馬鹿しさにまた笑いが弾けた。けらけらと笑い声を上げていると、先ほど咽喉を酷使したせいか途中で咽せた。咳込む桃真を見て、慌てたように遙一が立ち上がる。

「すぐお水持ってきますっ」

　そう言うなり、服を適当に羽織って部屋から飛び出していく。パタパタと廊下を駆ける足音を聞きながら、桃真はかすかに痛む咽喉を片手でさすった。

　大きく息を吸い込んでから、ゆっくりと身体を起こす。窓から薄っすらと月明かりが射し込んで、部屋の中を照らしていた。先ほどまではお互いの身体を貪るのに夢中でまったく見ていなかったが、寝室だというのに部屋の壁際には大きな机が置かれていた。机の上には地下と同じく、大量の本や資料が積まれている。

　よく見ると、ベッドのサイドテーブルにも読みかけであろう論文の束が置かれていた。手に取ってはみたが、英語で書かれていて読むことができない。

「ゲ、ゲネ……？」

「Ｇｅｎｅ」

　流暢な発音が聞こえてきて、扉の方へと視線を向ける。片手に水の入ったペットボトルを持った遙一が、ゆっくりとベッドへと近付いてきた。ペットボトルを桃真へと差し出して、代わりのように論文の束を手に取る。

「『遺伝子』のことです」

「遺伝子……それって、女性が生まれなくなった原因を研究するためか？」

　ペットボトルの水を一口飲み込んでから訊ねると、遙一は少しだけ困ったように笑った。

「そうです」

　その肯定の言葉に、以前榊が言っていたことがふと脳裏を過ぎった。

『私にこの世界は変えられない。ですが、遙一様にはこの世界を変えることができる』

　その言葉を思い出した瞬間、桃真は唇を開いていた。

「遙一は――この世界を変えられると思ってるのか？」

　何だか無知な子供が、ヒーローに質問しているような台詞だなと思った。失われていくものから目を逸らして、歪な楽園を築こうとしているこの世界を救えるのか。救いたいと思えるのか。

　桃真の問い掛けに、遙一は一瞬驚いたように目を丸くして、それから小さく笑った。

「僕は……この世界を変えたいわけじゃありません。ただ、自分が起こしたことの責任を取りたいだけです」

　遙一の言葉は、どこまでも自責的で現実的だ。空想のヒーローごっこに浸ることすら、自分自身に許していない。

　遙一は視線を伏せると、ひどく悲しげな声で続けた。

「前にもお話しましたよね。きっと女性がいてもいなくても、人は戦争を起こしていたし、世界の貧困が消えることはないって……。もし僕の研究が上手くいって女性が生まれるようになっても、きっとこの世界の根本は何も変わらないです。人は憎み合い、奪い合い、殺し合います。本当は、自分の欲望を満たしたいだけで、誰も正しく美しい世界なんて求めてないんです」

　それは諦念か失望の言葉のようにも聞こえた。遙一は、この世界に希望を抱くことをとっくの昔に諦めているのだ。

　ふと、パーティーの時の光景を思い出した。年老いた金持ちたちが己の欲望を満たすために、女性に扮ふんした美しい青年をはべらせる世界。女性が再び世界に戻ったところで、あの青年たちがただ美しい女性に変わるだけではないのか。結局、歪んだものは歪んだままだ。

　そう思った瞬間、胸が絞られたように痛んだ。桃真は自身の両膝を引き寄せると、緩く首を傾げて遙一へと問い掛けた。

「こんな世界、滅んだ方がいいと思うか？」

　ぽつんと訊ねると、遙一は不意にその表情を消した。自分の内側を覗き込むような無機質な眼差しで宙を見つめて、小さく呟く。

「そう、思ったこともあります。僕はずっと……この世界から消えてなくなりたかった。毎年毎年、僕の作った薬のせいで死んだ人の数を聞くのが怖くて、その前に死んでしまいたかった。だけど、僕が死んだところで何の解決にもならない。だから、生きて償うしかなかった」

　奥歯を噛み締めた遙一の背中が小さく震える。その背中へと、桃真は無意識に手のひらを押し当てた。戦慄きが手のひらを通して伝わってくる。その震えから、十六歳の少年の恐怖と絶望が伝わってくるようだった。

「……本当は、桃真さんに会うのもすごく……怖かったんです。僕のせいで人生が壊れてしまった、不幸になった人を直視したくなかった。それ以上に、お前のせいだ、と糾弾されるのが恐ろしかった。そんな卑怯な自分自身も嫌いで堪らなくて……」

　掠れた声で、ごめんなさい、と聞こえてくる。謝罪の言葉に、桃真は首を左右に振った。遙一の身体を引き寄せて、正面から抱き締める。そのまま、その耳元に囁いた。

「大丈夫。俺、遙一のこと恨んだりしてないよ」

「本当に、ごめんなさい」

「謝らなくていいよ。もう謝るな」

　そう繰り返して、遙一の背中をあやすように叩く。遙一の震えを感じながら、桃真はわざと明るい声で言った。

「俺もさ、アンドロギュノスになった時は、もう人生終わったって思ったよ。自分の身体が知らないうちに勝手に変えられて、知りもしない男の子供を産めって言われた時は、死んだ方がマシだと思った。でも、この家に来て、使用人のハルに会って、好きになって、キスしてセックスしてさ、今は死ななくて良かったって思うよ」

　遙一の顔を間近で見つめて、桃真は笑みを浮かべた。

「俺を救ってくれてありがとう」

　そう告げると、遙一の顔がくしゃくしゃに歪んだ。

「……桃真さんに救ってもらったのは、僕の方です」

「そうなの？　じゃあ、お互い様ってことでいいじゃん」

　あっけらかんと言い切ると、ようやく遙一の顔に笑みが浮かんだ。柔らかな笑みを見た瞬間、不意に胸を突き上げるような思いが込み上げた。

「あのさ、俺にできることあるなら何でも協力するよ」

「え？」

「江島が言ってたんだけど、人工授精では男子しか生まれないけど、アンドロギュノスは女子を出産することもあるんだって。だから、俺の身体を研究したら、もしかしたら女性が生まれなくなった理由が判るかもしれないじゃん」

　浅はかな自分の提案に、少しだけ頬が熱くなる。羞恥を誤魔化すようにうつむいていると、遙一がまじまじと桃真を見つめて問い掛けてきた。

「いいんですか？」

「遙一なら、いいよ」

　流石に身体切られたりとか痛いことはイヤだけど、と付け加えると、遙一はコクッコクッと大きく頷いた。桃真の両手を掴んで、遙一が意気込んだ声で言う。

「もちろんですっ！　あ、あのっ、できればまず唾液の採取をさせて欲しくてっ……！　あっ、すぐ検査道具持ってきますね！」

　夢中になれるものを見つけた子供みたいに早口で言い切って、遙一が再び部屋から飛び出していく。その後ろ姿を、桃真は唖然と眺めて呟いた。

「……めっちゃ、元気じゃん」







＊＊＊







　翌日から、桃真は遙一の離れに入り浸るようになった。

　検査として色々な身体の測定をされ、同時に唾液や血、一部の体組織をサンプルとして採取をされた。遙一に聞いたところによると、今までアンドロギュノスの生体サンプルの提供要請は出していたが、アンドロギュノスは国の重要財産であるからと言われて拒否されていたらしい。

「桃真さんのおかげで、また新たな観点で研究を進められます」

　目をキラキラさせている遙一を見るのは、桃真も嬉しかった。研究にのめり込む遙一の代わりに、毎日犬たちの世話をしたり、部屋の掃除をする。

　食事は日に三度、榊が離れへと運んできた。

「遙一様は研究に集中すると、生活のすべてがおろそかになりますので、時々ちゃんと睡眠を取っているかを確認してください」

　食事を受け渡すついでに、忠告めいた言葉を言われる。そう言われて気が付いたが、確かに一昨日辺りから仮眠を取っている姿は見ても、遙一がベッドで寝ている姿を見ていなかった。

　慌てて地下へと駆け込んで、実験器具にかじり付いている遙一を寝室へと引っ張り込む。

「いま、大事なところで……」

「寝ることの方が大事だぞ。ちゃんと寝て、続きは起きてからしような」

　ぐずる遙一に布団を被せて、赤子をあやすようにポンポンと軽く胸元を叩く。そうしていると、遙一が軽く桃真の手を掴んできた。

「桃真さんも、一緒に寝てほしいです」

　そう強請る声に、思わず頬が緩んだ。布団の中に潜り込んで、ぎゅうっと遙一の身体を抱き締める。同時に、遙一も桃真の身体を抱き返してきた。

「桃真さん、良い匂いがします……」

「さっき風呂入ったから」

「……したくなりそうです」

　欲望を滲ませた声音に、ぞくりと腹の底が疼きそうになる。実際、この離れに来るようになってから、合間合間をぬって遙一と身体を重ねていた。時には料理を食べている途中にムラムラッと来て、食卓で立ったままおっぱじめてしまったこともある。

　遙一とのセックスにはキリがなかった。してもしても、したりないと思う。まだ深く、もっと奥まで、壊れるぐらいして欲しくなる。

　そう思っているのは、きっと桃真だけでなかった。時々気が付いたら、遙一が欲望に満ちた眼差しで、じっと桃真を見ている。その雄じみた目を見ると、もう駄目だった。何もかもを放り出して、遙一の腰にまたがりたくなる。そんな自分のはしたなさに羞恥を覚えながらも、際限なく溢れてくる欲望の止め方が解らなかった。

　遙一のつむじに唇を押し付けて、ぽつりと小さな声で呟く。

「起きたら、しよっか」

　そう囁くと、遙一はじっと桃真を見つめてから嬉しそうに笑みを浮かべた。桃真の胸元に顔を押し当てるようにして、すぐに遙一が寝息を立て始める。

　遙一の穏やかな寝顔を見つめて、桃真はかすかに熱を持った吐息を漏らした。










　そんな日々を送っているうちに、気が付いたら数ヶ月が経過して、季節は春に変わっていた。

　相変わらず館の敷地からは出られないものの、好きな人と一緒に暮らす日々はひどく穏やかで、蜜月のように甘かった。

　遙一は研究にますます没頭して地下に引き篭もっていたが、桃真は一日一回は遙一を外に引っ張り出していた。

　春の木漏れ日の中、遙一と手を繋いで、犬たちの散歩をする。散歩といっても、館内の裏庭をのんびりと歩くだけだが、それでも心はひどく和んだ。

「今日はあったかいなぁ」

　そう声を漏らすと、一号二号のリードを持っている遙一がふわりと綻ぶように笑った。

「あったかいですねぇ」

　ただ相槌を返してくれているだけなのに嬉しい。胸がほわほわして、口元が緩む。恋人と一緒にいるだけで、こんなに嬉しくて幸せな気持ちになれるだなんて想像もしていなかった。

　ふにゃりと笑いかけると、遙一が照れたように視線を逸らして、自身の髪を耳に掻き上げるのが見えた。その仕草にムラッとして、咄嗟に遙一の身体を木の陰に引っ張り込む。

　目を丸くする遙一の唇に、ぶちゅっ、と思いっきり唇を重ねると、かすかな笑い声が聞こえてきた。角度を変えて数回唇を重ねてから、遙一がゆっくりと離れていく。

「僕、桃真さんとキスするの大好きです」

　屈託のない声でそんな可愛いことを言うから、もっとキスしたくなる。今すぐ飛びかかりたくなる衝動を押さえながら、桃真はぐっと唇を引き締めてから答えた。

「俺も遙一とキスするの、すげぇ好き」

　鼻先を緩く擦り合わせながら囁くと、遙一が嬉しそうに目を細めた。

　だが、長時間立ち止まっていることが不満だったのか、イズミが遙一の腰辺りに飛びついてくる。

「うわっ、イズミっ、ごめんごめん」

　遙一が驚いた声をあげて、なだめるようにイズミの頭を撫でる。途端、イズミはご機嫌を直したように短い尻尾をぶんぶんと振り始めた。

　耳は垂れたままだが、イズミもこの数ヶ月で更に大きくなった。今では一号二号と並ぶほどの体格をしている。それでも、まだ頭はまだ子犬のままなのか、一号二号と比べて無邪気な性格をしている。

　リードを持ち直して、再びゆっくりと歩き出す。桃真が手を差し出すと、遙一が当たり前のように手のひらを掴んできた。

「いつか、もっと遠くまで散歩に行きたいな」

　桃真が長閑のどかな声でそう漏らすと、遙一はこくりと頷いた。

「治療法が完成すれば、きっとこの館からも出られるようになります」

　その希望的な言葉に、桃真は笑みを返した。

　遙一の研究が一歩進んだのは、つい一ヶ月前のことだ。モニターに映る二重螺旋の映像を眺めながら、遙一が説明してくれた。

「桃真さんと他の者の染色体を比較して、異なる部分があることを見つけたんです。ＤＮＡの中には非遺伝子領域という機能不明な領域があって、通称ジャンク領域とも呼ばれるんですが、その中の縦列型反復配列の異常のせいで、一部の染色体が相互転座していることが解ったんです」

　正直桃真には、遙一の説明の一パーセントも理解できなかった。桃真が目をパチパチと瞬かせていると、遙一は少しだけ首を傾げて笑った。

「おそらくこの染色体の異常のせいで、女性が生まれなくなったものと思われます。ベクター治療を進めていけば、異常を修復することができるかもしれません」

　やっぱり訳が解らないし、たぶん丁寧に説明されても理解できる気がしない。

「つまり、また女性が生まれるようになるってこと？」

　桃真が説明をざっくりさっくりと要約すると、遙一は大きく頷いた。

「時間はかかると思いますが、いずれは」

　その返答を聞いた瞬間、桃真は思わず歓声をあげて遙一に抱き付いていた。その日の晩は、二人でステーキを焼いた。といっても、分厚い肉に塩と胡椒をかけて、表面が焦げるまで焼いただけだが。それでも、遙一は『今まで食べたものの中で一番美味しいです』と言ってくれた。

　研究が上手くいったからといって、この先がどうなるかは解らない。自分の境遇が変わるのか、世界がどうなるのかすら検討が付かなかった。それでも、ゆっくりと開いていく花弁のように、何かが柔らかく綻んでいくような希望もあった。

「もう春だな」

　裏庭に覆い茂った草花を眺めながら呟くと、遙一がゆったりと微笑んだ。

「すっかり春ですね」

　求めるタイミングで、求める言葉をただ返してくれる相手がいるというのが、どれだけ奇跡的なことなのか、今の桃真なら解る。

　アンドロギュノスになった時に、もう自分の人生は終わったと思った。二度と幸福に思える日々なんて訪れることはないと。それでも、今遙一と一緒にいて心から幸せだと思える。今この瞬間を、永遠に抱き締めていたいと願ってしまう。

「夏になったら、海とか行きたいな。イズミたちも、もっと広いところで走りたいだろうし」

　そう提案すると、遙一はきょとんとしたように目を丸くした。

「僕、海行ったことないです」

「そうなのか？」

「はい。あまり強い日射しを浴びると、ヤケドしてしまうので」

　遙一の真っ白な肌を見つめる。確かにこの肌では、強い日射しには耐えられないだろう。

「そっか、ごめん」

　慌てて謝ると、遙一は首を左右に振った。

「でも、日除け対策をしたら、きっと大丈夫です。僕も桃真さんと一緒に海に行きたいです」

　そう言葉を続けて、遙一は少しだけ眩しそうに目を細めた。見たことのない海に憧れるような遙一の眼差しに、桃真の方まで無性に嬉しくなる。

「じゃあ、いつか一緒に行こうな」

「はい」

　大きく頷いて、遙一がふわりと笑みを浮かべる。ひどく朗らかで、完璧すぎるくらい幸せな時間だった。

　だが、散歩から戻った時に、離れの前に立っている榊を見た瞬間、和やかだった空気が一気に不穏になった。予期せぬ訪問は、大体穏やかならぬものを連れてくる。

「旦那様が帰って来られました。今晩のディナーをご一緒に、とのことです。本日は奏一様が仕事で不在にされていますので、遙一様が出席するように仰せです。お二人とも着替えをなさってください」

　榊の言葉に、遙一が緊張したように、ぎゅっと桃真の手を握り締めてきた。










「やぁやぁ、桃子さん！　お身体の調子はどうですか？　私の可愛い孫は順調に大きくなっていますか？」

　相変わらずご機嫌な財前の声に迎えられる。両腕を広げる財前の姿を見て、桃真は曖昧な笑みを浮かべた。

「はぁ、まぁ」

　何とも言えない返事をしつつ、長いドレスの裾を踏まないように片手で持ち上げながら椅子の方へと進む。

　今日は、腹部が膨らんでいないことがバレないように、腹周りを隠せるインドのサリー風のドレスを着ていた。一枚の大きな布地を腰に巻き付けて、最後に余った布を肩から斜めに引っかけるような形のドレスだ。

　布地は相変わらず黒だが、色とりどりのイミテーション・ジュエリーやビーズが全体に縫い付けられていて、照明にキラキラと鮮やかに反射している。

「今晩の桃子さんは、エキゾチックな魅力に溢れていますねぇ」

　あからさまなお世辞に居心地の悪さを覚えつつも、愛想程度に頭を下げる。目の前には、すでに前菜の皿が置かれていた。透明な皿に並べられた色とりどりの野菜や生魚のカルパッチョを見ても、勿論食欲などはわいて来ない。

「ほら、遙一もそう思うだろう？」

　桃真の反応が悪かったせいか、財前の矛先が遙一へと変わる。桃真の隣の椅子に座っていた遙一がピクリと小さく肩を揺らした。

「ええ、とても綺麗です」

　遙一が桃真へと視線を向けて、淡く笑みを浮かべる。その笑顔に、かすかに頬が熱くなった。頬の赤みを誤魔化すように、頭にかぶった布を両手で引っ張る。

　その様子を見て、財前が一瞬目を丸くした後、ふくふくとした笑みを浮かべた。

「随分と仲良くなったんだねぇ。奏一の子が産まれたら、遙一も桃子さんにちゃんとお願いするんだよ」

　お願いとはどういう意味なのか、聞かなくても解る。一人の人間を兄弟で共有させようとする財前の言葉に、かすかな吐き気がわき上がってきた。

　手のひらで軽く口元を押さえると、途端財前が慌てた声を漏らした。

「おおっ、もしや『つわり』ですか？　妊娠すると、女性は食事の匂いをかぐと吐き気をもよおすと聞いたことがありますが、それでしょうか？」

　財前が早口で訊ねてくる。否定するのも面倒くさくて、桃真は小さく首を左右に振った。

「いえ、大丈夫です」

　そう答えるものの、財前は未だ不安そうに太い身体を左右に捩らせている。

「あぁ、とても心配ですっ！　私の孫が無事に産まれてくるのかっ！」

　どう聞いても、桃真ではなく孫の心配だけしているようにしか聞こえない。その露骨な財前の言葉に、桃真は口角を引き攣らせた。

　遙一が桃真へと小さく声をかけてくる。

「……大丈夫ですか？」

　その問い掛けに、うん、と潜めた声で返す。未だ気味悪く身をくねらせて財前を置いて、皿の左右に置かれたカトラリーを手に取る。前菜をゆっくりと食べ始めるが、緊張のせいか味がよく解らない。

　ようやく気味の悪い身悶えを止めた財前が、食事を取りながら遙一へと声をかける。

「遙一も最近どうだい？　研究は順調に進んでいるかな？」

　遙一の手がピタリと止まった。遙一がゆっくりと財前へと視線を向ける。

「はい、順調です」

「今作っている薬は、ミナカワ製薬との共同だったかな？　確か女性ホルモンを増やす薬だったはずだけど、納品は間に合いそうかい？」

「ええ、問題ありません」

　淡々とした声で答えながらも、フォークを握っている遙一の手がかすかに戦慄いたのが見えた。その仕草から、遙一が必死に怖気を押さえているのが伝わってくる。

　遙一をじっと凝視したまま、財前が首を九十度に傾ける。

「また余計なことをしていないだろうねぇ？」

　ねっとりと絡み付くような声音に、桃真まで指先が震えそうになった。

「まさか。ちゃんと父さんに言われたものだけを作っています」

　財前にシラを切り続ける遙一の姿に、疑問を抱く。なぜ女性が生まれる研究をしていることを伝えないのか。世界を救う大事な研究だというのに、それをひた隠しにする理由が解らない。

　わき上がる疑惑を押し隠しながら、桃真は黙々と料理を口に運んだ。

「それならいいんだよ。遙一は本当に『良い子』だねぇ」

　良い子、という言葉の響きに、また鳥肌が立ちそうになった。まるで父親が決めた枠組みから外れない子供だけが『良い子』と言わんばかりの声音だ。そうやって、まだ六歳だった遙一に毒を作らせたのかと思う。

　込み上げてくる気色悪さに顔を歪めそうになっていると、ふと財前が桃真へと視線を向けてきた。

「この子は昔から探求心が強くてね、時々やらなくてもいいことまでやってしまう癖があるんです。何度もその癖を直しなさいと躾てるんですが、なかなか強情でしてねぇ。妙な研究をしている時は、時々私が軌道修正してあげなくてはならないんです」

　他愛もない子供の失敗話でも語るような口調だった。『躾』という一言を聞いた瞬間、目に見えて遙一の顔が強張った。唇をピッタリと閉じて、うつむいている。以前、同じようなことを言われた奏一が顔を真っ青にしていたことを思い出す。

「やらなくていいこととは？」

　桃真が訊ねると、財前はどこか投げ遣りな仕草で肩を竦めた。

「そうですねぇ。例えば『ＭＧＲ―Ⅳ』ですが、あれの改良なんかは何度も言ってきていますね。もう改良する必要性もないんですけどねぇ」

「でも、あの薬で命を落とす人もいるって聞きましたけど……」

　遙一の様子を伺いつつも、恐る恐る言葉を漏らす。途端、ははっ、と財前が明るい笑い声を漏らした。

「胃薬を飲んだって死ぬ人間は死にます。たかが一人や百人程度が死んだくらいで、いちいち薬を作り直していたら商売になりませんよ」

　先ほどまで和やかだった財前の表情が、まるで嘲るように醜く歪んでいた。その表情を見て思う。財前の本性はこれだ。自身の利益のために、他人の命を平気で踏み付ける。

　確かに完全に安全な薬など、この世にはきっと存在しないのだろう。それでも、死ぬ確率が高い薬を放置する理由にはならない。

　込み上げてくる不快感に、かすかに顔が歪みそうになる。

「それに、改良前の『ＭＧＲ―Ⅲ』なんかは一般化できないほどひどい薬でしたからね。死亡率も高かったですし、アンドロギュノス化できたとしても、被験者はみんな骨と皮のようにガリガリに痩せ細って、頭がおかしくなるものもいたらしいですよ」

　おぉ、怖い怖い、と嘯きながら、財前が両手で自身の身体をさする。その嘘臭い仕草を眺めて、桃真は咽喉をぎこちなく上下させた。財前が言葉を続ける。

「それに比べれば『ＭＧＲ―Ⅳ』は画期的なほどに安全性が増していますよ。政府からも認められて、今では全世界の人間に使われるようになった。私はね、過去を振り返らず、遙一にはどんどん新しいものを作り出して欲しいんですよ。それが会社のより一層の成長に繋がりますからねっ」

　意気込んだように、財前の声が一際大きくなる。その声に、身体の奥底が静かに冷えていくのを感じた。

　財前の言葉は、助かる人間を見殺しにして、利益を優先すると言っているのも同じだ。それを恥ずかしげもなく公言できるところに、ひどい嫌悪感を覚える。

　カトラリーをそっと皿の上に置いて、桃真は小さな声で問い掛けた。

「遙一さんの意志はどうなるんですか？」

　口に出した瞬間、財前はぽかんと口を開いた。まるで宇宙語でも聞いたかのような反応だ。

「遙一さんは自分の作ったもののせいで苦しんでいます。どうして、自分の子供を苦しめるんですか？」

　言葉が止まらなかった。財前を見つめたまま、淡々と呟く。

「遙一さんは、あなたの道具じゃない」

　財前は鳩が豆鉄砲を食らったような表情で桃真を見ていたが、不意にすっとその表情を消した。光のない無機質な眼差しで桃真を見つめると、一言呟く。

「教育に良くない」

「え？」

「貴女は、息子や孫の教育に良くない」

　未だかつてないほど冷え冷えとした財前の声音に、ぞくっとうなじの辺りが震えるのを感じた。財前がゆったりと微笑んで呟く。

「新しい聖女様が必要ですねぇ」

　それはどういう意味だろうか。考える間もなく、不意に真横から腕を掴まれた。遙一が桃真の二の腕を掴んで、強引に引っ張る。遙一らしくないほど、その仕草は乱暴だった。

　顔を歪ませた遙一が、桃真の顔を見据えて叫ぶ。

「父さんになんて口を聞くんだッ！　ふざけたことをペラペラ喋るんじゃない！」

　一瞬、自分が遙一に怒鳴られていると信じられなかった。なぜ、と問うように見つめても、遙一は強張った表情を変えない。その表情は、どこか焦っているようにも見える。

　そのまま、無理やり椅子から立ち上がらされると、榊へと向かって身体を突き飛ばされた。背中側から榊に両腕を掴まれる。

「部屋に閉じ込めておいてください」

　そう命じる遙一の声に被さるようにして、財前が声をあげた。

「いやいや、そんなことをする必要はないよ。もう桃子さんとはお別れだ」

　お別れという一言に、一瞬で全身の血の気が落ちる。

　遙一が財前を見据えて、唇を開く。その額にかすかに汗が滲んでいるのが見えた。

「僕がちゃんと言い聞かせます」

「そのコストが勿体ないよ。桃子さんよりも、もう少し聞き分けの良い子を買い直した方が早い」

「桃子さんのお腹には子供がいるはずです」

「あぁ、でも奏一の子だからねぇ。お前の子だったら考えたが、奏一の子だったら、別にいいかな」

　財前の言葉に、遙一が目を見開く。

「いいかな、って……」

「まぁ、今回は生まれなくてもいいかなってことだよ」

　みなまで言わせるなとばかりに財前が苦笑する。先ほどまで『可愛い孫』だなんて言っていたくせに、手のひら返しも甚はなはだしい。

　遙一が拳をキツく握り締めて、唸るような声で言う。

「僕は桃子さんがいいです」

「おや、遙一は気の強い子が好みかい？　だけど、駄目だよ。こいつも、お前も、どいつもこいつも全ッ然駄目だ。ここまで育ててやったのに、親につまらない嘘ばかり吐いて、あぁ、まったくろくでもない馬鹿共ばかりだよ」

　ゆったりとしていた財前の口調が、一気に崩れる。財前は笑みを浮かべたまま遙一を見ると、首を斜めに傾げた。

「私がいない間に、随分と好き勝手に遊んでいたみたいだねぇ。お前がこいつと一緒に離れに篭もって、コソコソ何かをしていたのは解ってるよ。また性懲りもなく、どうでもいい研究をしているんだろう？」

　財前の指摘に、遙一の咽喉がわずかに上下した。

「どうでもいい研究なんてしていません」

「私が命じたもの以外はどうでもいいことだよ。まだそれが解らないのかい？」

　聞き分けのない子供に言い聞かせるような声で、財前が言う。

「我が社が作っている薬は『ＭＧＲ―Ⅳ』だけではないんだよ。女性になりたがる者のために、女性ホルモンを増加させる薬も出しているし、美容整形手術にも手を広げている。人間は足りないものを求める性質があるからね。そこにこそ商売のチャンスがあるんだ」

　そう説明する辺り、財前はすでに気が付いているのだろう。遙一が何を研究し、何を成し遂げようとしているのかを。解っていて、会社の利益のために世界を見捨てようとしている。

「何が、言いたいんですか……」

　呻くような遙一の声に、財前は愚かな子供でも眺めるかのような、かすかに慈愛じみた眼差しを向けて言った。

「この世界から苦しみを取り除いてはいけない、ということだよ」

　その残忍な言葉に、遙一は目を見開いた。まじまじと父親を見つめて、怒りを滲ませた声で言う。

「自分の利益のために、この世界が滅びてもいいと言うんですか」

「勘違いしちゃいけない。滅びるのは世界じゃなく人類だ」

　すげない口調で、財前が言い返す。そのまま、財前は緩く首を傾げて、何てことないように言い放った。

「人類に救う価値があるかい？」

　その言葉を聞いた瞬間、思った。財前は、とっくの昔に人類を見限っているのだと。ただ自分が生きている間に、残った甘い蜜を吸い尽くそうとしているだけだ。

　遙一は、しばらく呆然とした表情で、自分の父親を見つめていた。だが、下唇をキツく噛み締めると、遙一はゆっくりと唇を開いた。

「父さんのやり方は、間違っています」

　遙一のはっきりとした否定に、財前は殊更穏やかに微笑んだ。だが、そのたるんだ頬肉がピクピクッと神経質に戦慄くのが一瞬見えた。

　その次の瞬間、財前が鷲掴んだワイングラスが、遙一へと向かって投げ付けられていた。

「遙一！」

　桃真が悲痛な声で叫ぶのと同時に、遙一の頭部にワイングラスがぶつかった。薄いガラスが割れる音の直後、遙一の小さな呻き声が聞こえてくる。

「遙一、大丈夫かっ！」

　駆け寄ろうとするが、榊がキツく両腕を掴んでいて動けない。うつむいた遙一の髪の毛から、グラスに残っていた赤ワインがぽつぽつと滴っていた。赤ワインに混ざって、真紅の液体が額からゆっくりと伝っているのが見える。

　桃真が息を呑んだ時、財前がほんわかとした声で言い放った。

「反抗的なアンドロギュノスは廃棄して、お前は最初から躾直しだ」

　そう言った後、財前はふと思い付いたように、あぁ、と声を漏らした。

「そうだ。研究するのには頭と腕さえあればいいな。足なんかあるから、自由に何でもできるなんて思い込むんだ。今後余計なことを考えないように、お前の足は切ってしまおうかね」

　遙一の両足を見つめて、財前が三日月のように目を湾曲させる。そのぐにゃりと歪んだ目元を見て、全身が恐怖に総毛立った。財前は本気だ。本気で、自分の息子の足を切り落とそうと考えている。

　財前が榊へと軽く顎をしゃくる。途端、榊は桃真の腕を掴んだまま、扉の方へと歩き出した。抵抗しようにも、それ以上の強い力で引き摺られていく。

「遙一ッ！」

　叫び声をあげるが、すぐさま扉が閉められて、遙一の姿は見えなくなった。

　だが、扉が閉められた時に気が付いた。扉のすぐ真横に、黒い影がぼんやりと突っ立っている。驚いて見やると、それは奏一だった。仕事から帰ってきたばかりなのか、スーツ姿のままだ。

「そう、いち」

　ぽつりと名前を呼ぶと、奏一はどこか虚ろな眼差しで桃真を見てきた。

「俺も、父の道具か」

「え」

「それも、簡単に捨てられる道具だ」

　ゴミと同じだな、と奏一が掠れた声で続ける。ずっと中の会話を聞いていたのか。

　奏一の声の痛々しさに、桃真は思わず言葉に詰まった。だが、桃真が何かを口に出す前に、榊に廊下を引き摺られていく。

「離せッ！　離せよ！」

　そう叫ぶものの、腕を掴む榊の手は緩まない。時折、すれ違う使用人たちが何事かとばかりに、榊と桃真の姿をじろじろと眺めていた。

　早足で歩きながら、榊が吐き捨てる。

「貴方は本当に馬鹿だ。旦那様の神経を逆撫でして、これで何もかも滅茶苦茶です」

　らしくもないほど苛立った榊の声に、頭のてっぺんから血の気がザァッと落ちるのを感じた。

　榊の言うとおりだ。自分が黙っていれば、笑って聞き流していれば、こんなひどい結果になることはなかった。遙一の額から流れていた血を思い出した瞬間、全身が後悔に戦慄いた。

「よっ、遙一は？　遙一は大丈夫なのか？」

　掠れた声で訊ねると、榊は立ち止まらないまま答えた。

「殺されはしません」

「でも、足を切るって……」

「最初に言ったはずです。旦那様は、心根が冷たいお方だと」

　足を切られることを暗に肯定する榊の返答に、目の前が真っ暗になった。桃真のせいで、遙一の願いは握り潰され、そのうえ両足が奪われるだなんて、そんなことは絶対にあってはならない。

「だっ、だめだ、そんなのダメだっ。おれ、謝りにいくから。遙一に、ひどいことしないようにお願いする。あいつに土下座でも何でもするからっ」

「もう遅いです」

「だっ、だって、遙一が」

「もう貴方にできることは何もないんです」

　震える声を、榊に冷酷に切り捨てられる。足を踏ん張って立ち止まろうとするが、強い力でどんどん引っ張られていく。気が付いたら、館の裏口から裏庭へと出ていた。

　犬舎の前まで来ると、ようやくキツく掴まれていた二の腕が離された。犬舎の扉が開かれて、中から三匹の犬たちが飛び出てくる。

　榊が裏庭の奥を指さして言う。

「裏庭の塀の一部に、外に出られる抜け道を作っています。そこから逃げてください。犬たちが案内します」

　告げられた言葉に、桃真は目を見開いた。

「あんたは、どうするのさ……」

「私のことまで考えている余裕がありますか？」

　素っ気ない口調で榊が答える。だが、桃真にだって解る。桃真を逃がせば、榊だってタダで済むわけがない。

　榊が手を伸ばして、犬舎の天井から何かを引き剥がす。それは小さなポーチのようだった。

「中に当面の金が入っています。クレジットカードも入っていますが、そちらは使わないように。保険証は、いざという時に一度だけ使ってください。二度は使ってはいけません。銀のカードキーは、郊外のマンションのものです。いずれは見つかるかと思いますので、三日以上は滞在しないでください」

　早口で説明される。ポーチの中を確認すると、分厚い紙幣の束が見て取れた。健康保険証を手に取る。だが、そこに書かれている名前は、まったく見覚えのないものだ。

「これ……」

「貴方に何かあった時のために、遙一様が準備されていたものです」

　その言葉に、また胸が引き絞られたように痛む。どんな気持ちで、どんな覚悟で、遙一がこれらを準備したのかと思う。そう思った瞬間、ぼろりと涙が溢れてきた。

「泣いてる暇はありませんよ。私ができるのはここまでです。早く行ってください」

　淡々とした声で告げながら、榊が桃真の背中を押してくる。視線を落とすと、三匹の犬たちがじっと桃真を見上げているのが見えた。黒々とした瞳を見た瞬間、桃真は堪らず叫んでいた。

「待って、待ってよ、こんなのは、駄目だ……ッ」

　ぼろぼろと涙を零しながら、足掻くように言う。榊の呆れた眼差しを受けながら、桃真は必死で考えた。

　自分は今、何をすればいい。どうすれば、遙一を助けられる。

「時間がないんです。今貴方にできることは、できるだけ遠くへ逃げることだけです」

「違う。俺は、もう逃げちゃだめなんだ」

　桃真は、ずっと逃げ続けてきた。だけど、もう逃げてはいけない。遙一を置いて、どこにも行けない。それだけは解る。たとえどんな結末になるとしても、もう二度と自分の選択を憎みたくなかった。

　溢れ出る涙を拳で拭って、桃真は榊を見つめた。榊は無表情のまま、桃真を見据えている。その眼差しを見た瞬間、不意に思い出した。

「あんたは前に、誰を味方にするのが一番得策か考えろ、って言ったよな」

　いきなり何を言い出すのか、とばかりに榊が目を細める。

「その意味が解った」

　そう呟くなり、桃真は身に纏っていたドレスを脱ぎ始めた。桃真の唐突な行動を見て、榊が驚いたように目を見張る。ドレスだった長い布を地面へと無造作に落としながら、桃真は榊へと言い放った。

「使用人の服を一着、すぐに持ってきて欲しい」










　榊と別れた後、桃真は再び館の中へと潜り込んだ。

　榊が持ってきてくれた使用人の服は、桃真の身体よりも少し大きめだった。余った袖や裾を内側へと折り込んではみたが、どこか服に着られている感が拭えない。

　うつむくと、目元にかけた眼鏡がズレて落ちそうになった。慌てて片手で眼鏡を持ち上げて、大きく息を吐き出す。

　その眼鏡は、遙一が使用人のフリをしていた時にかけていたものだ。榊が服と一緒に持ってきた時は何のつもりかと思ったが、後ろに掻き上げていた髪を下ろして眼鏡をかけてみると、大分印象が変わった。

　時折、廊下で使用人とすれ違うが、誰も眼鏡をかけた使用人が桃真だと気付く様子はない。怪しく思われないよう、あえてゆっくりとした足取りで歩く。それでも気は逸った。

　おそらく先ほどいた広間にいなければ、遙一がいるのは地下だろうと榊から聞いていた。この家に来て半年近く経つが、母屋にも地下があるのだと初めて知った。

「地下があったんだ」

　と言った桃真に対して、榊はひどく苦々しい表情を浮かべた。

「獲物の解体場ですよ」

「は？」

「狩りで仕留めた獲物を地下で解体するんです。そこを子供の躾部屋としても使っていたんですよ」

　榊の説明に、一気に不快感が胸の奥からせり上がってくる。

「じゃあ、遙一も奏一もそこで躾られてたのか？」

「ええ。中で何が行われていたかは知りませんが、ろくでもない場所なのは確かです」

　胸くそ悪い情報だが、それでも当て所もなく館の中を探し回る羽目にならなかったのは良かった。

　まずは先ほどの広間を恐る恐る覗いたが、そこには誰の姿もなかった。机の上の料理も割れたワイングラスの破片も残っていないところを見ると、すでに使用人が綺麗に掃除をしたのだろう。

　地下を目指して、階段を降りていく。だが、地下への階段を降りかけた時に、後ろから突然声をかけられた。

「お前、どこに行くつもりだ」

　身体が震えそうになるのを堪えて、ゆっくりと肩越しに振り返る。階段の上で、二十代後半に見える使用人が桃真をじっと見下ろしていた。

「地下には行くな。邪魔すると、旦那様に折檻されるぞ」

　親切から忠告しているらしい。桃真はなるべく使用人を直視せず、少し強張った声で答えた。

「榊執事長から、旦那様をお呼びするように命じられたんです」

「榊執事長が？」

　オウム返しに呟くと、使用人はどこか哀れむような眼差しで桃真を眺めた。

「お前、新人だろう？　榊執事長も、随分と酷なことを頼まれる。旦那様は地下での時間を邪魔されるのがお嫌いなんだ。用件だけ言ったら、すぐに立ち去れよ。じゃないと、お前までこれだぞ」

　使用人が自分自身の両手で顔を覆う。暗に何かを示すような仕草に、桃真は怪訝に目を細めた。

「ここは給料は良いけど、旦那様の機嫌が悪い時がヤバイからなぁ……お前もここで長く働くなら、余計なことは見ないようにしろよ」

　そうぼやきながらも、巻き込まれるのは御免だとばかりに使用人はさっさと立ち去ってしまった。

　使用人の言葉に、嫌な予感がヒシヒシと募ってくるのを感じながら、それでも立ち止まることはできず階段を一番下まで降りていく。

　地下の扉に近付くにつれて、生臭い臭いがムッと鼻をついた。肉が発酵したような臭いと、乾いた血の臭いが混ざり合った異臭だ。鼻をつまみそうになるのを堪えて、地下の扉へと手を伸ばす。

　音を立てないように、ゆっくりと扉を開く。隙間から中をうかがうと、どうやら二重扉になっているようだった。外扉を開いたまま、内扉へと近付く。

　内扉のノブへと手を掛けた瞬間、扉の内側からガタガタッと何かが激しくぶつかる音とくぐもった呻き声が聞こえてきた。尋常ではない物音に、一気に心拍数が上がって、ぶわっと汗が滲み出てくる。

　震えそうになる息を殺して、重たい扉を薄く開く。扉の中は想像とは違って、煌々とした光に照らされていた。だが、白々と光る蛍光灯の下に見えたのは、ひどくおぞましい光景だった。反射的に、声をあげないように片手で口元を押さえる。

　部屋の中央に、後ろ手を縛られて椅子に座っている遙一の姿が見えた。固定されているのか、顔は天井の方へと向けられている。その顔には、真っ白な布がべったりと貼り付いていた。

「良い子になーれ、良い子になーれっ」

　まるっきりタチの悪いブラックジョークのような台詞を吐きながら、財前が手に持ったジョウロで、遙一の顔の上の布に水をかけている。

　その度に水が口や鼻に入ってくるのか、椅子に縛られた遙一が苦しそうに身体を前後に揺さぶっていた。呼吸も相当苦しいのか、呻き声に混じってゴボゴボと溺れたような音が漏れ聞こえる。

　躾なんて生やさしいものではない、こんなのはただの拷問だ。

　奏一が真っ青になっていたのも理解できる。子供の頃からこんな仕打ちを受けていたら、父親に逆らうことなんて考えられなくなる。

　あまりにも凄惨な光景に、無意識に後ずさりそうになる。逃げ出しそうになるのを堪えて、桃真は息を大きく吸い込んだ。拳をキツく握り込んでから、一気に扉を開く。

「旦那様ッ、大変です！　大変なことが起こっています……ッ！」

　わざとらしいほど甲高い声で叫びながら、室内へと駆け込む。途端、ギョッと財前が目を見開いた。

「何だ、何があったんだ？」

　その問い掛けには答えず、桃真は馬鹿の一つ覚えのように、大変です、大変ですっ、と繰り返しながら財前へと駆け寄った。近付いた桃真の顔を見た財前が、何かに気付いたようにハッと息を呑む。

「お前――」

　財前が唇を開いた瞬間、桃真は右足を大きく後方へと振り動かした。そして、財前の股間めがけて一気に振り上げる。爪先にグニャリとした気味の悪い感触が走るのと同時に、財前が、おごぉっ！　と素っ頓狂な叫び声をあげた。

「お、おぉぐおおぉ、ぉおぉ……」

　言葉にならない声を漏らしながら、財前が両手で股間を押さえて、コンクリートの床へとべったりと倒れる。

「クソ野郎が」

　小刻みに痙攣する財前へと一言吐き捨ててから、桃真は即座に遙一の顔を覆う布を剥ぎ取った。濡れた布を床へと放って、遙一の顔を覗き込む。

「遙一、大丈夫か！　しっかりしろ！」

　声を掛けるものの、遙一は虚ろな眼差しで宙を眺めたままだ。

　壁に掛けられていた解体用であろう小刀を手に取って、遙一を椅子に縛り付けていた縄をすべて切っていく。自由になった瞬間、遙一はガクンとうつむいて大きくせき込んだ。ゴボッ、ゴボッ、と詰まった水道管のような音を漏らしながら、その口から大量の水が吐き出される。

「動けるか？　歩けそう？」

　問い掛けるものの、意識が混濁しているのか遙一から反応は返ってこない。ぐったりと頭を垂れている遙一を見て、即座に決断する。

　遙一の両腕を掴んで肩に回すと、桃真は一気にその身体を背負い上げた。服にも水が染み込んでいるせいか、遙一の身体はずっしりと重たい。ふらつきそうになる下半身に力を込めて、何とか踏ん張る。

「大丈夫、大丈夫だ。俺と一緒に行こうな」

　そう声を掛けながら、遙一を背負ったまま、桃真は階段を小走りで駆け上がった。そのまま、館の玄関へと向かう。ここからなら裏口よりも正面玄関の方が近い。

　正面玄関から外に出た時、ようやく意識が戻ってきたのか、ゲホッとせき込んでから遙一が掠れた声を漏らした。

「……と……ま、さん……？」

「うん、俺だよ」

「ど……うして……」

「どうしてって、お前を迎えにきたんだよ」

　強がりながらも、遙一を背負っている両腕が震えそうになる。後ろから巨大な化物が追い掛けてくるような恐怖が、絶えず心臓を締め付けている。

　桃真が時折ふらつくのに気付いたのか、遙一が耳元でか細い声を漏らす。

「だ……め……ぼく……置い、て、いって……」

「イヤだ。絶対に、お前を置いていかない」

　遙一の声を遮って、強い口調ではっきりと答える。だだっ広い庭をまっすぐ突っ切りながら、桃真は自分自身を鼓舞するように言った。

「一緒に生きていくんだ」

　桃真の言葉を聞いた瞬間、遙一の両腕にかすかに力が篭もった。

　だが、庭の真ん中辺りまで来た瞬間、突然背後からターンと空に突き抜けるような乾いた音が聞こえてきた。その直後、右足からカクッと力が抜ける。

「え」

　唇から驚きの声が漏れるのと同時に、身体が地面へと倒れた。遙一とともに地面に転がったまま、両目を大きく瞬かせる。倒れた拍子に、かけていた眼鏡が芝生の上に転がって落ちていた。

　視線を右足へと下ろすと、ズボンの脛すねの辺りに小さな穴が開いているのが見えた。その穴から地面へとじわじわと液体が広がっているのが見える。暗闇の中で、その液体はコールタールのようにも見えた。

　その光景を呆然と眺めていたが、突然真っ白だった脳みそに突き抜けるような痛みが走った。

「あっ、ぐ、ゥヴぅぅヴ……ッ!!」

　右足から焼けるような痛みが這い上がってくる。肉離れになったような激しい痛みとひどい熱が体内に渦巻いて、全身の毛穴からぶわっと脂汗が滲み出てきた。

「と、うまさん……っ」

　遙一が地面を這いながら近付いてくる。遙一は館の方へと一瞬視線を向けると、ハッとしたように桃真の身体へと覆いかぶさった。

　次の瞬間、乾いた音とともに傍らの地面の芝生が弾けるのが視界の端に映った。

「どきなさい、遙一」

　財前の声だ。激痛に身動きひとつ取れず、身体を小さく丸めたまま視線だけを声の方へと向ける。

　視線の先に、猟銃を構えた財前の姿が映った。それを見て、ようやく自分が右足を撃たれたことに気付く。

「お前を撃ったら大変だろう？　早くどきなさい」

　まるで小さな子供に言い聞かせるような声音で、財前が言う。その声に遙一は小さく首を左右に振りながら、桃真の身体へと更に強くしがみ付いた。

「イヤ、です。絶対に、イヤだ」

「聞き分けの悪い子だねぇ。いつからそんな悪い子になったんだい？」

　笑い声混じりに財前が問い掛けてくる。桃真の頭を抱き締めたまま、遙一は唸るような声で答えた。

「桃真さんを撃つなら、先に僕を撃ってください」

「なんてことを言うんだ。私がお前を殺すわけがないじゃないか」

　財前が大袈裟に嘆く声をあげる。だが、勿論それは息子に対する愛情からの台詞ではないのだろう。ただ『金の卵をうむ鶏』を手放したくないだけだ。

「それなら、銃を下ろしてください」

「いいや、駄目だ。そいつは早めに消しておかないと。そいつはお前を悪い道に引っ張り込む害虫だからね」

「アンドロギュノスを殺せば、あなたも罰せられるはずです。それでも良いんですか？」

　足掻くように遙一が言う。だが、財前は軽く肩を竦めた。

「現場を見られなければ、何とでも言い訳できるさ。一緒に猟をしていた最中に、崖から落ちたとでも言っておけばいい」

　呆気なく言い切ると、財前はそのたるんだ頬に紛れもない笑みを浮かべた。

「遙一、お前もそろそろ覚えておいた方がいい。この世界では、人間も命も金で買えるんだ」

　この世界の不条理さを、堂々と口に出す。財前の言葉を聞くと、遙一は軽く目を見開いた後、その顔に明らかな憎悪と嫌悪を滲ませた。

「僕は……あなたが父親なのが、心の底から恥ずかしいです」

　我が子からの侮辱の言葉に、笑みを浮かべていた財前の口元がピクリと戦慄く。笑みが消えて、その唇から、あぁ、とため息のような声が零れた。

「お前も不良品か」

　そう呟くと、財前はゆっくりと猟銃の照準を合わせた。引き金がゆっくりと引き絞られていくのが伝わってくる。だが、桃真が目を硬くつむった瞬間、ギャアッ！　と劈つんざくような財前の悲鳴が聞こえてきた。

「なっ、なんだっ、何をするッ！」

　目を開くと、三つの黒い塊が財前の身体に跳び掛かっているのが見えた。

「バッ、バカ犬がッ！　誰が主人か解らなっ……ギャッ！」

　一号と二号が財前の腕に噛み付き、イズミが左足に噛み付いていた。犬たちの猛攻に押されて、財前が地面へと仰向けに倒れる。その拍子に、手から落ちた猟銃が地面を転がっていくのが見えた。

「私が主人だぞっ……私がぁ……！」

　財前が地面の上で藻掻きながら、悪足掻きのような台詞を吐き出す。だが、その言葉は犬たちには届いていないようだった。財前の足に噛み付いたまま、イズミが頭を大きく左右に振る。肉が抉れたのか、途端財前が猿のような甲高い悲鳴をあげてのたうち回った。

「ぎゃあぁッ、離せっ、離せぇッ！　バカ共がっ……全員撃ち殺してやるッ！」

「誰を撃ち殺すんですか？」

　不意に、財前の悲鳴に重なって、ねっとりとした声が聞こえてきた。その声に、財前がハッとしたように顔を上げる。同時に、桃真たちの横を颯爽と通り過ぎる二つの影が見えた。

「もう一度おっしゃってください。誰を殺すおつもりですか？」

　財前の前で立ち止まった江島が再び訊ねる。予期せぬアンドロギュノス保護官の来訪に、財前は仰向けに転がったまま硬直していた。

　越川が落ちていた猟銃を拾い上げるのと同時に、財前の身体に噛み付いていた犬たちが離れていく。

「教えてください財前さん。なぜ聖女様が怪我をしているのですか？」

　江島の朗らかな声音に、財前はあらかさまに顔を引き攣らせていた。

「い……いや、犬が聖女様を襲っていたので、私がお助けしようとしていたんですよ……」

　かすかに上擦った声で、財前が答える。

「おや、そうなのですか？　私には、財前さんが聖女様を撃とうとしていたように見えたんですがねぇ。ちなみに越川くんには、どう見えたかな？」

　江島が背後の越川へと視線を向ける。越川は、猟銃を両手に持ったまま、胡散臭いぐらい爽やかな声で答えた。

「僕も、聖女様を撃とうしていたように見えましたね」

「おやおや、それでは私たち二人とも幻覚を見ていたということですかね？」

　わざとらしい江島の問い掛けに、財前はゆっくりと上半身を起こしながら、ハハッ、と乾いた笑い声を漏らした。

「そうですよ。何か勘違いされているのでは？　私が聖女様に危害を加えるわけがないじゃないですか」

　財前の空笑いが響く。その化かし合いのような押し問答に割って入ったのは、奏一の声だった。

「俺も見ていました」

　館の方から、奏一がこちらへと近付いてくるのが見える。その姿を見て、財前は露骨にほっとした表情を浮かべた。

「あぁ、奏一」

　財前が奏一の名前を呼ぶ。奏一は、ちらりと財前を一瞥した後、江島と越川を眺めてから自分の父親を指さした。

「この男が、聖女様を撃ちました」

　奏一の告発に、財前が愕然としたように目を見開く。我が子の裏切りに、財前の唇がわなわなと震えていた。

「なっ、何を言っているんだ、奏一ッ！」

「聖女様を撃っておいて言い逃れしようだなんて、あまりにも見苦しいですよ」

　蔑みもあらわに、奏一が財前へと吐き捨てる。

「もう、あんたは父親でも何でもない」

　キツく歪められた奏一の表情を見た瞬間、解った。奏一は、自分の父親を見捨てる決意をしたのだと。

　呆然とする財前を見て、江島がニヤニヤと楽しげに笑ったまま唇を開く。

「目撃者もいるのでは、もう言い訳もできませんね。一緒に来て頂きましょうか」

　財前の背後に素早く回った越川が、財前の両腕を後ろ手に縛り上げる。引き摺り立たされた途端、財前は恐慌したように叫び声をあげた。

「あいつッ！　あいつが悪いんだッ！　あいつのせいで、何もかもがおかしくなった……ッ！」

　財前の喚き声に、辟易したように江島が両手で両耳を塞ぐ。だが、それに構わず財前は叫び続けた。

「あいつらは、この世界を壊そうとしているぞ！　お前らの仕事もなくすつもりだッ！　あいつらこそ世界の反逆者じゃないかッ！」

　悪足掻きのような財前の言葉に、江島の視線が遙一と桃真へと向けられる。越川によって財前が車の中に押し込められると、江島はゆっくりとした足取りで倒れている桃真へと近付いてきた。

「世界を壊そうとしているんですか？」

　遙一の手によって右足の止血を施されながら、桃真は江島を見上げた。

「……あんたは、本当にこの世界を救いたいと、思ってる……？」

　痛みに脂汗を流しながら、桃真は問い掛けた。

　まるで子供のような桃真の質問に、江島は嘲るような捻れた笑みを口元に浮かべた。だが、その笑みは徐々に困ったような笑みへと変わっていった。

　江島は桃真の傍らへとしゃがみ込むと、こてんと首を傾げた。

「私には、誰も救えなかった」

　そう呟くと、江島はゆっくりと自身のシャツをめくり上げた。シャツの下から江島の腹部が見えた瞬間、桃真は目を見開いた。

　江島の薄い下腹に、まっすぐ縦に切り裂いたような傷痕が見えたからだ。

「私は逃げてしまった。耐えられなかった。世界が救われることよりも、自分自身の救いを求めてしまった」

　下腹の傷を、そうっと自身の指先でなぞりながら、淡々とした口調で江島が言う。

　顔を強張らせる桃真を見て、江島が少しだけ笑う。それは泣き笑いの表情にも見えた。

「あなたは、立ち向かった」

　ぽつりと呟くと、江島は立ち上がった。いつも通りの薄笑いを浮かべると、江島は小さく肩を竦めた。

「榊さんに私たちを呼ばせて、わざとあの男に襲われているところを見せましたね？」

　その指摘に、桃真は緩く唇をつぐんだ。傷口を押さえていた遙一が、驚いたように桃真を見やる。その視線に妙な罪悪感を覚えながら、桃真は小さな声を漏らした。

「……撃たれたのは、本当だし……あんたが、自分は味方だって、言ったんじゃん」

　右足から広がってくる痛みに脂汗を流したまま、ぼそぼそと呟く。子供の言い訳みたいな桃真の口調に、江島は笑みを深めた。

「悪い子だ」

　そう呟く声は、悪戯っ子を叱るような柔らかなものだった。江島が咽喉の奥で、笑い声を転がす。

「今後とも、私を味方のままでいさせてくださいね」

　そう告げると、江島は飄々とした足取りで車の方へと向かっていった。

　江島と入れ違いに、榊が早足で近付いてくる。右足から血を流す桃真を見ると、榊は呆れたようにため息を漏らした。

「撃たれるのも想定の内ですか？」

「……めちゃくちゃ、痛ぇんだから、こんな時ぐらい嫌味は、言うなよ……」

　唸り声混じりに言い返す。桃真の額から滲む汗を服の袖で拭いながら、遙一が不安げな声を漏らした。

「早く病院に行きましょう。すぐに車を用意してください」

　遙一がそう言うのと同時に、館の方から奏一の声が聞こえた。

「おい、受け取れ」

　直後、奏一が何かを放り投げてくる。それをキャッチすると、榊はわずかに目を見張った。

「ありがとうございます」

　そう言いながら、榊が受け取ったものを軽く宙で揺らす。それは車のキーのようだった。

「ありがとう、兄さん」

　遙一が感謝を述べると、奏一は嫌そうに顔を顰めた。

「お前のためじゃない」

　じゃあ、一体誰のためなんだろう。

　桃真が首を傾けて見やると、奏一は一瞬だけ複雑な表情を浮かべた。怒っているような、戸惑っているような、少し寂しげにも見える表情だ。

　だが、奏一はすぐさま不機嫌そうに眉を寄せて、館の中へと戻っていってしまった。

「桃真さん、大丈夫ですからね。ゆっくり身体を起こしますよ」

　遙一の訴えかけるような声に、桃真は痛みを堪えて頷いた。








第五章　結果は誰にも解らない




　結局、桃真が松葉杖を手放せたのは、事件から一ヶ月半経ってからだった。更に足を引き摺って歩かなくなるまで追加で一ヶ月かかり、完治した頃にはすっかり季節は夏になっていた。

「あっつい……」

　ソファに仰向けになったまま呟くと、真上から柔らかな声が降ってきた。

「エアコンの温度を下げましょうか？　それともアイスでも食べます？」

　甲斐甲斐しく訊ねてくる声に、桃真は視線を真上へと向けた。ソファの背もたれの方から、遙一が桃真の顔を覗き込んでいる。

「アイス食べたい」

「バニラとチョコがありますけど」

「バニラがいいな」

　そう答えると、遙一は少しだけ笑ってキッチンの方へと歩いていった。

　ソファに寝そべったまま、顔だけ庭の方へと向ける。庭の木陰で、三匹の犬たちが丸くなって寝ているのが見えた。午前中はフリスビーをして遊んでいたが、昼ご飯を食べた後は満足したように眠ってしまったのだ。

　室内にはエアコンをかけているが、風を感じたくて庭に面する窓を少しだけ開けていた。窓から入ってくる風には、かすかに潮の匂いが混ざっている。爽やかで心地よい空気を肺いっぱいに吸い込んで、桃真は緩く目を閉じた。

　この海に近い郊外の家に引っ越してきて、そろそろ一ヶ月が経つ。

　財前が捕まった後、奏一と遙一の間でどんな話し合いが行われたのか、桃真はすべては知らない。

　奏一は財前の会社をすべてを引き継ぎ、遙一には研究施設が一つ与えられた。そして、桃真とともに館から出て行くことが求められた。

　ただ、それでも奏一が遙一に対して最低限の譲歩を見せたことが意外だった。あれだけ弟を憎んでいたのだから、何もかも剥ぎ取って一文無しで家から追い出すぐらいのことはしそうだと思っていたのに。

　榊から話を聞くと、父親がいなくなった後、奏一は付き物が取れたように丸くなったらしい。相変わらず仕事は精力的にこなしているようだが、些細なことで苛々したりすることがなくなったようだ。それは、自分自身を他者と比べる必要がなくなったからかもしれない。

　与えられた施設で、遙一は相変わらず研究に没頭している。今では研究員の人数も増やして、効率よく作業を進めているらしい。

　研究にのめり込みながらも、遙一は家のことも進んでこなしてくれた。二人だけで暮らすということに最初は不安は覚えたが、できる家事を分担しながら今のところはのんびり穏やかに暮らしている。

　むしろ、遙一は桃真に対して過保護というか、ちょっと甲斐甲斐し過ぎるくらいだった。桃真が右足を動かせない間は、歩行の補助から風呂の介助まで行い、完治した今だって持ってきたバニラアイスを手ずから桃真の口へと運んでいる。

「遙一は、ちょっと俺のこと甘やかしすぎだと思う」

　バニラアイスが乗せられたスプーンを頬張りながら、ちっとも説得力のない言葉を口に出す。遙一はアイスを掬いながら、不思議そうに首を傾げた。

「そうですか？」

「そうだよ」

「僕がしたいことをしてるだけなんですけど」

　また口元へとスプーンが近付けられる。口を開くと、ひんやりと甘い塊が咥内に差し込まれた。

「これ、すげぇ美味しい」

「良かった。江島さんにもお礼を言っておきますね」

　その発言に、一瞬口に入れたアイスを噴き出しそうになった。

「は？　え、江島？」

「そうです。桃真さんの完治祝いに頂いたんです」

　ますます口が半開きのまま閉じられなくなる。遙一が持っているバニラアイスの容器を凝視したまま、桃真は疑るように呟いた。

「……なんか、ヤバいもん入ってないだろうな」

「一応調べましたけど、成分は普通のアイスでしたよ」

　さらっと遙一が答える。調べたんだ……、と呟いて、桃真は少しだけ遠くを見つめた。

　入院中に、江島と越川が見舞いにやってきたことを思い出す。

　胡散臭いぐらい丁寧な労りの言葉を述べた後、江島は財前が終身刑になったと告げた。

「本人は控訴すると息巻いているようですが、まぁ、無駄ですね。聖女様に傷を付けるということが、どういう結果をもたらすのか、あの男には見せしめになって貰います」

　そう口に出す江島は、ひどく楽しげだった。ニヤつく江島を眺めながら、桃真はぽつりと問い掛けた。

「……あのさ、あんた……江島さんも、アンドロギュノスなのか？」

　あの下腹の傷を見てから、ずっと疑問だったことを問い掛ける。まっすぐ桃真を見つめたまま、江島は緩く首を傾けた。

「ええ、昔はそうでしたね」

「今は違うのか？」

「私の腹には、もう子を産むための臓器は残っていませんから」

　江島が自身の下腹をそっと撫でる。まるで遙か昔にあったものを懐かしむような仕草だ。

「それって……家畜小屋にいたから？」

　家畜小屋で自分で腹を裂いたアンドロギュノスがいた、と奏一が言っていたことを思い出す。

　桃真が恐る恐る訊ねると、江島は軽く目を見張った後、プッと小さく噴き出した。

「そんな都市伝説を信じてるんですか？」

「え？」

「家畜小屋なんてあるわけないじゃないですか」

　ケラケラと江島が笑い声をあげる。その姿を、桃真は唖然と眺めた。

「な、ないのか？　本当に？　なら、何で……」

　何で腹を裂いたのか、とは流石に聞けず、言葉に詰まる。江島はただ笑みを深めると、そっと桃真へと顔を寄せた。江島の息が顔に吹きかかる。温度のない冷たい吐息だ。

「私はね、奪われ続けるよりも、奪う側に回る方がマシだと思ったんですよ」

　一瞬その言葉の意味がはかり切れず、桃真はわずかに瞬いた。胡乱うろんげな桃真の表情を見つめたまま、江島がゆっくりと手を伸ばしてくる。桃真の下腹へと手のひらを優しく添えると、江島は怖いくらい穏やかな声で囁いた。

「どうか、元気な女の子を産んでくださいね」

　それは呪いの言葉のようにも思えた。ぞわっと首筋の産毛が逆立つような感覚を覚えながら、目を見開いて江島を見つめる。

　江島は、目を三日月のように湾曲させて微笑んでいた。その瞳には、狂気的なまでの妄執が滲んでいるように思えた。

　桃真は唇を噛み締めると、江島を見据えて言い放った。

「俺は、もう誰にも、何も奪われるつもりはない」

　桃真のはっきりとした返答に、江島は子供の駄々でも眺めるような表情を浮かべた。

　だが結局、江島はそれ以上は何も言わず、呆気なく話を打ち切った。

「それでは、私たちはこれで失礼します。くれぐれもお身体を大切にしてくださいね」

　形式的な挨拶を残して江島が去っていく。病室から出る時、越川がにこやかな笑顔を浮かべて言った。

「どうか末永くお幸せに」

　気遣いの言葉すら、ひどく不気味に思えた。

　今でも思い出しても、薄気味悪さに震えそうになる。

　やはり江島や越川は、味方ではない。一時は味方になったとしても、根本は壊れた人間だ。もしかしたら、元々壊れていたのではなく、この世界によって壊されてしまった人間なのかもしれないが。

　何とも言えない表情でアイスを食べる桃真を見て、遙一が首を傾げる。

「どうかしましたか？」

「いや……別に」

　曖昧に言葉を濁す。遙一が心配げな表情をするのを見て、桃真は慌てて話題を変えた。

「そういえば、ナオさんって今週来るんだったよな」

　予想外に、パーティー以降もナオとの交流は続いていた。キッカケは、ナオから手紙が届いたことだ。予想外に達筆な手紙に驚きつつ返事を書いたところ、それ以来文通仲間のような関係になっている。新たな家に引っ越したこともあって、今週末に遊びにくる話になっていた。

　両親とも、その翌週に会う予定になっている。電話で両親の声を聞いた瞬間、桃真は子供のように泣きじゃくってしまった。まだ完全には自由ではない。それでも、両親に会えるようになれたことが嬉しかった。あんな別れ方をせずにすんで、本当に良かったと思う。

　だが、桃真の口からナオの名前が出た途端、あからさまに遙一が顔を顰めた。不貞腐れた表情を浮かべて、桃真から顔を背けてしまう。その露骨な反応に、桃真は笑ってしまった。

「何だよ、ナオさんのこと嫌いなの？」

　笑い声混じりに問い掛けると、遙一は少しだけ唇を尖らせて答えた。

「嫌いとかではなくて……ただ、あの人は綺麗だから……」

　ぼそぼそと小声で遙一が呟く。その嫉妬を滲ませた声音に、むくむくと悪戯心がわき上がってくる。遙一は一見大人しそうに見えるが、その実じつ、ものすごく嫉妬深い。しかも、解りやすく拗ねる。

　普段は桃真の意志を最優先にしてくれる遙一が嫉妬をあらわにするのが、桃真には堪らなく愛おしかった。

　込み上げてきた愛しさに頭をぎゅっと抱き締めると、途端遙一が驚いた声をあげた。

「うわっ、桃真さんっ」

「ふ、ふふ、遙一は可愛いなぁ」

　子供をあやすみたいによしよしと頭を撫でると、遙一は不満げに眉を顰めた。

「こっ、子供扱いしないでください」

「俺より年下じゃん」

「たった二歳じゃないですか」

　言い返して、遙一がキッと桃真を睨み付ける。その強がるみたいな眼差しがまた可愛くて、思わずその鼻先にチュッとキスしてしまった。

　遙一が目を見開いて桃真を見つめる。だが、次の瞬間、噛み付くような勢いで唇が重なってきた。アイスで冷えた舌に、すぐさま熱い舌が絡まってくる。

「んっ……ンぅ」

　舌をねちねちと執拗に舐ねぶられて、鼻がかった声が漏れた。片腕で背中を抱き寄せると、遙一がソファの上に乗り上げてきた。ピッタリと身体を重ねたまま、咥内を遠慮なく嬲られる。

　舌を伝って咥内へと流れ込んでくる唾液を、桃真は咽喉を鳴らして飲み込んだ。そのまま遙一の尻を両手で掴んで、上下に揺さぶる。途端、重なった互いの股間がズボン越しに擦れ合って、悶えるような快感が込み上げた。

　唇を離しながら、遙一が焦った声をあげる。

「ちょ、っと、桃真さん」

「うん？」

「……したくなるんですけど」

　ぽそっと漏らされた言葉に、笑いが込み上げた。噴き出して、咽喉を反らして笑う。笑う桃真を見て、遙一がカッと顔を赤くした。鮮やかな朱色に染まった頬を見つめて、桃真はその耳元に囁いた。

「しないの？」

　遙一が目を見開く。その目を覗き込んだまま、桃真は口角を柔く吊り上げた。

「俺は、したいけど」

　誘い込むみたいに囁くと、遙一の目に仄暗い光が滲んだ。まるで獲物を狙う肉食獣のような眼差しに、ぞわぞわと期待に背筋が震える。

　笑みを浮かべて見つめていると、不意に遙一が立ち上がった。そのまま、背中を向けて歩いていってしまう。

「え、えぇー……」

　意地悪しすぎて怒らせてしまったのか、それとも今はそういう気分じゃなかったのだろうか。桃真が落ち込んでいると、片手に水を入れたグラスを持った遙一が戻ってきた。

　ソファの前に膝を下ろすと、指先に摘んだピンク色の錠剤を、桃真の口元へと近付けてくる。

「今日はまだ飲んでいなかったですよね」

　それは遙一が桃真の体質にあわせて作った避妊薬だった。

　財前が捕まった後、遙一と話し合って、女性が生まれる世界になるまでは子供は作らないと決めた。もしも桃真が女の子を産んだ場合、政府に取り上げられてしまうと思ったからだ。

　生き残った女性たちは、安全な場所で隔離されているようだが、今どこで暮らしているのかは知らないし、そこが幸福で平和な場所なのかも解らない。だが、少なくとも自分たちの手で我が子を育てられないことは解る。

　だからといって、ずっと子供ができなければ、おそらく江島たちの干渉が入ってくることも想像できた。不愉快で堪らないが、この世界にとって、桃真は子供を産むために作られたアンドロギュノスだからだ。

　子供を産まないアンドロギュノスが国からどんな扱いを受けるか、想像するのも恐ろしい。だが、それ以上に、遙一との子供を奪われる方が怖かった。そんなことになったら、自分も江島と同じように狂ってしまう。

　口元に差し出された錠剤を、舌の上に乗せる。そのまま、グラスの水を一口含んで、咽喉の奥へと流し込んだ。

「飲んだよ」

　そう答えると、性急な動作で腕を掴まれた。

「ベッドに行きましょう」

　欲望を滲ませた声に、心臓が高鳴る。ソファから起き上がると、手を繋いだまま二人して寝室へと駆け込んだ。

　すぐさまベッドに飛び込んで、笑いながらお互いの服を剥ぎ取り始める。

「遙一、この服ボタン多すぎ」

「桃真さんは、両手をあげてください」

　そんなことを言い合いながら、脱いだ服を一枚ずつベッドの下へと放り投げていく。わざと部屋の色んな場所に投げ捨てていくのが、何だか無性に面白かった。遙一も楽しそうに笑い声をあげている。

　二人とも裸になると、しばらくピッタリと身体をくっつけ合った。しっとりと柔らかい遙一の肌に身体を押し付けたまま、伝わってくる心臓の音に耳を澄ませる。

「ふ、ふ、心臓がすげぇドクドクいってる」

「だって、久しぶりだから緊張して……」

　桃真の右足が完治するまで激しい運動は控えていたから、数ヶ月ぶりのセックスだった。視線を落とすと、まだ触れてもいないのに遙一の陰茎がガチガチに勃ち上がっているのが見える。

　かすかに先走りを滲ませる鈴口を見た瞬間、無意識に咽喉がこくりと動いた。そのまま、桃真は身体をずり下ろすと、反り返った遙一の陰茎をぱくりと口に咥えた。少ししょっぱいような苦いような味のする先走りを、舌の腹でゆっくりと舐め上げる。

「ちょ、っ……とうま、さんっ」

　遙一が焦った声をあげる。慌てて起き上がろうとするのを、遙一の太股を上から押さえ込んで制止する。

　弾力のある先っぽを咥えたまま、竿をずるずると口の中へと押し込んでいく。途端、遙一が掠れた声を漏らした。

「ぁ、ぅあっ」

　上擦った声が可愛くて、もっとしてあげたくなる。ピッタリと咥内に竿を包み込んだまま、桃真は頭をゆっくりと上下させた。舌を裏筋に押し当てたまま、唇で陰茎を扱き上げる。

「ん、っァあ、ぁ、と、桃真さ、っん……！」

　口の中で、陰茎が快感に悶えるようにピクピクと戦慄いているのを感じる。その素直な反応に気を良くして、先っぽの鈴口をほじるように舌先を動かした。瞬間、遙一が小さく悲鳴を漏らした。

「そっ……そこっ、だめ……だめですっ……！」

　快感から逃れようと、遙一が腰を引こうとする。固定するように遙一の腰を両手で鷲掴んで、桃真は更に陰茎を深く咥え込んだ。少しえずきそうになりつつ、咽喉の奥まで先端を迎え入れる。

「んッ、ぐぅ、ぅヴん……」

　込み上げてくる吐き気に、少しだけ眉が寄る。だが、同時に身体の奥から熱もわき上がってきた。今自分の口に入っているものが、これから腹の中をめちゃくちゃに掻き乱すのかと思うと、下腹が興奮に疼く。

　時折鈴口をキツく吸い上げながら、唇で太い竿を扱いていく。口に入り切らない根本の部分を片手で強めに擦っていると、限界を迎えたように遙一が下腹を痙攣させた。

「あ、ぁアッ！」

　その声と同時に、咽喉の奥へと粘着いた液体が叩き付けられた。青臭く、苦い味に一瞬グぅッと咽喉が変な音を漏らす。それでも、桃真は眉を顰めたまま、数回に分けてそれを飲み込んだ。食道にへばり付く液体に苦戦しつつ、尿道に残った残滓までチュウッと吸い上げる。

　陰茎を唇から抜き出して視線を上げると、遙一が荒い息を吐きながら桃真を見下ろした。

「……飲んじゃったんですか？」

「うん、飲んじゃった」

　あっけらかんと答えると、遙一は一瞬だけ唖然とした表情を浮かべた。だが、すぐさまその目に据えた光を滲ませると、低い声を漏らした。

「僕も、桃真さんの舐めたいです」

「へ？」

　舐めたいと言われても、桃真の性器は相変わらずくったりと萎えたままだ。射精の機能自体がなくなってしまった陰茎は、舐められたところで反応するとは思えない。

　桃真が困ったように首を傾げた瞬間、突然身体がぐるりとうつ伏せにひっくり返された。

「うわっ！」

　声をあげるのと同時に、後ろから腰を掴まれて引き上げられた。まるで猫のように腰だけをあげたポーズにされる。その格好に羞恥を覚える間もなく、後孔にぺちゃりと生温かいものが触れる感触がした。

「ひっ！」

　咽喉から引き攣った声が漏れる。首を後ろへと捻じ曲げると、桃真の尻に顔を埋めている遙一が見えた。その光景に、素っ頓狂な悲鳴が溢れる。

「よっ、ういちっ！　そこ、やめっ……ぅぁ！」

　制止の声が途切れる。後孔に這わされていた舌が、ぐぢゅっと音を立てて体内へと潜り込んでいた。ぐにゅぐにゅと柔らかい舌が内臓を舐め上げていく感覚に、内腿が震える。

「ゃ、や、だっ……やだ、っ、てぇ……」

　そんなところを舐められるのは初めてだった。あまりの恥ずかしさに、頭に血が昇って目が潤む。

　イヤイヤと頭を振って、逃れようとベッドの上を這おうとする。だが、桃真の抵抗をねじ伏せるように、更に尻肉を左右押し開いて、舌がググッと奥まで突き刺さってきた。

「ぃ、やァ、ぁ……」

　愛液で濡れそぼった後孔を、ぐぢゅぐぢゅと音を立てて舌にほじられる。寝室に響くいやらしい水音に、全身が燃えるように熱くなった。舌で体内を舐められている内に、ぢんぢんと疼くような感覚が下腹から込み上げてきた。もっと硬いもので、深い場所を抉られたいと。

　もどかしい快感に、腰が無意識に左右に揺れる。

「もっ……欲し、ぃ、……ぃ」

　唇から勝手に欲望が漏れ出る。しゃくり上げるような桃真の声を聞くと、ようやく後孔から舌が引き抜かれた。

　桃真は首を捻って、後方へと視線を向けたまま、強請るように囁いた。

「よういち……挿れて……」

　遙一の咽喉が小さく上下するのが見えた次の瞬間、濡れそぼった後孔に熱いものが押し付けられた。そのまま、ググッと体内へと押し込まれていく。

「あ、ぁー……っ」

　唇から充足したような吐息が漏れ出る。一番太い先端がハマると、そのまま竿がずるずると奥へと吸い込まれていく。ようやく与えられた望みのものに、濡れそぼった粘膜が嬉しげに陰茎にしゃぶり付いているのが自分でも解った。

「っ、桃真さん……あんまり、締めないで……すぐ、出ちゃうから」

　中程まで埋め込んだところで動きを止めて、遙一が訴えるように呟く。桃真はシーツに片頬を押し付けたまま、譫言のような声を返した。

「でて、いぃ、から……奥に……来て……」

　そう懇願した瞬間、遙一の目がグッと細められた。桃真の腰を掴む遙一の手に力が篭もる。そして、ずるっと腰が先端近くまで一旦引かれ、瞬息後に奥まで叩き付けられた。

「アぁあァアぁぁあッ！」

　ぐぢゅんっ、と奥の行き止まりに先端がぶち当たる感覚に、脳みそが快感にバチバチと弾ける。そのまま、激しい挿入が繰り返される。尻に遙一の腰が強く打ち付けられる度に、後孔から愛液と先走りが混ざったものが、ぶちゅんと音を立てて溢れ出した。

「ひっ、んぅヴぅ、んんゥッ！」

　唇からめちゃくちゃな嬌声が漏れ出る。奥をゴツゴツと強く突かれると、目の前が真っ白になるような絶頂が繰り返しやって来た。

「い、ィ、ぐ……！　ィ、っで、る……！」

　イキっ放しになった下腹が尋常じゃないほどの痙攣を起こしていた。ガクガクと足が震えて、膝を立てていられない。思わず膝を折りそうになると、それを許さないように遙一が更にキツく桃真の腰を掴んできた。

　そうして、一番奥にグボッと先端が捻り込まれた瞬間、遙一が短い声を漏らした。

「っ、ぅウ」

　奥の奥まで、熱いものが注がれている。どぷどぷと大量の精液が体内に吐き出される感覚に、ぁ、あー……、と唇から惚けたような声が漏れた。

　粘膜に擦り込むように、遙一が何度か腰を前後に動かしてから、ゆっくりと陰茎を引き抜く。途端、支えを失った腰がベッドに落ちた。ガニ股に開かれた両足が、快感の余韻にピクピクと痙攣している。開きっぱなしになった後孔からも、粘着いた液体が大量に溢れ出しているのを感じた。

「あ、あ、ぁ……」

　唇の端から涎が垂れて、シーツへと染み込んでいく。荒い息を吐き出していると、遙一がそっと顔を覗き込んできた。

「桃真さん、大丈夫ですか……？」

　不安げな声に、視線だけを動かす。汗を滲ませた遙一の顔を見た瞬間、くすぶっていた熱がまた燃え上がるのを感じた。

　衝動のままに、遙一の肩を掴んで、強引にベッドへと仰向けに押し倒す。遙一が驚いた声をあげるのにも構わず、桃真は遙一の身体の上へとのし掛かると、その股間へと後孔を押し付けた。

「は、ぁ……まだ、硬い……」

　まだ芯を持った陰茎に、胸が高鳴る。うっとりと囁きながら、竿を扱くように後孔をズリズリと擦り付けた。

「と、とうまさん……」

　上擦った声をあげながらも、遙一は食い入るように桃真の痴態を見つめている。その期待の眼差しを見返しながら、桃真は薄っすらと笑った。片手で陰茎を掴むと、その先端を綻んだ後孔へと押し当てる。そのまま、腰を下ろしていくと、再び腹の中に熱いものが潜り込んできた。

「ぁ、あー……きもち、いぃ……」

　根本まで咥え込むと、そのまま桃真はベッドの上に両足を立てて、腰を上下に動かした。先ほど吐き出された精液が、ぶぢゅぶぢゅと体内で下品な音を立てるのが聞こえる。だが、それすらも今は快感に繋がった。

「アぁ、んッ……ぃいっ、きもち、ぃ……ッ！」

　自分がどんなはしたない言葉を口に出しているのかも、今は解らなかった。ただ快感を追うことしか考えられない。

　自分の上で踊る桃真を見上げて、遙一は、フー、フー、と獣のような息を漏らしていた。欲望にギラつく瞳を見下ろして、桃真は甘えるように囁いた。

「よ、ぅいち……奥、突いて……」

　誘い込むような桃真の言葉に、ガギッと鈍い音が聞こえた。奥歯を食い締めた遙一が桃真の腰を両手で掴む。その次の瞬間、下からガツンッとキツく体内を突き上げられた。

「ァああァ、アぁァアッ!!」

　体内を掘削されるような激しい突き上げに、上半身が前方へと崩れる。両腕で遙一にしがみ付くと、強引に身体をひっくり返された。仰向けになると、遙一の身体に押し潰される。

　そのまま、全体重を掛けるような、重たい突き上げが始まった。奥ばかりを重点的にゴツゴツと貫くような律動に、大きく開かれた両足が宙を蹴り飛ばす。

「ひっ、いぁ、ァあ、アァあぁッ!!」

　繰り返し訪れる絶頂に、脳みそが焼き切れそうだった。粘膜が痙攣して、奥まで突き刺さった陰茎をぎゅうぅっと絞り上げる。

「と、ぅまさん……！」

　掠れた声を漏らすと、遙一が桃真の唇に噛み付いてきた。無我夢中で舌を絡ませながら、遙一の背中に爪を立てる。

　そうして、遙一がグゥッと獣のような唸り声を漏らした瞬間、びゅくびゅくと体内をしたたかに濡らされた。射精の間も、無意識に舌を絡め合う。飲み込むこともできず、二人分の唾液が口角をだらだらと伝っていく。

「ふぁ……ん、んぅ……」

　鼻から気の抜けた声が漏れる。腹の中で、遙一の性器がピクピクと痙攣しているのが解る。それが愛おしくて堪らない。

　ようやく射精が終わると、唇が離れていった。ゆっくりと体内から陰茎が引き抜かれる。

　疲労感に胸を大きく上下させていると、遙一が桃真の前髪をそっと掻き上げてきた。

「桃真さん、お風呂入れますか？」

「……うん、はいる」

　小さく頷くと、介助するように遙一が桃真の背中へと手を添えてきた。上半身を起こして、深く息を吐き出す。

「お風呂の間に、夜ご飯作っておきます。何が食べたいです？」

　甲斐甲斐しい遙一の言葉に、桃真はぼんやりとした声で答えた。

「カルボナーラ……黒胡椒いっぱいかけたやつ」

　カルボナーラは、遙一の得意料理だ。卵の黄身の味が濃厚で、ベーコンもたっぷり入れるから美味しい。桃真の要望に、遙一が笑みを浮かべる。

　その時、庭の方から犬たちの鳴き声が聞こえてきた。鳴き声の方へと視線を向けて、遙一が呟く。

「あぁ、みんなもお腹すいたのかな」

「散歩……」

　桃真がぽつんと呟くと、遙一は少しだけ首を傾げた。

「夜に、みんなで散歩に行こ」

　そう告げると、遙一は目をぎゅっと細めて、はいっ、と嬉しそうな声をあげた。










　夜の海は、ひどく静かだ。緩やかな波の音だけ、途切れない子守歌のように聞こえてくる。

　すぅっと息を吸い込むと、淡い潮の香りが鼻腔に潜り込んできた。昼間の温度を残しているのか、砂浜はじんわりと温かく、踏むとサクッサクッとクッキーみたいな乾いた音を立てる。

　人気のない砂浜を、三匹の犬と遙一とともにのんびりと歩いていく。

「静かですね」

　内緒話でもするみたいに、遙一が小声で囁いてくる。

「すごく静かだな」

　遙一にならうように、桃真もヒソヒソ声で返した。それがおかしかったのか、遙一が笑い声を漏らす。波音に混ざって、小さく聞こえてくる笑い声に、胸が幸せでいっぱいになる。

　犬のリードを掴んでいるのと反対側の手を伸ばすと、遙一が極自然に掴んできた。温かくて、少ししっとりと湿った手のひらだ。

「これだけ静かだと、なんか俺たちしかいないみたいだな」

　何気なく桃真がそう零すと、遙一は不意に立ち止まって、海の方へと視線を向けた。月の光がキラキラと反射する海面を見つめたまま、遙一がぽつりと呟く。

「そうですね、僕らだけみたいだ」

　その声音は、どうしてだか安堵しているように聞こえた。二人だけの世界に静かに浸っているような、この世界から出て行くことを望んでいないような。

　遙一と向かい合うように足を止めて、桃真は遙一の顔を覗き込んだ。

「何を考えてるんだ？」

　そう訊ねると、遙一は少しだけ困ったように笑った。

「時々、解らなくなるんです」

「解らなくなる？」

「自分は、本当に人類に救われて欲しいと思ってるのか」

　唐突な遙一の言葉に、桃真は唇を引き結んだ。じっと見つめていると、遙一は小さく首を左右に振った。

「このまま研究が進めば、あと数年以内には女性が生まれる方法を確立できると思います。だけど、解らないんです。たとえ女性が戻ってきても、この世界はきっと何も変わらない。一時的に存続させたとしても、いつか人類は争い合って滅びる。それなら、どうして僕は――」

「遙一」

　遙一の言葉を遮る。かすかに潤んでいるようにも見える遙一の瞳を見つめて、桃真は呟いた。

「いつかなんて、考えなくていいんだ。後のことは後の人が考えればいい。俺たちは今できることだけすればいい。結果は誰にも解らない。だけど、それでいい。それでいいんだ」

　繰り返しながら、片腕を伸ばして遙一の背を抱く。

「人類に救う価値があるかも解らない。そんなこと、誰にも答えは出せないし、たぶん出しちゃいけない」

　遙一の背を抱く腕に力を込めて、その耳元に囁く。

「俺もさ、人類に救われて欲しいとか正直そこまで考えられないけど、もし遙一との子供が生まれるなら、少しでもこの世界が良いところになって欲しいなって思うよ。生まれてきたことを後悔するような場所であって欲しくない、ありのままの自分で生きられる世界であって欲しいって」

　子供と口に出した瞬間、遙一の肩がピクリと跳ねた。その顔を覗き込むと、遙一は目を潤ませたまま桃真を見つめてきた。薄っすらと涙が滲んだ遙一の目元に唇を押し当てて、桃真は言った。

「大丈夫、遙一。二人一緒にいたら、ずっと大丈夫だ」

　それは桃真の願いなのかもしれない。祈っている。信じている。遙一とずっと一緒にいられることを。二人でいれば、何だってできると。

　遙一がかすかに鼻がかった声で、はい、と答える。その声を聞きながら、桃真は少しだけ笑った。

「遙一、好きだよ」

　改めて口に出すと、遙一はそっとはにかむような笑みを浮かべた。

「僕も、桃真さんが大好きです。この先何があっても、ずっと一緒にいたいです」

　当たり前のように返ってきた言葉に、無意識に口元がへにゃりと緩んだ。

　涙が滲んだ遙一の目元を、指先で拭う。何だか湿っぽい空気を変えたくて、桃真で遙一の頬を軽くつまんで囁いた。

「そういえばさ、俺が着るドレス選んでたのって遙一だったんだろ？」

　今まで財前の館で、桃真が着ていた女性もののドレス。どれを着るかは適当に決められているものだと思っていたが、実際はすべて遙一が選んでいたと、つい最近榊から聞いた。

　桃真の指摘に、遙一は一瞬ぽかんと唇を開いた後、薄闇でも判るぐらい頬を赤くした。

「えっ、あのっ……ごめんなさい……」

「なんで謝るんだよ」

「だって……桃真さん、ああいう服装は好きじゃないのに……」

　どこか叱られた犬のような眼差しで、遙一が桃真を見つめる。その眼差しに思わず笑いながら、桃真は答えた。

「そりゃ無理やり着せられるのは嫌だけど、でも遙一が好きなら、また今度着てもいいよ」

　頬を軽く手のひらで撫でながら言うと、遙一の瞳が輝いた。その期待を滲ませた眼差しに、声をあげて笑う。

「遙一って、結構ムッツリだよなぁ」

　からかうように言うと、遙一は恥ずかしそうにうつむいた。だが、その口元には楽しげな笑みが浮かんでいる。

　その時、しびれを切らしたのか、砂浜に大人しく座っていたイズミがワンッと大きく吠えた。その鳴き声に、ごめんごめん、と言いながら、桃真は遙一と再び手を繋いで、ゆっくりと歩き出した。
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